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第１話　ハナー提督物語










　およそ惑星連合宇宙軍に籍せきを置く将兵で、ロベルト・ジュンイチ・ハナー中将の名を知らぬ者はもぐりと呼ばれた。幾いく多たの華はな々ばなしい戦歴と、それにも増して部下たちから慕したわれたその人柄との、為なせる業わざである。

　人柄が好かれたと言っても、ハナー提てい督とくはいわゆる『温情派』では決してなかった。むしろ過か烈れつな猛もう将しようタイプであり、戦闘中に怠なまけようとしたり、少しでも安全な場所に隠かくれていようとする部下には、容よう赦しやがなかった。彼が愛したのは、いざ戦闘となれば真っ先駆かけて敵の真まっ只ただ中なかに突とつ撃げきしていく、つまり自分と同じようなタイプの部下である。その代わり、彼は滅めつ多たに部下を犬死にさせない指揮官としても定てい評ひようがあった。

「俺おれについて来い！　俺がおまえらを死なせはせん。よしんば死ぬようなことがあっても、絶対に無む駄だ死じにはさせん!!　見殺しにだけは、死んでもせん！」

　が、ハナー提督の口くち癖ぐせであった。そして彼は、最後に指揮した作戦まで、一度たりとも噓うそはつかなかった。

　とにかく、ハナー提督ほど部下たちから慕われ、愛された現場の指揮官はいない。しかし、その名将も寄る年波には勝てず、最近めっきり衰おとろえ始めた……というのが将兵たちの、専もつぱらの噂うわさであった。

「親おや父じがな──」

　と、ある士官は語った。因ちなみにハナー提督を直接知る将兵たちは、親しみと畏い敬けいの念を込めて、彼のことを『親父』と呼ぶ。

「手が震ふるえるんだ。戦闘中にだ。電波双眼鏡を持つ手が、震えているんだ」

　猛将と呼ばれた提督である。むろん臆おくしているのではない。かといって、いわゆる『武む者しや震ぶるい』とも違う。

「あれは、宇宙放射線症の前ぜん兆ちようだ。俺の伯お父じ貴きも同じ病気だったからな。間違いない」

「提督が、宇宙放射線症……」

「ああ。どうやら、だいぶやられているらしい。あの健けん脚きやくで鳴ならした親父が、最近はステッキを手放せなくなってきている。艦内を視し察さつするのさえ、付き添そいなしでは辛つらそうだ」

「そうか、もしかしてとは思っていたが、そこまで冒おかされていたとはな……」

「あの病気に罹かかった者は、数年で歩行困こん難なんになり、やがては半身不ふ随ずいになる。このままではあと数年で、親父は寝たきりになってしまうぞ」

「うむ……。もしかすると今度の作戦が、親父にとって最後の作戦になるかもしれんな」

「だとしたら、寂さびしいことだ……」

　誰だれにとってもハナー提督の存在は、地じ獄ごくの戦場で心の支えであった。

「あの、『ここが正しよう念ねん場ばだ!!』という親父の声も、もうじき聞けなくなるのか……」

「あの声に、何度励はげまされたことか──」

「ああ。あの叱しつ咤た激げき励れいを聞くと、不思議に元気がわく。何度命拾いしたかわからんよ」

「車くるま椅い子すでも、指揮はできるだろうがな……」

「精神力を支えるのは、結局頑がん健けんな肉体だ。その逆もあるが、体が弱れば判断力が衰えるのも仕方がない。親父にとっても、次の作戦が最後の正念場だろうな……」

「何とか、親父の勇ゆう退たいに華を添えてやりたいが……」

「今度ばかりはなあ……」

「ああ、お互い、これが飲み納めになるかもな。壮そう健けんでいろよ」

「貴き様さまこそ。乾杯！」

「乾杯──!!」




「ロベルト、名将の条件をどう思う？」

　と、珍めずらしくアドリアン・アンダーソンが訊きいた。

「唐とう突とつですな」

　と、日本酒の杯さかずきを持つ手を休めて、ロベルト・Ｊ・ハナーはアンダーソンを見た。

「アンダーソン閣かつ下かが、そんなことを尋たずねるなどとは……」

「まあ、ここはひとつ真ま面じ目めに答えてくれ」

　五十を幾いくつか越えたアンダーソンは、早くも好こう々こう爺やの片へん鱗りんと風ふう格かくとを漂ただよわせ始めていた。二人の中将、アンダーソンとハナーとは士官学校の先輩後輩であり（アンダーソンが二年先輩）、当時から『打てば響ひびく』コンビであった。中将に昇しよう進しんした時期は後輩であるハナーの方が三年も早かったが、そこを自分は遜へりくだって昔通りに先輩と立てるのが、ハナーの人柄である。

「……負けないことでしょう」

　と、暫しばらく考えてからハナーは言った。

「勝つ時には誰でも勝てる。尻しり馬うまに乗って馬鹿勝ちするのはたやすい。しかし将としての真価は、苦しい時にこそ問われる。苦しい状況で、いかに犠ぎ牲せいを少なくするか、大負けしないかが、名将の条件だと自分は思います……」

　そう言って、灘なだの生き一いつ本ぽんを静かに啜すする。

　高級士官専用の軍の御用料亭『漣さざなみ』の奥の間である。二人は差し向かい、地球は明石あかし産の鯛たいの刺身を肴さかなに飲み明かす肚はらであった。

「君らしいな、ロベルト」

　と、アンダーソンは期待通りの返事に、目を細めた。

「君が言うと、真実味があるよ。他の連中が言うなら、教科書通りのたわごとだがね」

「派は手でに勝つ提督ばかりがもてはやされる昨さつ今こんの風ふう潮ちようは、嘆なげかわしい……。ボロ勝ちしてもその次に大敗を喫きつしたのでは、何にもならん。苦しい時もコンスタントに勝てるのが、名将だ。もっとも、自分などとてもとても、そのレベルには達してはおりません」

「そうかな。目め指ざしているだけでも立りつ派ぱだと思うが……」

「おだてないでいただきたい。名将と言うのなら、アンダーソン先輩、あなたこそ、その器うつわだ。少なくともその可能性はあると、自分には見える……」

「それこそ根こん拠きよのないおだてだよ」

　と、アンダーソンはからから笑った。

「常に第一線の提督として陽の当たる道を歩いて来た君と比くらべて、我が身の腑ふ甲が斐い無なさよ。地味な裏方一筋じゃわい。現にこうして、来週にはイプシロン方面派は遣けん軍司令官などという閑かん職しよくに飛ばされる。今こ宵よいはその送別会じゃないか……」

「そうでした」

　と苦笑するハナー。妙みように寂しそうな笑顔である。

「ですが、大将ではありませんか。大将ですぞ。大将閣下」

「ベタ金に星四つか……。若い頃ころなら憧あこがれもしたが、どうやらここらあたりがワシの限げん界かいのようだ」

「何を気弱な！　先輩なら星五つを目指してください!!」

　ハナーは懇こん願がんした。

「元げん帥すいか……。しかし、ワシは自分でもその器ではないとわかっている。君とは違う」

「自分などは単なる、現場の指揮官にしかすぎません。現場の指揮官は、所しよ詮せん中将止まりです。しかし、司令官は違う……」

「そう言えば、初めて階級で、君を追い越したのだったね」

「アンダーソン閣下なら、じきに名声でも、自分を追い越せます」

「まさか──！」

　アンダーソンは一いつ笑しように付ふした。

「ワシは所しよ詮せん、日ひ陰かげ者もの。それに引き換え君は、常に脚きやつ光こうを浴あびる名将……。そうではないかね？」

「脚光を浴び過ぎて、今ではこの様ざまです」

　ハナーの震ふるえる手から、杯さかずきがポロリと落ちた。

「酔よいのせいでは、ありませんぞ」

「宇宙放射線症か……」

「もう満足に、箸はしも持てません」

「どうして言ってくれなかった!?　いい医者を紹介したのに──」

「治ち療りように専せん念ねんしていては、一昨年の惑星ボランの辛しん勝しようはあり得ませんでした」

「そうだったな……。ボランは我が軍の生命線だった。君があそこを奪だつ還かんしてくれたおかげで、ラアルゴンの太陽系侵しん攻こうが十年は延のびた」

「病気が悪化する兆きざしを見せたのは、自分がもっとも忙いそがしい時期でした……」

　と、ハナーは寂しそうに嗤わらう。

「自分は、自分の体よりも銀河の命運を選んだのです。それでよかったと思っています。微み塵じんも後こう悔かいなどしておりません」

「そうだろう……」

　アンダーソンはぶるぶると軟やわらかい明石鯛の造りを箸で口に運びながら、何度も頷うなずいた。

「君なら、そう言うだろう。ワシが知っていたとしても、君を止めることはできなかったろうな」

　頭が下がる。

「ハナー君、ありがとう……。全人類に成り代わり、礼を言う」

「名将アンダーソン閣下にそう言っていただけるのでしたら、これで満足です。安心して死ねます」

「死んではいかん！」

　と、こればかりは強く、アンダーソンは反はん駁ばくした。

「死んではいかんぞ!!　死ぬならせめて、畳たたみの上でにしたまえ」

「自分は軍人ですぞ、閣下」

　ハナーは目を丸くした。

「死ぬなら戦場でと、決めております」

「しかし、今はその時期ではない」

　と、アンダーソンはハナーの目を見み据すえ、言った。

「それに君が死ねば、後を追いたいという者が増えてかなわん。まだまだ君に、死んでもらっては困る」

「わかりました……」

　苦労して杯を口に運びながら、ハナーは微笑ほほえんだ。

「これが最後の酒と覚かく悟ごしてこの場所に足を運びましたが、もう一度だけ、アンダーソン閣下と酒を酌くみ交かわす場所を設もうけることを、お約束致いたしましょう」

「一度だけということがあるか!!」

　アンダーソンは叱しつ咤たした。

「あと百ひやつ遍ぺんは飲みたいわい！」

「では──」

　この日十何度目かの乾杯であった。

「しかし、今度の作戦は容よう易いならざるものになりそうです」

　絶対に弱よわ音ねを吐はかないハナーがそう言うのだから、よほどの難なん敵てきなのであろう。

「ロナワー提督が、艦かん隊たいを率いて出て来ます……」

「ロナワーが──」

　銀河に名だたる、名将である。ラアルゴンの内情は惑星連合宇宙軍側には伝わりにくいのだが、双方に名が轟とどろき渡っている、数少ない提督の一人だ。まず銀河随ずい一いちの提督と言って、差さし支つかえあるまい。

「それはきみ……死力を振ふり絞しぼっての決戦になるな」

「はい……」

「うむ……」

　ハナーが別れの杯を酌み交わす覚悟で、この席を設けたというのも頷うなずける。

「う～む」

　檜ひのきの寄よせ棟むね造づくりの天てん井じようを見上げる。

「わかった……」

　よほど暫しばらくして、アンダーソンは頷いた。

「ワシは、君にいい医者を紹介してやれなかったことを、後悔している。君が何と言おうとも、おそらく一生後悔し続けることだろうな。だが、今度は違う。君には不ふ本ほん意いだろうが、畳の上で死んで貰もらおう」

「閣下……」

「若いが、いい参さん謀ぼうを一人、知っている」

　と、アンダーソン。

「少々目先の利に走り過ぎるきらいはあるが、才能はある。本当はイプシロン方面まで連れて行くつもりだったが、彼を君にやろう」

「アンダーソン……先輩……」

「彼は自分が死なないためなら、最大限の努力を惜おしまん漢おとこだ。常にある程度の窮きゆう地ちに追い込んで使うことだ。そうすれば、きっと真価を発はつ揮きする」

「痛み入ります」

　ハナーは文字通りに平へい身しん低てい頭とうした。

「もうじき生まれてくる君の子供たちを、父てて無し子にしたくはないからね。せめて子供の顔を見てから、先行きを考えたまえ」

「はっ……」

　ハナーは身が強こわ張ばる想おもいがした。

「知っておられたのですか？」

「これでも私は、地獄耳でね」

　笑うアンダーソン。

「独自の情報網は、やはり策さく謀ぼう家か向きかな？」

「閣下はきっと、息の長い名将におなりです」

　と、心の底からハナーは賞しよう賛さんした。

「それほどの、人じん脈みやくがおありなら……」

「人脈だけの漢おとこと、言われているよ」

　からからと笑いながら、アンダーソン。

「しかし、ともかく目め出で度たい!!」

「お恥はずかしい話です……」

　と、ハナーは恐きよう縮しゆくした。

「よもや銀婚式を前にして子宝に恵まれるとは、思ってもみませんでした……」

「素す晴ばらしいことだ」

「そうでしょうか？」

「生きて、子供の顔を見てみたまえ。また生きる気力も湧わくよ……」

「は、はい……」

　ハナーの視界が急速に潤うるんだ。涙と洟はなとが溢あふれて、まともにアンダーソンの顔が見られない。

「お約束します……。きっと生きて帰ると……」

「それでいい」

　得とく意い満まん面めんの、アンダーソン。

「まだまだ君と一いつ緒しよに食べたい、旨うまい肴さかながある。これでワシが今日、ここに来た甲か斐いもあった」




「アンダーソン大将閣下の命により、この第九機動部隊の司令部付きに配はい属ぞくされました」

　参さん謀ぼう肩けん章しようを付けたその小こ肥ぶとりな男は、ハナー中将を見るなりさっと敬けい礼れいした。年の頃は三十そこそこか。なるほど、確かに人の顔色を窺うかがうような目付きだが、眼力は確かであるようだ。お世せ辞じにも美男子とは言えまいが、鼻の下に蓄たくわえた髭ひげは、不思議と様さまになっていた。

「ハナー中将閣下にお目通り願えて、光こう栄えい至し極ごく、自分ごときが先任参謀とは汗かん顔がんの至いたりであります！」

『噂うわさに違たがわぬ世辞上手だな……』

　と、彼の方を見ながらハナー提督は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「確かに承うけたまわった。君の席はそこだ」

　と、戦艦『伊い賀が』のブリッジの一いち隅ぐうを指差す。

「別べつ命めいあるまで、そこに待たい機きしていたまえ。ススム・フジ少佐……」

「とんでもない!!」

　と、フジ参謀少佐は間かん髪はつを入れず大おお袈げ裟さに叫んだ。

「自分が座ざして、中将閣下を立たせるなど！」

　ハナー中将はステッキに縋すがりながらも、ブリッジに仁に王おう立だちなのである。

「閣下がお座すわりになるまで、自分は断だんじて掛かけたりは致しませんぞ!!」

「君は士官学校参謀科で、戦術よりも処しよ世せい術を学んで来たな」

　と、苦笑するハナー提督。

「だが、ワシは軍人であって儒じゆ者しやではない。部下を判断するのは、その能力によってのみだ。覚えておきたまえ」

「それはそれ、これはこれです」

　と、フジ少佐は如じよ才さいなく言った。

「閣下……。お願いです。どうかお掛けください。閣下の御健康が、今回の作戦では勝敗の鍵かぎを握にぎる最大のポイント……と、僭せん越えつながら敢あえて言わせていただきますぞ」

「む──」

　さすがにアンダーソンが斡あつ旋せんしてくれただけのことはある。単なるヨイショだけの男でもないようだ。

「わかった。お言葉に甘えよう……」

　勧められるままに提督席に座るハナー提督。実のところ、少々しんどかったことは事実である。

「内火艇の中で、閣下の作戦プランには目を通しておきました」

　とフジ少佐。

「どう思う」

　ギョロリと目を向けて、睨にらむように見る。

「忌き憚たんなく、言ってみろ」

「完かん璧ぺきです」

　心から心しん酔すいしているといった口調で、フジ少佐は掌てのひらをポンと叩たたいた。

「これ以上は、とても望めないでしょう」

「今の戦力ではな……」

　と、苦々しく笑いながらハナー提督。

「敵の戦力は我々の五倍だ。地の利を最大限に生かしたとして、負けない算段をするのが精一杯だ」

「確かに状況は、甘くありませんな」

　とフジ。

「ですが、勝って勝てないこともありません」

「勝てるというのか？」

　と、驚おどろいたようにハナーはフジを見た。

「この状況下で!?」

「勝てます」

　断だん言げんするフジ。

「ただし、一度だけなら……」

「一度勝てれば、充分だ」

「閣下のもっともお嫌いな、姑こ息そくな反則勝ちをすることになりますが……」

「手段は選ばん！」

　と、言げん下かにハナー提督は言った。

「それは、確かにワシは一度だけの姑息な勝ち方は好かん。だが、今はそんな贅ぜい沢たくを言っておられる場合ではあるまい。敵の教は圧倒的……。それより何より、敵の将はあのロナワー提督だ」

「そこです！」

　と、フジは強調した。

「敵はあの、不敗伝説を誇ほこるユッター・ド・ロナワー提督です。もしも寡か兵へいをもって彼を破ることができれば、味方の士し気きは向上し、そればかりではなく、敵に量り知れない心理的ダメージを与えることができます。なればこそ、一度限りの姑息な作戦による勝利も、意味を持つということです」

「わかっている。口で言うのはたやすい」

「現実も、味方がこちらの命令通りに動いてくれれば、意外にたやすいものです」

　臆おくすることなく、フジ少佐は言った。彼は小心なところもあるが、根は意外に図ず太ぶとい。

「要は奇き想そう天てん外がいに思える命令でも、味方が忠実に、その通りに動いてくれさえすれば、成功率は高いのです」

「それだけ言うからには、自信がありそうだな、フジ参謀」

「徹てつ夜やで練りました」

　よく見ると、フジ少佐の目は充血しており、目の周りにも暈くまがある。

「そうまでして、褒ほめて欲しいか？」

「なんの、勝ちたい一心ですよ！」

　噓うそではないらしい。

「ただし、ペーペーの参謀の立案した作戦など、誰も聞いてはくれんでしょう」

「ワシもあまり、乗り気ではないぞ」

「閣下と自分とがコンビを組んだということの意味が、そこにあるのです！」

　フジは言った。殺し文句であった。

「閣下の命令なら、どんな将兵も喜んで聞きます!!」

「次もそうだという保証は、ない」

　とハナー。

「今回、それで負ければな……。そうなった場合の責任を、貴き様さまが取ってくれるというのか？」

「どのみち、負ければ次はありません」

　若くて野心的なフジ少佐は、喰くい入るようにハナーの目を見み詰つめた。

「閣下にとっても、今回の決戦は正しよう念ねん場ばのはずです」

「む──。確かに……」

「勝ちましょう。ここらで一度くらいは勝っても、罰ばちは当たらないはずです」

　そう言って、後ご生しよう大事そうに小こ脇わきに抱かかえていた作戦立案書を、さり気げなくちらつかせる。

「見せてみろ」

　ぶっきら棒に言った提督であったが、じきに憑つかれたようにそれに見入る。

「これを、一晩で!?」

「若いですから」

「無む茶ちやしおって……」

　提督は苦く笑しようし、フジ少佐は己おのれの勝利を確信するに至った。

「あまり無理をすると、年を取ってからワシのようなことになるぞ」

「今は勝つことが、先決です」

「艦かん隊たいは、もう少し散開させても大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　と、立案書を突き返しながら、ハナー提督。

「そのあたりの匙さじ加か減げんは、士官学校でも教えてはくれんだろう。ただ実戦で経験を積むしかない。どうやら貴き様さまに必要なのは、後は経験だけのようだな、フジ参謀。そのためにも、貴様は生き残らねばならん……」

「閣下……」

　この瞬間、フジもハナーに心しん酔すいした。

「生き延のびよう！　そのために、もう少し無理をしてもらわねばならん。六時間以内に、ワシの言った通りに書き直せ。一秒たりとも遅おくれるなよ！」

「はっ!!」

　フジは目を輝かがやかせ、敬けい礼れいした。

「三時間でやります！」




「閣下……」

　フジ少佐が自室で作戦立案書と格かく闘とうしていた頃、『伊賀』では若いブリッジオペレーターがハナー提督に報告していた。少しよう尉いの階級章を付けた、まだ少女のように若い女性士官である。

「右う翼よくを預あずかる第五宙ちゆう雷らい戦隊が、突とつ撃げき命令を出してくれと言って聞きません」

「なに？」

　提督席で半分眠っていたハナー中将は、片目だけを開けて彼女を睨にらんだ。

「勝手なことを……」

「今攻撃をかければ、集結中の敵に大打撃を与えられると豪ごう語ごしておりますが……」

「それはそうだが、その後の収しゆう拾しゆうがつかん」

　ハナーは即そく座ざに却きやつ下かした。

「君から説明しろ」

「ですが、指揮官は閣下直じき々じきに繫つなげと……」

「しつこいな。五ご雷らい戦せんの指揮官は誰だ？」

「セッシュウ・ミフネ少将です」

「あ、あの腹はら斬きり親父か……」

「……です」

　笑いを押し堪こらえながら、頷く少尉。

「確かにあの馬鹿なら、君では相手にならんと言うだろう」

「どう致しましょう？」

「悪いが私は疲つかれている……」

　と、本当に疲れている提督は言った。

「今ミフネ少将などにかかわり合って、余よ計けいな体力を消しよう耗もうしたくはない」

「わかります」

　少尉は思わず失しつ言げんしてしまい、慌あわてて口を塞ふさいだ。

「構わんよ」

　と、苦笑しながらハナー。

「私が君の立場でも、やはり辟へき易えきさせられるだろうからね。まったく、あのバンザイおじさんにも困ったものだ」

「もう一度、説得してみます」

「いや、君では荷が重かろう」

　そう言って、思し案あんしていたハナーだったが、

「そうだ。フジ少佐は、もう終わったかな？」

　そう言って、時計を見た。ハナー中将のほとんど唯ゆい一いつと言ってよい趣しゆ味みは、旧ふるい地球の時計蒐しゆう集しゆうである。今もその左腕うでにはラドーのクラシックウォッチが、燦さん然ぜんと輝いていた。

「地球標準時間で三時間経たった……。彼の約束通りなら、もうそろそろ終わる頃だ。すまんがフジ少佐を呼んで来てくれ、少尉。彼にミフネを説得させる」

「はい！」

　敬礼する少尉。

「ですが、少佐はずっと籠こもりっ切りで、お疲つかれでは？」

「若い者には苦労してもらうさ。勝利のためだ。彼もあれだけ言った以上は、喜んでやってくれるだろう。内部の意見調整も、参謀の重要な仕事のひとつだよ」

「はあ……」

「彼の仕事ぶりを見る、いい機会だよ」

「わかりました」

　少尉は敬礼して、提督の前から辞じした。




「失礼します」

　フジ参謀の個室の、チャイムを押す。

「フジ少佐、ハナー提督閣下がお呼びです」

「絶ぜつ妙みようのタイミングだぞ」

　ドアが開き、嬉々とした表情のススム・フジが現れる。

「ちょうど今、修正案が上がったところだ。これから提督に見せに行こうと思っていた」

「それとは別の任にん務むのようです」

　事務的口調で少尉は言った。どちらかと言えば男好きのする童顔で、無む造ぞう作さに束たばねた髪に眼鏡めがねが似合っていた。

「少佐殿に、先走るミフネ提督を説得していただきたいと、ハナー中将閣下直々の御ご依い頼らいです」

「ミフネ提督だってえ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、フジの丸い眼まなこはほとんどでんぐり返った。

「よりにもよって、あのミフネ提督が……」

「第五宙雷戦隊の、指揮官ですわ」

「ああ、私も運が悪い……」

　頭を抱かかえる。

「どうかなさったのですか？」

「苦にが手てなんだ……」

　とフジ少佐。

「士官学校を出て、最初に任にん官かんした駆く逐ちく艦かんが、当時中佐だったミフネ提督が艦長を務つとめる、駆逐艦『いわかぜ』だった……。ボロクソにこきおろされた……」

　フジにとっては思い出したくもない過去の古傷である。確かにフジとミフネとでは、性格的に反そりが合いそうにもない。

「それが、よりにもよって説得しろだと……。ああ、まったくもってあの突とつ撃げきぷっつん提督とは、どこまでも縁がある……」

　顔も見たくないのは明白であった。

「大丈夫ですよ、少佐」

　と、独り無む邪じや気きに微笑ほほえむ少尉であった。

「あたしが一いつ緒しよに、説得して差し上げますから」

「君が何の役に立つ!?」

　と、フジは初めて彼女を、しげしげと見た。

「それは、確かに君は……可愛かわいいが──」

　言いつつ今度は、まじまじと見る。ムチャクチャ彼の好みのタイプであった。

「側そばにいてくれれば、心強くはあるが……、それだけでは……」

「世の中にはね、少佐」

　彼女は眼鏡を外はずして微笑む。一見ブスに見えて、素す顔がおはメチャクチャ愛らしいという、百億年前の少女マンガパターンであった。

「可愛いというただそれだけで、完結してしまう物語が、いくらでもあるんですよ」

「なるほど。そうかもしれん……」

　柄がらにもなくススム・フジ、ときめいた。

「君の言うことはまったくただしいよ、少尉……」

「アスカ・コリアです」

　と、彼女は言った。

「こう見えても、情報部の上級幹かん部ぶ候こう補ほ生せいですのよ。ブリッジオペレーターとは世を忍しのぶ仮の姿……」

「すると、末は情報部のお偉えらいさんか……」

「ええ。可愛いのは若いうちだけですもの。偉くなって、年を取ってからも安あん泰たいでいたいわ。そのためにはフジ少佐、少佐のような若くて出世間違いなしのエリートに、引き立てていただかなくては……。まだ可愛いだけでも、通用するうちに──」

「任まかせろ！」

　とフジ少佐。

「だが、当面の敵は、手て強ごわいぞ。間違っても私のことをエリートなどとは、思ってもいないじじいが相手だ」

「頑がん張ばってくださいな」

　そう言って、アスカはフジの頰ほほにキスした。

「あたしがついてます、少佐」

「うぉ～っ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げるフジ少佐。

「このススム・フジ。男と生まれて三十年、初めて女に接せつ吻ぷんされた……」

　これが張はり切きらずに、おられようか。

「よ、よし、やるぞ」

　ゴクンと唾つばを吞のみ込みながら、フジは覚かく悟ごを決めた。

「こうなったら相手がミフネだろうと、ラアルゴンだろうと、やってやるわい!!　俺にはハナー提督とコリア少尉と、強い味方が二人も付いているんだ！　やってやる、やってやるとも……」

『ふふ、単純ね……』
















　心の中では笑いつつも、どこかそんなフジの単純さを憎にくめない、アスカ・コリアであった。




『なんだ？　誰だれかと思えば貴き様さまか』

　モニタースクリーンに映るススム・フジ少佐の顔を一目見るなり、ハナー提てい督とく麾き下かの第五宙ちゆう雷らい戦隊指揮官・セッシュウ・ミフネは顔をしかめた。

『まだ生きておったのか、腰抜けのフジ少しよう尉い』

「少佐です。参さん謀ぼう少佐……」

　と、フジはやけにゆっくりと訂てい正せいした。その態たい度どが、必要以上にミフネ提督を苛いらつかせるであろうことは、彼の性格を知り抜いているフジは、もちろん計算している。

　事前に抱いだいていた緊きん張ちようが、真夏の窓まど際ぎわに置いた氷のように、見るみる溶とけてゆくのが自分でもわかった。

『もうこいつは怖くない。怒ど鳴なるだけが取とり柄えの、時代遅おくれのロートルだ……』

　と、フジ少佐は思った。

『その腰抜けの参謀少佐殿が、ワシに一体何の用だ!?』

　あくまでも高こう圧あつ的てきな態度で、ミフネは頭ごなしにかつての部下を怒ど鳴なりつけた。

『ワシは作戦行動を控ひかえ、忙いそがしいのだ。かつての上官と同じ艦かん隊たいに居合わせ懐なつかしいのはわかるが、今は貴様なんぞにかかわり合っている暇ひまはない！　出しゆつ世せした自分の姿を、ワシに見せたいという気持ちは、わからんでもないがな……」

『誰が、懐かしいだって』

　と、フジは心の中で思わず舌した打うちした。しかし、そんな心の根はおくびにも出さず、

「お言葉ながら、今は自分の方が多た忙ぼうなのであります」

　と言った。相手が苦手な上官でも、言うべきことは最初に言っておかねばならない。またそう言えるだけの力と後ろ盾だてとが、今の彼にはある。

「それに、閣下の言われる『作戦行動』に、ハナー提督から待ったがかかっておるのです。自分はそれを伝えに──」

『ほう、出世したもんじゃのう！』

　と、居い丈たけ高だかに叫ぶミフネ。

『あの腰抜けのフジ少尉が、このワシに説教か？　増ぞう長ちようしおって、この青あお二に才さいめが！　貴様などでは相手にならん。ハナー提督に繫つなげ!!』

「ハナー中将閣下はお疲れです。ミフネ少将閣下……」

『この野郎！　今に見ていろよ……』

　と、言いたい気持ちをぐっと抑おさえつけて、フジは努めて冷静に言った。

『今に、今に、出世して、じきに貴様など追い越してやるからな。何と言っても、突とつ撃げきしか知らんてめえなどとは、土ど台だい器うつわが違う!!』

　ススム・フジの屈くつ折せつした性格は、実に大半がかつての上司ミフネによって育はぐくまれた（？）ものであった。

「代わりに自分が……」

『黙だまれ！』

　とモニタースピーカーのピークレベルインジケーターをも軽く振り切る、ミフネの一いつ喝かつ。

『貴様の魂こん胆たんなど見え透すいておるわ。姑こ息そくな時間稼かせぎをしおって!!　よいから閣下に繫げ。繫ぐのだ！』

「お断り致します!!」

　内心ビクつきながらも、そこは毅き然ぜんたる態度でフジは言った。

「ハナー閣下には御休息が必要です。艦隊を預かる司令官の健康が、勝利のためには何よりも必要不可欠であることは、閣下、あなたもよく御ご存ぞん知じのはずではありませんか」

　そこまで言って、フジは横目でちらりと、側そばにいるアスカ・コリア少尉を見た。

『これでいいのか？』

　と、目で尋たすねるフジに、アスカはここぞと、大きく頷うなずいてみせる。

『そう、そうよ。頑がん張ばって！』

　と何よりも雄ゆう弁べんに語るその表情が、どれほどフジを勇気づけたことか──!?

『そうか、よし……』

　フジ少佐はごくっと、生なま唾つばを吞のみ込んだ。

『コリア少尉がいてくれるなら、千人力だ』

　彼女は勝利の女神に見えた。

『言うようになったのう、腰抜け』

　ぬけぬけと言うミフネ。見れば愛刀の柄つかに手をかけているではないか。これは説得の相手を力で屈くつ服ぷくさせようとする時の、ミフネの常じよう套とう手しゆ段だんであった。

『戦闘の最中に、いつもこそこそと逃げ隠かくれしておった、あのススム・フジ少尉殿がのう……。いやはや、大した出世じゃわい』

『覚えておれよ、突撃プッツン親爺おやじ』

　腸はらわたが煮にえくり返るのを抑え、フジは思った。

『あんたのやり口なぞ、見切ったよ。その刀がこちらまで転送されて来るならともかく、そんな脅おどしに屈するものか……』

　むしろミフネも苦しいはずだ。理屈では如何いかんともし難がたく、力に訴うつたえる。そのバロメーターが、彼の愛刀村むら正まさなのである。

「とにかく今は、幾いく重えにも自じ重ちようして頂きたい。今閣下の預かる右う翼よくに不用意に動かれては、九く分ぶ九く厘りん摑つかみかけた不動の勝利が……」

『黙れ、黙れ!!』

　と、叫ぶミフネ。遂ついにモニターの中で、刀を抜いた。届くはずがない。そうとわかってはいても、思わず背筋に冷たいものが走る。

『貴様の魂胆など、見え透いておるわ。おおかたハナー閣下に取り入って、貴様の考えたくだらぬ作戦とやらを進しん言げんしおったな。今ワシに動かれては、その作戦とやらが台だい無なしなのであろう。違うか!?』

『さすがは閣下、図ず星ぼしです』

　と言ってやりたい自分を、フジは寸すん手でのところで制した。

『だがな──』

　と、意い地じ悪く嗤わらうミフネ。

『そうは貴様の思い通りには、問屋が卸おろさんわい。ワシは自分の好きなように、動く。閣下のお許しが、なくともな』

「敢あえて、ハナー閣下の御ご意い向こうに、背そむかれても……？」

『背いても、じゃわい。より正確には、ハナー提督を丸め込んだ、貴様の意向に、背くだけのこと』

「しかし小官の提案とはいえ、いまや閣下の御意向は軍の、ひいては惑星連合全体の意向。それを無視するとなれば──」

『おう、軍法会議とて、辞じさんわい。否ひ定ていするつもりもない』

　さすが気き概がいと反はん骨こつの人、ミフネ。しかし、これはもうムチャクチャである。

「何な故ぜ、そこまで……」

『知りたいか』

　と、ミフネ。

『ワシは貴様が、大だい嫌きらいだからじゃ』

「…………」

　さすがのフジも顔面蒼そう白はく、そして一いつ瞬しゆんの間を置いて、喧けん嘩か腰ごしとなった。

「そ、そこまで言われるか……、そこまで!?」

『おう、言うとも！』

　いけしゃあしゃあと、ミフネ。楽しくて仕方がないという顔である。

『ワシは貴様の姑こ息そくさが、大嫌いじゃった。戦闘の時にも、あれこれもっともらしい理り屈くつをつけてはすぐに安全な所まで逃げることばかり考えおって。ワシはそういう貴様を見る度たびに、虫むし酸ずが走ったものよ。おまけに貴様、結婚まで、出世のために利用しよったものな。まったくどこまでも姑息よ。故ゆえに、ワシは貴様のような人間など、絶対に認めん！　たとえ貴様が、誰に取り入ろうともな!!』

『ずぇったい、見返したる！』

　子供のように一いち途ずな気持ちで、フジ少佐は思った。

『十年後、いや、二十年後を見ていろ。もっともそれまで、てめえが戦死しなければの話だがな……』

　それまでは、何と言われようとも安全な後方から作戦を指し示じして、上官に取り入りまくって、生き延のびてやると、フジ参謀少佐は断だん固ことして決意したのであった。

『どっちの生き方が正しいか、人生かけて白黒つけたる!!』

『とにかく、貴様などでは埒らちが明かん』

　追い討うちをかけるように、ミフネは高たか飛び車しやに迫った。

『ハナー閣下を、出せ。腰抜け！』

「お待ちください!!」

　火花散るほど険けん悪あくなムードの両者の間に、割わって入った者がいる。

　それはそれで、勇気の要いることであった。

「コリア少尉……」

　フジは彼女の勇ゆう敢かんさ、と言うよりは無む謀ぼうさに、思わず呆あつ気けにとられた。

「フジ少佐殿の言われることは、正せい論ろんです。ミフネ閣下……」

『誰だ貴様？』

　呆気にとられたのはミフネも同じだったらしい。咄とつ嗟さにどう対処してよいものやらわからず、目を白黒させている。

「ハナー中将閣下の次席秘書官、アスカ・コリア少尉です」

『たかが少尉の小娘が、このワシに説教するか!?』

　だがそのミフネの高圧的な態度にも、アスカは屈しなかった。

「はい」

　ぬけぬけと言う。

「たとえ一いつ介かいの少尉の言うことでも、小娘の言うことでも、正論は正論でしょう。民間企業ならいざ知らず、その正論を、力でねじ伏ふせるのが、仮にも軍の、まっとうな組織の、することでしょうか？」

『なるほど正論だ……』

　ミフネは唸うなった。

『だがその正論の支持者が、常に組織の多数派とは限るまい』

「尊そん敬けいするミフネ閣下が、単に多数の側に与くみするほど愚おろかではないと、信じておりますわ……」

　アスカはミフネに逆さからいながらも、彼のプライドを巧たくみに刺し激げきし、コントロールする。

『巧うまい……』

　と、フジは思わず舌を巻かずにおれなかった。

『少なくともこの少尉、そんじょそこらの小娘ではない……』

　彼のアスカ・コリアに対する信しん頼らいは、その瞬間決定的なものとなった。否いな、そればかりではないプラスαアルフアが、確実に芽め生ばえていた。きわめつけの美人ではないにせよ、機き転てんの利きく才さい色しよく兼けん備び。フジのもっとも弱いタイプの女性だ。

　その瞬間に、フジには残りの人生のビジョンが朧おぼろ気げながら見えた。

　もしくは、もう少しだけ明確なある一点の快かい楽らくに、落ちていく予感がした。

　わかり易やすく言えば、

『この女ひとだ』

　と、思ったのだ。

『ようやく、巡めぐり逢あったぞ。この女になら、残りの人生を全部賭かけてもいい!!』

　そう思った。

「まして、フジ参謀少佐殿ほどの俊しゆん才さいが幾いく晩ばんも徹てつ夜やで立りつ案あんした作戦を、閣下が御自身の一時の感情で無む下げにするほど愚かだとは、小官にはとても信じられないのであります」

『なるほど……』

　ミフネも、フジとはまた別の感かん慨がいであるにせよ、アスカ・コリア少尉に対して並々ならぬ興きよう味みを抱いたらしい。

『フジ少佐が俊才であるかどうか、貴官とはだいぶ意見も異なるようだが、このミフネに対してそこまで正論を吐はける小娘がおったとは、まだまだ軍も捨てたものではないらしい……』

　これはミフネの性格を考こう慮りよに入れるならば、ベタ褒ぼめに近い。

『わかった。今は自重しよう』

「ありがとうございます」

『礼など要らん。貴官の方が正しい』

　ミフネの微笑ほほえんだ顔を、フジ少佐は初めて見た。

『あ、あの頑がん固こ親爺おやじが……笑った』

　それこそフジにしてみれば驚きよう異いであった。

『それよりそこにいる男に、あとでたっぷりと礼を言わせるのだな。アスカ・コリア少尉か……。小こ癪しやくな小娘め。覚えておくぞ』

「はい」

『おい、腰抜けのフジ少尉』

「少佐です」

　憮ぶ然ぜんとして、フジ。

『少尉で充分！』

　とは、また随ずい分ぶんである。

『女のおかげで、命拾いしたな』

　言うなり、一方的に通信を切った。

「糞くそ爺じじい!!」

　聞こえてもかまわんという表情で、フジは暗転したモニターに向かって叫んだ。

「やりましたね」

　と、微笑むアスカ・コリア。

「ミフネ提督の暴ぼう走そうを止めた。これは大きいですわ。作戦が成功すれば、これも少佐殿のお手て柄がらとして──」

「いや」

　面おも映はゆい表情で、フジはアスカに向き直った。それから、ぎこちなく微笑む。

「これは、君の手柄だ」




「フジ少佐、でかした」

　と、寝起きのロベルト・Ｊ・ハナー提督は、フジからの報告を聞くなり微笑んでそう言ったのだった。

「よくぞミフネを思い止とどまらせてくれた。これは大きい。それにしても、よく黙らせたものよなあ……。このワシにさえ禦ぎよしきれぬ、あのミフネをのう……」

「いえ、自分は……」

　さすがに一部始終をつまびらかにすることは憚はばかられた。

「何もしておりません」

　謙けん遜そんではない。

「ただ、閣下の秘書が、有能であったので、大いに弼たすけられました……」

「コリア少尉かね？」

「はあ……。自分の部下に欲しいくらいであります」

「彼女は士官学校を出たばかりだ。何もできまい。それより、自みずからの手柄を誇ほこらず、部下に花を持たせる。なかなかに立りつ派ぱだぞ」

「いえ、その……けしてそういう訳では……」

「ともかく、よくやった。これで作戦の成功は、揺ゆるぎない。せっかくの君の作戦も、ミフネに暴ぼう走そうされては台だい無なしだからな」

「はあ……」

「これはワシの気持ちだ。受け取ってくれ」

　そう言って、時計マニアのハナー中尉は、一個の腕時計を、手ずからフジの腕に嵌はめた。

「西暦一九九〇年代の、タグ・ホイヤーだ。さる高名なＦ１レーサーの、記念モデルだよ。言っておくがレプリカではない」

「はい!!」

　フジに時計のことはわからない。だが、これは並の勲くん章しよう十個分の、いや、それ以上の価値がある。

「光栄の……極きわみであります……」

　そうとしか、言えまい。

「作戦が成功した暁あかつきには、もう少し見み映ばえのするのをあげよう」

「こ、こここ、これで充分以上であります！」

　根が小心者のススム・フジ。ガチガチに緊きん張ちようしていた。

「それより閣下……」

「何かね？」

　相そう好ごうを崩くずすハナー提督。

「言ってみたまえ」

「閣下は……その……」

「ん？」

「女物の時計は、お持ちではありませんか？」

「ワシが女物を？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる提督。

「そんな趣しゆ味みは、ないが……。何にする？」

「できればこれと──」

　そう言って、たった今賜たまわったばかりのタグ・ホイヤーを指差し、

「ペアのウォッチを、プレゼントしたい女性がおりまして……、その……」

「なるほど」

　目を細めるハナー。

「君は奥さん想おもいだな。恐妻家という噂うわさは、どうやら本当らしい」

　完かん璧ぺきに、誤ご解かいしていた。だがこの場合は誤解されっ放しの方が、フジには都つ合ごうがよい。

「心得た。今はないが、地球に戻れたら必ずそれとペアの時計を業者に言って捜さがさせよう。贈おくらせてもらうよ」

「恐きよう縮しゆくです……」

「なに、生きて還かえれればの話だ」

「そうなるよう、努力します」

「ペアの方は、その努力に対する御ご褒ほう美びという訳だ」

　ハナー提督は、その提案が自分でも気に入ったのか笑いながら何度も頷うなずいて、

「ご苦労！」

　と大おお仰ぎように言った。

「疲れたろう。自室に戻って、戦闘開始までゆっくりと休みたまえ。その時になったら、存分に働いてもらわねばならんからな」

「はっ！」

　敬礼して退さがったフジ少佐ではあったが、彼は結局、戦闘開始までの束つかの間まのひと時をも休めなかった。

　もっとも休むつもりも、なかったのであるが──。




「という訳だ……」

　事の次第を説明した後、フジ少佐は自分の腕にしていたタグ・ホイヤーを、アスカ・コリアの腕にかけてやりながら言った。

「その時計を本当にする資格のあるのは、君だ。私ではない……。提督閣下から、ペアの方が届くまで、君が嵌はめていろ。その方がずっといい。大きいが、似合うぞ」

「タグ・ホイヤーのシューマッハーモデルに、ペアなんてあったかなあ……」

　と、コリアは小首を傾かしげる。その仕し種ぐさがたまらず、愛らしい。

「ハナー提督ったら好きな割に、時計の知識って結構曖あい昧まいだから──」

「そうなのか？」

「古時計商から見たら、絶ぜつ好こうのカモでしょうね。人がいいのよ。気前も……。今に年金を騙だまし取られないかって、心配」

「失礼だぞ」

「かなりボケていることは、確かよ」

　と、アスカは秘書にもあるまじきことを言う。

「だって、あたしにだって以前にくれたことも忘れて、何個も時計をくださるんですもの……」

　そう言って、アスカは自室のロッカーの抽斗ひきだしを開けてみせた。ロレックス、オメガ、ロンジン、セイコーなど女物のクラシックウォッチが、ジャラジャラと入っていた。

「全部閣下からの、頂いただき物よ……」

　呆あきれている。

「女物を持っていないなんて、噓うそだな」

「そうよ。閣下は奥様に、いっぱいプレゼントしているわ。奥様の方では、迷めい惑わくがっているようだけど……。あたしには、そのお流れ」

「天下の名将も、女には甘いか……」

「妻に頭が上がらないのは、名将の条件かもね……」

　思わせぶりにアスカは言った。

「提督からのプレゼントなんて有り難がたくもないけど、フジ少佐、これはあなたからのプレゼントとして、有り難く受け取っておくわ」

「しかし、わからんな……」

　と、フジ。

「こんな三十男の、妻さい帯たい者しやの、それもチビでデブで脂あぶらぎった中年の、どこがそんなにいい？　俺には皆かい目もくわからん……」

「あなたの本当の魅み力りよくに気付いている人間って、ひょっとしてあたしだけかもね」

　と、フジ参謀少佐の心をくすぐるアスカ・コリアであった。

「それが密ひそかに、誇ほこらしいわ」

「そうなのか？」

　この女、天性の男を勇気付けるタイプかもしれない。

　地球の、旧ふるい言葉にあったなとフジは思い出していた。

『確か、「上げマン」とか……』

　そうかもしれない。

　少なくとも、そうフジにとっては──。

「ハナー提督の奥様、そろそろね……」

「お子さんか？」

「ええ」

「あの歳としで初めての子供だ。さぞや可愛かわいいことだろうなあ……」

　アスカが不意に、笑った。

「何がおかしい？」

「あなたって、意外に純真なんだなあと思って……」

「どういう意味だ？」

「ハナー提督の奥さんがお産みになる子供が、本当に提督のお子さんだと思っている人って、ひょっとして提督と、あなただけなんじゃないかなあって思って──」

「違うのか？」

「宇宙軍内じゃ、父親当てクイズが大人気よ」

「くだらぬ噂うわさで、憶おく測そくするもんじゃない。提督がどんなに楽しみにしているか……。俺おれにだってわかる」

「そう言うあなただって本当は、子供が欲しいんじゃないの？」

「よくわかるな」

「自分の優秀な血を残したいって、顔に書いてあるもの」

「ふ……。今の家か内ないとでは、無理だ。あんな冷えきった夫婦関係。ただ利害のために一いつ緒しよに暮らしているだけで夫婦と呼ぶのも、おこがましい」

「ねえ」

　と、アスカが身を乗り出す。

「なんだ？」

「産んであげようか、あなたの子供？」

　フジは一瞬、激はげしく咳せき込んだ。

「な、何を言い出すのかと思えば……」

「嫌いや？」

「そ、そんなことはない!!」

　ムキになって否定したその瞬間が、フジ少佐の敗はい北ぼくであった。

「私とて、なろうことなら……」

「怖いのね、奥さん」

　見抜かれている。

「ま、まあな……」

「そんなところが、可愛い……」

「まさか……」

「本当に、可愛いんだってば」

「信じられんな……」

　自らの男としての魅力に対して、とことん懐かい疑ぎ的てきなのは、そうなってしまうだけの前半生を過すごしてきたからだ。

　無む論ろん、アスカは看かん破ぱしている。だからこそ、扱あつかい易やすい。

「あなたは、魅力的だわ」

「そうかい？」

「そう。あなたの中身を、もう少しましな器に入れれば、理想的よね。だから、あなたの子供を産んであげる」

「本気かい!?」

「そうよ」

「言っておくが──」

　ついつい予防線を張はってしまうのは、フジ少佐の哀かなしい性さがである。

「妻は絶対、離り婚こんには応じないと思うぞ。たとえ私たちの間に、子供が産まれても──。いや、ことによるとその子供すら、君から取り上げてしまうかもしれない」

「それでもいいわ」

　と、アスカ。

「自分の本当の価値に気付いていないあなたに、それほど興味があるのよ。ずっと前から、そう思っていたのよ。同じ艦に配はい属ぞくされて、チャンス到とう来らいと思ったわ」

　彼女の目を見る限りは、噓うそではないらしい。

「それにね」

　と、フジの目を正面から見み据すえ、アスカは言った。

「女は結局、子供を産んでしまえば勝ちなのよ」




「少佐殿……」

　ススム・フジが疲れきった体をロビーで休め、放ほう心しん状態になっていると、一人の士官が彼に声をかけてきた。

「お疲れのところ、申し訳ない」

「いいよ」

　綿わたのように疲れてはいるが、今の彼はこの上もなく幸福であった。

「何だい、大尉？」

　ソファから、体を起こす。

「世せ間けん噺ばなしに、付き合ってくださいよ」

　そう言って、プラスチック容器に入ったコーヒーを差し出す。

　中年の、貧ひん相そうな小男であった。フジよりも背が低く、横幅もない。彼と並べばフジは格かく段だんに恰かつ幅ぷくがよく見える。

「信号士官の、イツァーク・ハイフェッツ大尉です」

　と、彼は自己紹介した。

　士官学校出にしては、いくらなんでも昇しよう進しんが遅すぎる。どうやら兵士からの叩たたき上げらしい。フジもこういうタイプにはそれなりに、一目置く。思わず姿し勢せいを正した。

「アスカ・コリア少尉から、頼まれましてね」

「何を？」

　訝いぶかるフジ。一瞬この漢おとこに、脅きよう迫はくされるのではないかと思い、恥はずかしながら身を強こわ張ばらせた。甘すぎる夢には、それなりのオチがあることをフジはこれまでの前半生でそれこそうんざりするほど体験してきているからだ。今度もそうだとして、何の不思議もない。むしろ納なつ得とくして、妙みようにほっとする。

「頼む！　妻には黙だまっていてくれ!!」

「何をです？」

　ハイフェッツ大尉は目を白黒させている。どうやらフジの杞き憂ゆうであったらしい。

「私はただ、コリア少尉から私の知っている情報を、あなたのお耳に入れておいて欲しいと、頼まれただけですよ」

「ほっ……」

　情けないが、フジは心底安あん堵どした。

「で、何を？」

「ハナー提督閣下の生まれてくるお子さんの、本当の父親に関してですよ」

　声を潜ひそめて、言った。

「そうだった……」

　知りたいと、彼女に頼んでみたのだ。それに対し、アスカは意い味み深しんな笑いを浮かべただけであった。

「君が教えてくれるのか？」

「はい」

　と、ハイフェッツ。

「私です……というのは冗じよう談だんですが」

「馬鹿者！」

　思わず怒おこった。そんな冗談が通じるような精神状態にはない。

「早く教えろ!!」

「まあまあ……」

　海うみ千せん山やま千せんらしいハイフェッツ大尉は、微笑ほほえみながら軽くいなす。

「その前に、これから私の申すことは絶対に誰にも口こう外がいしないと、お約束ください」

「当とう然ぜんだ」

　とフジ。

「このススム・フジ、小心者故ゆえに、口は堅い」

「……でしょうな」

　目を細め、耳元に口を近付ける、ハイフェッツ。

「アンリ・ジュールダンという中佐がいます」

「そいつが父親か？」

「はい」

　頷うなずく。

「駆く逐ちく艦かん『ラドロワ』の艦長です」

「ふむふむ」

「『ラドロワ』は現在、ミフネ提督の第五宙ちゆう雷らい戦隊に編へん入にゆうされて、この艦隊と行動を共にしています」

「なるほど」

「少佐殿……」

　と、ここでハイフェッツは声のトーンを落として、囁ささやいた。

「『ラドロワ』が撃げき沈ちんされて、ジュールダン中佐が死ぬように、仕し向むけてはいただけませんか？」

「なにっ!?」

「しっ！　声が高い……」

「し、しかし……」

　これは誰もが、驚おどろく。

「これはあなたの出世の、ためでもあるのですよ。コリア少尉も、望んでおることです」

「物ぶつ騒そう過ぎる！　私に人殺しの片かた棒ぼうを担かつげと……」

「そうです。しかしこれは同時に、人助けでもある」

「綺き麗れい事ごとだ！」

「承しよう知ちしております」

　どこまでも淡たん々たんと話す、ハイフェッツ。それがかえって不ぶ気き味みだ。

「ジュールダン中佐というのは、どんな漢おとこだ？」

「一言で云いって、女たらしのごろつきです。閣下の奥様にお子が生まれれば、それをネタに閣下を脅きよう迫はくするであろうことは明白です」

「このことを、ハナー閣下は御存知なのか？」

「知りません、何も──」

「だろうな……」

　フジのため息。

「少佐殿も閣下のお人ひと柄がらは、御存知でしょう」

「ああ。将としてはきわめて有能だが、私人としては抜けておられる。とはいえそこが、あの人の魅力なのだ」

「だったらおわかりのはずです。我々閣下を慕したう者は、閣下の経歴に瑕きずがつかないように、ジュールダンを闇やみから闇に葬ほうむりたいのです。そのためには少佐、あなたのお力が是ぜ非ひとも必要だ。戦場では先走った駆く逐ちく艦かんが暴走して沈むなど、よくあることではありませんか。特に、あのミフネ提督の部下なら……」

「わかるが、これは……」

　フジの中で、激しい葛かつ藤とうが始まっていた。

「ひとつ訊きいていいか、大たい尉い？」

「何なりと……」

「アスカは……」

　と、フジは言った。

「アスカ・コリア少尉は、本当にこの私を愛していると思うか？　この私を？」

「そこまでは測はかりかねます。ただ……彼女は、コリア少尉はあなたこそは頼むに足る人だと信じたのです」

　と、ハイフェッツ。

「我々も、信じた。だからこそ、こうして打ち明けた。もうあなたは、我々の同志なのですよ」

「……わかった」

　ゆっくりと頷うなずく、ススム・フジ。

「殺やる」




「なんだ、こいつ。パイロット上がりじゃないか……」

　と、アンリ・ジュールダン中佐に関する個人データをディスプレイ上にピックアップしながら、ススム・フジ参さん謀ぼう少佐は唸うなった。

「しかも、戦せん闘とう機き乗りとしても、結けつ構こうな戦果を挙あげているぞ。ラアルゴンの『バハムート』戦闘機を確実なだけで十二機撃げき墜つい……。未公認まで含ふくめると二十機近い。本当か？」

「本当ですわ」

　と、彼の隣となりに寄り添そうように、アスカ・コリア少尉は言った。

「軍のファイルですもの」

「極ごく秘ひのな……」

　と、低い声でフジは付け足した。

「君はよく、このファイルに介入するパスワードを知っていたな。参謀少佐の私でさえ、知らなかったのに……」

　軽い嫉しつ妬とと驚おどろきがある。

「コネクションのメンバーですから……」

　と、微笑ほほえみながら彼女は言った。

「あなたも今回の任にん務むを無事に遂すい行こうすることができれば、栄はえて新メンバーとしてのＩＤを獲かく得とくできますわ」

「それはよしとしよう」

　と、フジ。下へ手たに詮せん索さくするつもりはなかった。わからないことは、別にある。

「ひとつ訊きいていいか？　コリア少尉……」

「アスカと呼んで」

　微笑みながらアスカ。

「もう他人じゃないのよ」

「それだよ。わからないのは、まさに……」

　フジは自分の容よう姿しを識しっている。

「君ほどの女ひ性とが、何な故ぜ私のような風ふう采さいの上がらないオジサンに？　君なら、その、他にいくらでも……」

「半分は、任務です」

　と、微笑むのをやめてアスカ。

「アンリ・ジュールダンを今回の戦闘にかこつけて『抹まつ殺さつ』するためには、どうしても少佐殿のお力が必要でした。作戦参謀としての……」

「それだけなら、わかる」

　とフジ。

「残りの半分の理由を、聞かせて欲しいのだ。私が『納なつ得とく』できるような理由をね」

「わかりません」

　と、アスカ。

「自分でも、よく……。ただ──」

「ただ？」

「あなたが、可愛かわいいのです。失礼を承しよう知ちで言わせていただけるならば、あなたは私の目から見て、とてつもなく『可愛く』映ったのですわ」

「私が……可愛い……」

　フジはそれこそ仰ぎよう天てんした。これまでの半生で、その逆はさんざん言われたが、可愛いと面と向かって、それもうら若い女性から言われるなどということは、とんとなかった。

「からかっているのか!?」

　そう尋たずねたくなる。

「私のどこが……可愛い？」

「全部」

　はにかみながらアスカは言った。

「全部なの……」

『わから～ん!!』

　絶ぜつ叫きようしたくなる自分を、フジ少佐は辛かろうじて抑おさえた。

「何故だ、何故だ！　何故だァ～ッ!?」

「きっと少佐自身、気付いてはいらっしゃらないのでは？」

「君だけだろう。おそらく……」

　こればかりは確かく信しんを持って言える。

「妻さいもな……」

　フジは二年前にアルバート・ヒンメル大将の娘であるヘンリエッタと鳴なり物入りで結婚していた。ヒンメルは次期司令長官間違いなしと言われる宇宙軍の逸いつ材ざいであり、フジはその参謀としての才覚を見込まれて、言わば逆玉の輿こしに乗った恰かつ好こうである。言わずもがなの完かん璧ぺきな政せい略りやく結婚であった。夫婦の間に夫婦らしい交流はなにひとつない。第一フジが新婚以来、妻と一いつ緒しよに過ごした時間は正味一か月にも満たない。それほど軍務が多た忙ぼうを極きわめたのである。新しん進しん気き鋭えいの若手参謀ではそんなものだ。フジ自身、その多忙さにかまけてむしろ妻を避さけていたのだから文句も言えない。

「私の将来性と結婚したのであって、私の容姿と結婚したのではないと、はっきり言いよる。まして、あれが私のことを、間違っても『可愛い』などとは……」

「ですから……」

　と、くすっと微笑みながらアスカ。

「私が少佐殿のことを可愛いと思うのは、容姿ではありません。それは、見てくれもキューピーさんのようで、愛らしいことは愛らしいのですが、少佐殿が真に可愛らしいのは、その性格においてですわ」

「性格が？」

　それこそフジには、わからない。

「この私の、性格の、どこが!?」

「あなたは──」

　と、アスカ。

「誰だれからも嫌きらわれまいとして、一いつ生しよう懸けん命めいではありませんか。物もの凄すごく不ぶ器き用ようなくせに、無理して八方美人を演じようとしていらっしゃる。それが、私などの目には、とてつもなく……」

「そういうものなのか？」

「私は──」

　アスカの告白。

「今回コネクションから与えられた任務を喜んでいます。任務はあくまでも口実、それを理由に、あなたとお近付きになれたことを、心から──」

「ふむう……」

　わからない。わからないなりに何となく納得してしまうフジであった。未いまだ釈しやく然ぜんとしないものはあったが、少なくともアスカ個人に対する警けい戒かい心しんとわだかまりとは完全に消え去った。

「私がなあ……」

「ですが、もう誰からも好かれようとなさる心こころ遣づかいは無用です。少なくとも、私に関しては、ありのままの御自分をさらけ出してくださって、結構ですわ。私も、あなたの素す顔がおが知りたいのですもの……」

「こんな穢むさ苦くるしい中年の素顔でよかったら、いくらでもさらけ出すが……。話を戻そう」

　作戦参謀の素顔に戻ってフジは言った。

「ジュールダン中佐がパイロットとして卓たく抜ばつした才能の持主であったことは、事実らしいな」

「天才と称しようして、宜よろしいかと存じます」

　事務口調でアスカ・コリア少尉は言った。

「空戦でも、女漁あさりでも……」

「それでハナー提督夫人に取り入ったか……」

「提督はあの通りの御ご仁じんですからね。何も存じ上げません」

「私も──」

　と、フジ。

「君とのことを、妻さいには知られないで通したいものだが……」

「あなたの性格では、無理かもしれませんわね。そこがまた、可愛いのですが……」

「余よ談だんはいい。すると提督があれほど喜んでおられる御夫人のお腹なかの中のお子さんは、実は提督の実子ではなくて、女たらしの天才パイロットの子供……ということになるな」

「はい」

「何とも──」

　ハナー提督には同情してしまう。

「だからこそ、提督には知らせずに済ませたいのです。永遠に──」

「君たちの意い向こうはわかった」

　と、フジ。

「私も大いに共きよう感かんし、賛さん同どうする！」

「我々の、です。少佐」

　アスカは念を押すように是正した。

「もはや──」

「そうだったな。だがその戦闘機乗りだったジュールダン中佐が何故、駆く逐ちく艦かん乗りに？」

「ジュールダン中佐の父上であるフランソワ・ジュールダン准じゆん将しようが、やはり駆逐艦乗りだったのですわ」

「つまりは自分の後こう継けい者しやとしてか？」

「はい」

　頷うなずくアスカ。

「半なかば強ごう引いんであったとも、聞き及んでおります」

「つまらんこだわりだ。それであたら天才的なパイロットが一人消えた……。参謀として、惜おしいと思うな。喜ぶのはラアルゴンばかりだ」

「同感です。ジュールダン中佐が専もつぱら漁ぎよ色しよくに精を出すようになったのも、それからとか……」

「考えてみれば傍はた迷めい惑わくな親おや父じだな。私もそうならんように気を付けねば……」

　フジは言った。

「私は自分の息子を、断だんじて軍人などにはせんぞ」

「気の早い人だこと……」

　アスカは微笑んだが、他人事ではなかった。フジの子を産むのは、間ま違ちがいなく自分だという確信にも似たものが、既すでに彼女の中にはあったのだ。

「ではアンリ・ジュールダンの奴やつ、さぞや不ふ本ほん意いで、心残りなのだろうなあ……」

「でしょうね」

「方針は、決まった」

　と、ファイルを閉じるフジ少佐。

「せめてもの餞はなむけだ。戦闘機乗りとして、死なせてやろう！」




「作戦変へん更こうだと？」

　フジ少佐を見ながら、ロベルト・ジュンイチ・ハナー中尉は眉まゆをしかめた。

「修しゆう正せいです」

　とフジ。

「勝利を、より確実なものとするための……」

「急だな」

「戦せん況きようは、刻こく一いつ刻こく変化するものです」

「釈しや迦かに説せつ法ぽうだ。馬鹿者！」

「とんだ失礼を……」

　汗を拭ふき拭き、フジは頑がん張ばった。物もの陰かげからアスカが見ていると思えば、張はり切らざるを得ない。そんなところがまた、彼女から見れば『可愛い』のだろう。

「ですが作戦を立案した参謀としては、望み得る最善を尽つくすのみであります！」

「それにしても、強引な配はい置ち変へん換かんだな……」

「勝利のためです！」

　と、ここが正しよう念ねん場ばのフジ。

「アンリ・ジュールダン中佐の適てき性せいは、あくまでも駆逐艦乗りとしてではなく、戦闘機乗りとしてその本ほん領りようを発はつ揮きすべきものです」

「ワシも──」

　と、ハナー提督は言った。

「同感だ。あれの父親の強引な横よこ槍やりは、ワシも軍人として理り解かいに苦しむものだった。ジュールダン中佐は駆逐艦の艦長としては凡ぼん庸ような器だ。だが戦闘機隊を指揮させれば違う。天才という言葉はワシは好かんが、掛かけ値ねなしの天才だ。その彼を強引に自分の後継者になどとは、明らかに利り敵てき行こう為い！」

「慧けい眼がんです。さすがは閣下……」

「確かにジュールダンに戦闘機隊を指揮させ、味方艦隊の防空に当たらせれば今回の作戦、勝利の可能性はより高まろう」

「御理解頂いただけて、嬉うれしゅう存じます」

「だが──」

　と、ハナー。

「敵の航空戦力は、我が方の数倍だ……。この任にん務むを与えれば、ジュールダン中佐は確かに我々を敵攻撃機隊による猛もう攻こうから護まもってはくれよう。だが、彼もまた死ぬな……」

「はい」

　もとより隠かくすつもりはなかった。

「ですが、背に腹は……」

「フジ参謀少佐」

　鋭するどい眼めで、ハナー提督はフジを睨にらんだ。

「は、はい……」

　心の奥底を見み透すかされたような気がして、一いつ瞬しゆん思わず背せ筋すじを伸ばす。

「君はジュールダンを亡なき者にしたいのかね？　あれほどの天才パイロットを、たかだか一回こっきりの勝利のために……？」

「それが──」

　ここが正念場と、フジは言った。

「敢あえて死地に追いやることもまた、参謀の任務と、心得ます！」

　むろん、ジュールダン中佐に対して個人的恨うらみはない。

「それに、彼もむしろ本ほん望もうではないでしょうか？　気の乗らぬ駆逐艦艦長として参戦するよりは、得意の空中戦で最後のひと華はなを咲かせられるのですから……」

「確かに彼は、嬉き々きとして出しゆつ撃げきするだろう。ワシにもわかる。だが、だからと言って将たる者、部下の命を自分の一存で──」

「無む駄だ死じにさせるよりは、よいかと存じます」

「君はいい参謀になれるだろう、フジ少佐……」

　ハナーはフジを見た。

「だがな、老いて衰おとろえたりとはいえ、このワシの眼を節ふし穴あなと思わぬ方がよいぞ……」

　フジはその瞬しゆん間かんに、素す手でで心臓を摑つかまれたような気がした。呼吸が止まる。

「まあよい」

　と、ハナー提督。

「確かにこの修正案は、魅み力りよく的てきだ」

「はっ、はい……」

　と、頷うなずくフジ。泣いていた。

「考えようによってはジュールダン中佐一人の犠ぎ牲せいで、数万人の将兵が、助かるのですから──」

　心を鬼おににして、フジは言った。彼の名めい誉よのために敢あえて記すが、涙は演えん技ぎではない。何だか自分でもよくわからないもののために、彼は哭ないていた。

「何なに卒とぞ、お聞きいれ願いたい……！」

　これで自分は、『まっとうな』軍人の道を踏ふみ外はずしたなとススム・フジは思った。もはや元の道には引き返せまい。

　だが、それで構かまわないとも彼は思った。どれほどのことがあろう。アスカ・コリアのためならば──。

『顧かえりみて、悔くいなし！』

　なのであった。

「戦争は、数学ではない」

　と、ハナー。

「人生もな。人の命は一人ひとり掛かけ替がえの無きものであって、数や量では計はかれぬのだ。だが、確かに今回は、やむを得まい。数万対一ではな。ジュールダン中佐には、死んで貰もらう！」

「は……」

　フジはその瞬間、心の中でジュールダンのために手を合わせた。

「フジ少佐……」

「は──!?」

「ワシも貴き様さまも、ロクな死に方はすまいなあ……」

「は……」

　頷うなずくしかない、フジである。

「はい！」




　アンリ・ジュールダン中佐はこの命令をむしろ喜んだ。

「立派に散ってやるぜ!!」

　と、駆逐艦『ラドロワ』の部下たちに別れを告げ、嬉々として内ない火か艦ていで空母『インプローバブル』へと向かった。

「確かに──」

　その間ま際ぎわ、彼は副長にだけ、こっそりと自らの心情を語った。

「俺が死ねば、八方丸く収おさまるからな……」

　どこまで本気かわからない。しかし彼は自分でも、密ひそかに後ろ暗いところがあったのであろう。妙みように吹ふっ切れたような表情であった。

「まあ見てろ。一世一代の空戦テクニックってやつを、見せてやる!!」

　確かに彼は、これ以上はない死に場所を得たのであった。生いき存ながらえたところで、大した後半生は望めなかったであろう。

『後は──』

　彼が果たして、そう思ったかどうか……。これは作者の推すい測そくであるに過ぎないが、敢えて記す。

『俺の子供が、一世を風ふう靡びしてくれるはずだ。ハナー提督夫人の腹の中の、この俺の子がな──』




「始まったぞ……」

　この数年で最大規き模ぼの艦隊決戦は、まず惑わく星せい連合の前衛部隊に、敵の『ミッドガルド』攻撃機隊が強きよう襲しゆうをかける形で始まった。

　フジ参謀少佐に言わせれば、

「予定通り」

　の展開である。

『ミッドガルド』攻撃機隊は約三千機、それを護ご衛えいする『バハムート』戦闘機隊は、二千五百機を数えた。

　それに対する味方の護衛戦闘機は、僅わずかに八百機にも満たない。

　だが──、

　彼らは善戦した。

　急きゆう遽きよ指揮官に任にん命めいされたアンリ・ジュールダン中佐の指揮下、獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せたのである。

「奮ふん戦せんしています……」

　と、モニターを見ながら、アスカ・コリア少尉は言った。

「うむ」

　モニターを見上げ、頷くハナー中尉。その手が自然、敬けい礼れいする恰かつ好こうになった。

「許せよ……」

　老提督の唇くちびるが、もごもごと動いた。そこにははっきりと、宇宙放射線症の徴ちよう候こうが診みて取れた。

「勝つ！」

　ハナー提督の叫びと、戦闘機部隊の捨て身の奮戦は、艦隊中の将兵たちの士し気きを弥いやが上にも高めたのである。

　そしてそこからが、今回の作戦の真しん骨こつ頂ちようであった。

「敵が雪な崩だれ込んで来ます!!」

　これも予定通りだった。

「来よったな……」

　と、呟つぶやくハナー提督。

「嵩かさにかかって……」

　静かに後退を開始する、ハナー艦隊。相手の勢いきおいには逆らわない。逆らえる数でもないのだ。

「戦闘機隊は……」

　と、嗚お咽えつにも似たオペレーターの報告。
















「ほぼ全ぜん滅めつしました……。ジュールダン中佐も……。一人で二十機以上撃げき墜ついした後ですが──！」

　今までの全スコアを上回る戦果を、最後の一戦で挙あげたことになる。

「武人の本ほん懐かいッ!!」

　躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりすら見せずに、ハナー提督は叫んだ。心を鬼にしたのだ。

「ジュールダンに続けッ!!」

　おおっという怒ど号ごうにも似た叫びが、全艦隊を揺ゆるがした。

『ハナー提督閣下……』

　それまで我が慢まんに我慢を重ね、満を持していたミフネ少将が、モニターの中で肩を怒いからせて尋ねる。

『もう、宜よろしいか!?』

「おう！」

　と、それまでとは別人のようになった提督が、頷く。やはり彼は希き代だいの名将の名に恥はじぬ漢おとこであった。

「よく我慢したな。貴様にしては──」

『自分を褒ほめて、やりたいですわい！』

「もういいぞ」

　と、ハナーは言った。

「存ぞん分ぶんにやれい!!」




　フジ参謀少佐の作戦そのものは、単純であった。

　数に勝る敵の攻撃を、前半は受け流すように凌しのぎつつ、緩ゆるやかに後退する。後退に後退を続け、調子に乗った敵の前線が伸び切るだけ伸び切ったところで、やおら反撃に転ずるというものだ。

　言わば戦闘機部隊は緒しよ戦せんを凌ぎ切るための尊とうとい捨すて石いしであり、そしてミフネ少将の率ひきいる第五宙ちゆう雷らい戦隊は、伸び切った敵の横腹を突くための、切り札であった。

　こういう斬きり込み隊長的な役に、ミフネ少佐ほど適てきした指揮官はいない。フジ少佐はそこまで読んで、作戦を立てていた。自分の嫌いな上官までその持ち味を最大限に発はつ揮きさせ、手て駒ごまのように使いこなす。

　そのフジ少佐の参謀としての利り害がいを超えた手しゆ腕わんに、ハナー提督は瞠どう目もくしたのである。参謀として、頭で理解しただけでできることではない。

『確かに──』

　と、ハナー中将は思った。

『アンダーソン大将が、貸してくれただけのことはあるわい……』

　ともかく──、

　ミフネ艦隊は敵の伸び切った補給線の横腹に、猛もう然ぜんと嚙かみ付いた。

　その瞬間に、勝利はほぼ決した。




「今回ばかりは──」

　と、引き揚げるラアルゴン艦隊旗艦『グローメ』のブリッジで、ユッター・ド・ロナワー提督は呟つぶやいた。

「ハナーめにしてやられたわい……」

　ラアルゴン帝国としては近年希まれに見る、そしてロナワー提督としては生しよう涯がい二度目の、負け戦いくさであった。さすがに智ち将しようの誉ほまれ高き提督は、それ以上傷口を広げるような愚ぐは犯おかさなかった。旗はた色いろ不利と見るやさっさと退たい却きやくに移った。むろん、それを追うだけの余力が敵にないことを計算した上での退却である。

「やれやれ、こんな負け戦は、そちの父上が戦死して以来じゃのう……」

　そう言って、傍かたわらにいた少年兵を見た。
















「これでまた、ワングの奴に恰かつ好こうの口こう実じつを与えてしもうたわい……。ワシの地位も少々揺ゆらぐかのう？」

「何をおっしゃいます！」

　と、眼光鋭するどく、少年兵が言った。まだ十二、三歳くらいにしか見えないが、鷹たかのような瞳ひとみをしていた。

「ただ一度の敗戦で、閣下の百勝の功こう績せきは微み塵じんも揺るぎませぬ！」

「じゃがのう……」

　と、ロナワーは諫いさめるように言った。

「たった一度の負けが、百の勝利をも水すい泡ほうに帰きしてしまうのが戦じゃ。そしてまたそれを許さぬ、ラアルゴンの軍律でもありワングでもあるわ。そなたの父上が、よい例ぞ」

「しかし私は──」

　と、少年兵は畏かしこまって言った。

「今こ度たびの閣下の退却命令、むしろ勇気ある英えい断だんと受け取りました」

「そう言うてくれるのは、そちだけよ」

　面おも映はゆそうに、ロナワーは残り少なくなった頭髪を搔かいた。

「やれやれ、少年従兵に気き遣づかわれるとは、ワシも老いたかのう……。ハナーと同じように……」

「閣下、今回は軍人として、最高の勉強をさせていただきました」

　と、畏かしこまりつつ少年兵は言った。

「次こそは私めにも、駆逐艦一隻せきお与えくださいますよう……」

「うむ。腕うでが鳴るか、ドムよ」

「御ぎよ意い」

　ル・バラバ・ドムは焰ほのおの瞳でロナワーを見上げた。

　彼の初うい陣じんは、もうすぐである。




「戦死者五千六百名……か」

　と、ハナー提督は呟つぶやいた。

「これを多いとみるか少ないとみるか、意見は分かれるところだろうな……」

「ですが閣下──」

　と、フジ少佐は言った。

「戦死者のただ一人として、無む駄だ死じにはさせなかったと、断だん言げんできます」

「今回だけはな……」

　と、ハナー。

「だが勝とうが負けようが、戦死者の遺い族ぞくの心情は、そう変わらん」

「…………」

「覚えておきたまえ。将たる者、勝っても負けても殺した部下の数は増える一方だということだ。彼らは皆、生き返りはせん──」

「ですが、それを最小限に抑おさえることこそ……」

「名将か……」

　と、ハナーは杖つえを突いて立った。

「虚むなしいものだな、少佐」

「閣下……」

　フジはその背中に、軍人の悲ひ哀あいを見た。彼にならそれを語る資し格かくがある。だが彼は決して、語ることを潔いさぎよしとはしないだろう。

　フジはいまや心から、ハナーに心しん酔すいしていた。

「そうそう……」

　と、思い出したように提督は言った。

「生まれたよ」

　ついさっき、司令部からの報しらせを、提督は手にしていたのである。

「女の子の、双ふた子ごだそうだ」

「それはおめでとうございます！」

　フジは心から祝しゆく福ふくした。

「老いらくの子だが、まずはともあれ、二人の誕たん生じよう日びを勝ち戦で飾かざれてよかった……としておこう。ワシの最後の戦でもあるが──」

「閣下……」

「フジ少佐」

「は？」

「あのな」

　と、提督はフジを見た。

「娘たちを軍人にするのと、しないのと、どちらを彼は、望んでいたのかな？」

「彼……と申しますと？」

「決まっているだろう」

　と、ハナーは言った。

「娘たちの、本当の『父親』だよ」

「閣下……」

「おいおい」

　と、ハナーは寂さびしそうに嗤わらう。

「ワシとて、どうすれば子供ができるかくらい、知っているよ。自分に作れるかどうかもな……」

「は──」

　と、フジは思ったままを口にした。

「半々ではないでしょうか？　もしくはどちらも本心からと。親としては──」

「ワシもそう思う」

　と、ハナーは頷いた。

「選ぶ道は、娘たちに自分で選ばせよう。しかしそれまでは、親としての責せき務むを果たし、権利を行こう使しするとしよう。ワシとて娘らが、一人前になるまでは──」

「では……」

「当然だろう」

　と、微笑んでハナーは言った。

「経けい緯いはどうあれ、あの子たちの親は、このワシだ」




「結局、私のしたことは何だったんだろうな……」

　と、私室で落ち込み、酒を煽あおりつつぼやくフジ少佐。

「閣下は結局、お見通しだったんだ」

「無む駄だではないわ」

　とアスカ・コリアが慰なぐさめる。

「二人とも、昇しよう進しんは間違いないわ。私は中尉、あなたは中佐か、ひょっとして大佐に特とく進しんかも……。今回の手柄、それだけのことは、あるわ」

「虚しい……」

　フジは生まれて初めて、出しゆつ世せに夢を見み出いだせなくなっていた。

「それが何になる……」

「じゃあ、こう考えたら？」

　とアスカ。

「あなたと私が出会った。それだけで充分じゃなくって？」

「五千六百名の、戦死者も？」

「そう」

　顔色ひとつ変えずに、アスカは言った。

「彼らは皆、私たち二人の出会いを演出し、祝福するために、死んだのよ」

「よくそこまで割り切れるな……」

　女は、怖こわい。とてもじゃないが男は、そこまで『私』に徹てつし切れない。

「ねえ」

　と、フジのグラスにラム酒を注つぎながら、アスカは言った。

「これからは、私のために出世してちょうだい……」

「うん」

　頷くフジ少佐。

「それも、悪くないな……」




「ユーミ・ハナーに、エィミィ・ハナーか……」

　その頃、提督の個室ではハナー中将が一人の父親の表情に戻って、一枚の紙切れと格闘していた。

「うん。この組み合わせがいちばん、響きがいいな。悪くない、悪くないぞ……」

　頷きながら、目を細める。そこにはもはや、名将の面影はない。

「十万殺して、育てられるのは二人か……。何と因果な商売を選んだことよ」

　彼はその後の余生を、一人の子煩悩な父親として終えるであろうことに、彼なりに満足していた。


『ハナー提督物語』完


















第２話　カトリくんタンマ










　ハロルド・カトリ少佐（通称金髪ブロンドハリー）は悩んでいた。

　彼にとっては古ふる巣すである戦せん艦かん『フェンリル』の首席操そう舵だ士しから、最さい新しん鋭えい重じゆう巡じゆん洋よう艦かん『阿あ蘇そ』の同ポストへ移らないかという人事部の打だ診しんを受けたのだ。一大事である。惑星連合宇宙軍それ自体はひとつの総合企業コングロマリツトと言ってよい。しかし、民間人には想像し難いことではあるが、その中で一いつ隻せきの軍艦が占しめる位置は、ひとつの会社にも相当する。他の軍艦は味方ではあるが、同種のライバル企業であるという意識が強い。裏を返せばそれほどまでに、一隻の軍艦内部における結けつ束そくは固いのだ。なにせ一いち蓮れん托たく生しよう、乗組員クルーは同どう僚りようでもあると同時に、生活の場を同じくする家族でもある。利益共同体ゲゼルシヤフトであって、なおかつ精神共同体ゲマインシヤフトなのだった。

　だから、これが民間企業なら立派なヘッドハンティングと言ってよい。寝耳に水の『お声がかり』はカトリにとっても、『フェンリル』の他のクルーたちにとっても、まさしく青せい天てんの霹へき靂れき、生なま木きを裂さかれるようなものだった。

「で、おまえとしたらどうなんだ？」

　と、『フェンリル』艦内バーのカウンターで、カトリの直接の上司──というよりは気の置けない相あい棒ぼう──であるフェンリル艦長、カール・ビョルン・アンドレセン大佐が親身に尋たずねた。アンドレセンは身長一九〇センチ、胸まで届く赤せき褐かつ色しよくの顎あご鬚ひげに顔の半分を覆おおわれた堂々たる美び丈じよう夫ふである。喧けん嘩かも、酒も、女も、すこぶる強い。それでいて一見粗そ野やな外観からは想像もつかぬほど、濃こまやかな人間性の持主でもあった。そんなところに女も惚ほれるし──穿うがった意味ではなく──漢おとこも惚れる。カトリはあらゆる意味で彼を、人生の師とも仰あおいでいた。言ってみればよき『兄貴』だが、この言い方はなにかと誤解のもとなので、務つとめて避さけてもいる。

「本当は行きたいんじゃねえのか？　な、ハリーよ」

「正直その気持がないと言えば、噓うそになるな」

　と、カトリは呟つぶやくようにブランデーグラスを見た。

「俺はね、カール、『フェンリル』を離れるつもりはこれっぽっちもない。ここより居い心ごこ地ちのいい場所が、銀河の中にあるとは思えないんだ。そのことだけは本当だ。わかってくれ」

「誰が疑うかよ」

　と、アンドレセン大佐、通称『赤毛のエイリーク』（ヴァイキングの、伝説の王）は目を細めた。

「俺だってそうだ」
















「ただ……」

「ただ、何だ？」

「これは誤解して欲しくないんだが……俺は操そう艦かんのプロをもって自じ認にんしている」

「そうさな。そうだろう。『フェンリル』の誰もが。それは認めている……」

　複雑な表情で、『赤毛のエイリーク』は言った。

「そうじゃなきゃ、誰もおまえさんを好いたりはせんよ。今だから言うが、おまえの可愛かわいい顔は当初、皆の反発を買ったからな」

「知ってるよ」

　とカトリ。

「言いたかないが、『フェンリル』の乗組員はみんな、容姿に不自由な奴らばかりだからな。最初の頃は、陰に日向ひなたに、苛いじめられた……」

「それをおまえさんは、実力ちからで認めさせた。大したもんだ……」

　そう言って、手にしたカクテルグラスを一気に干ほす。

「フローズンダイキリお替かわり、大至急だ！」

　殴なぐられては損なので、バーテンダーは慌あわててシェイカーを振る。

「今では誰も、おまえさんを若わか造ぞう扱いする者はいねえ。俺が『赤毛のエイリーク』なら、おまえは『美び髪はつ王おうハラルド』（やはり伝説の、ヴァイキングの王）と呼ばれた漢だ。二人揃そろって、戦せん艦かん『フェンリル』にその人ありと言われたコンビだ。それをいかに理り不ふ尽じんが専せん売ばい特とつ許きよの人事部の無ぶ粋すいな横槍でも、コンビを解消させる権利はねえぜ！」

「そうなんだ。だけど、そんな俺のプロとしてのプライドが、疼うずくんだ」

　と、カトリ。

「惑星連合宇宙軍の誇ほこる最新鋭重巡洋艦『阿蘇』……。その舵だ輪りんを握ってみたい。こいつは確かに、魅力的だからな」

「わかる！」

　と、アンドレセンは頷うなずいた。

「それは俺にも、わかるぞハリーよ。なにせ、『フェンリル』は二世代も前の、旧式戦艦だからな。もはや老朽と言ってもいい。俺としても、操艦の天才であるおまえさんに、いつまでもこんなポンコツの舵かじを取らせておくのは気の毒だと思ってるよ」

「だが、それとは別に老いぼれ『フェンリル』への愛情もあるんだ……」

「それも、わかる」

　アンドレセンは、回転椅い子すをくるっとターンさせ、その巨体ごとカトリに向き直った。

「で、どうするんだ、ハリーよ!?」

　雷いかずちのような声で、問い詰めた。

　カトリは、臆おくさなかった。

「わからない……」

　と、彼は言った。

「自分でも、どうしたらいいのかわからないんだ、カール」

「思い切りのよさでは人後に落ちねえおまえが、そこまで迷うなんてな……」

　と、ため息をつくアンドレセン。

「それほど新型艦の操舵席は、魅力的か？」

「ああ」

　と、カトリ。

「魅力的だ。とびきりの美女と、初めて過ごす惑星ワイハーのオーシャンビューホテルの、スィートルームの夜よりもな」

　アンドレセンは口くち笛ぶえを吹いた。

「わかりやすい喩たとえだ。さすがは色いろ事ごと師しカトリだな」

「それ言うなってば……」

　アンドレセンが剛のプレイボーイなら、カトリは間違いなく柔のナンパ屋だ。本人は嫌いやがるだろうが、確信犯めいた手口は天才的ですらある。寄港地毎ごとに、十指に余る恋人がいる。彼の部屋の留守番電話は、16メガの記憶容量を持つファイルに接続しておいても、三日でパンクするとまで言われている。

「心が動くよ。だからこそ、こうしてあんたに相談したんじゃないか」

「俺の答なら、決まっている」

　と、アンドレセンはカトリを見た。

「『行くな』だ。それだけだ」

「知ってたよ」

　と、青い切れ長の瞳めでアンドレセンを流し目気味に見上げながら、カトリ。

「それでも相談せずに、おれなかったんだ。わかってくれ、カール」

「メカだけじゃねえな」

　と、さすがにアンドレセンも、聡さとい。

「最新鋭メカだけじゃ、おまえはそこまで燃えない。誰だ？　おまえを引き抜こうとしている不心得者は!?」

　いたら俺が行って、縊くびり殺してやる。本気でそうしかねない眼めであった。

「打だ診しんしてきたのは……驚くなよ、なんとアンダーソン閣かつ下かだ」

「ほう」

　アンドレセンの丸い目が、さらに丸くなった。

「司令長官、直じき々じきにな……」

　アドリアン・アンダーソン元げん帥すいは惑星連合宇宙軍の最高司令長官である。年季、実績、人望、才覚とどれを取っても非の打ち処どころがない。古こ希きを迎えた高齢ながら、歴代司令長官の中でも最高の人材という誉ほまれも高かった。

「大したもんだぜ、ハリー。だがよ。たとえアンダーソン長官でも、俺とおまえの仲を引き裂こうとする奴は、俺は殺すぜ。マジでな。それに──」

　と、相棒の眼を見て。

「最高司令長官でさえおまえのことをそこまで評価しているのを知って、ますますおまえを手放すのが惜しくなった」

「ありがとよ」

　と、カトリは照れ臭そうに嗤わらい、

「だけどな」

　と、口調を変えた。

「アンダーソン長官が切せつ望ぼうしてくださっているというのも、まんざら噂うわさばかりでもないんだが、それはあくまで表向きで、本当は俺のことを引き抜きたいって御ご仁じんは、他ほかにいるのさ」

「ほう」

　アンドレセンが腕まくりして、錨いかりの刺青いれずみのある二の腕を誇こ示じした。今までに二人ばかり、人間の頸くびを直接折ったことのある腕だ。

「そいつぁ誰だ!?」

　そいつなら、遠えん慮りよなく殺やれると思った。

「無責任男」

　と、カトリは言った。

「宇宙一の無責任男、ジャスティ・ウエキ・タイラー艦長殿だ……」

「あいつか!?」

　無責任男タイラーの名前なら、アンドレセンも知っていた。それほど宇宙軍内部では、つとに有名だったのだ。

「あの、アンダーソン司令長官に取り入って出世した、『提てい督とくのおべんちゃら係』の『茶ちや坊ぼう主ず少尉』か!?」

「もう大佐だよ」

　とカトリ。

「茶坊主も、いつの間にか大佐だ。そして、『阿蘇』の艦長にも内定している」

「軍も終わりだ！」

　とアンドレセン。

「賭かけてもいいが、来年の今頃、ここら辺あたりの宙域はラアルゴンの植民地だぞ！」

「俺はそれでもいいね」

　と、茶化すカトリ。

「噂じゃ、ラアルゴンの新しい皇こう帝てい陛へい下かってえのは、若年ながらなかなかの別べつ嬪ぴんって話じゃないか」

「ナンパするか？」

「ああ。色事師カトリの、プライドに賭けて……」

　そう言って彼は、小指を立てた。

「でも、たとえ銀河中がラアルゴンの領土になっても、あの無責任男の下でも、最新鋭メカの操縦さえできるなら、俺は満足だね。極きよく端たんな例だが……」

「おまえが羨うらやましいよ」

　と、アンドレセンはまんざら冗談でもなく羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けた。
















「でも、なんでだ？」

　疑問は残った。

「なんで無責任艦長は、おまえに白羽の矢を立てた？」

「見てたんだよ」

　と、カトリは言った。

「俺たちの働きぶりを、見てたのさ」

「あ──!!」

　その一言で、アンドレセンも納得した。

「汎はんアルデバラン会戦か……」

「そユこと」

　ウインクするカトリ。

「奴やつは、見ていたのさ。俺たちの、闘いっぷり。特にこの俺の、操艦の腕のほどをね」

　銀河標準時間で三週間ばかり前──、

　銀河の辺境に位置するアルデバラン宙ちゆう域いきで、惑星連合宇宙軍と神聖ラアルゴン帝国との、小こ競ぜり合あいがあった。

　ラアルゴン側の呼称は『ベコンベラ沖夜戦』（作戦宙域にある惑星のラアルゴン名称ベコンベラに因ちなんで）、地球側の正式呼称は『汎アルデバラン会戦』だが、兵士たちの間では『ミフネ家の弔とむらい合がつ戦せん』という非公式の俗称の方が通りがよい。

　いずれにせよ、その非公式名称が示すように、両陣営にとっては何ら戦略的価値のない極地的遭そう遇ぐう戦せんであった。文字通りの痛み分けで勝敗もつかなかったが、両軍の消しよう耗もうも馬鹿にはならない。無用の戦闘と、戦後になされた戦史研究家の評価も芳かんばしくない。

　しかし実はこの一見無意味な戦闘が、その後の銀河史の流れを、大きく変えた。控ひかえ目に言っても、流れを変える要因フアクターのひとつにはなったのである。

　それは、ジャスティ・ウエキ・タイラーが、ハロルド・カトリという『お抱え運転手』を見出したからだ……と断言してしまおう。

　あの激戦の最さ中なか──、

　カール・ビョルン・アンドレセン大佐が艦長を務める戦艦『フェンリル』の奮ふん戦せんぶりは目覚ましかった。

　除じよ籍せきも間近の旧式戦艦が、実に敵の高速戦艦三隻と、巡洋艦二隻を屠ほふり、空母一隻を大破させたのである。その勇ゆう猛もう果か敢かんな闘いぶりもさることながら、操舵士カトリ少佐の、まさに神かみ業わざ的な操艦技術に拠よる処ところが大きかった。特に闘いの後半には、主砲エネルギーの尽つきかけた『フェンリル』は、本来ならバリヤー用に残すべき最後のエネルギーまでも攻撃に回し、その分の穴をカトリの卓たく抜ばつした操艦で補おぎなったのである。

　その曲芸のような操艦の様を、タイラー中佐（当時）は駆逐艦『あさなぎ』の艦橋ブリツジからつぶさに見ていた。

　そして、欲しくなった。自分が乗る、新しい巡洋艦の操舵士に──。

　かような顚てん末まつであった……。

「よりにもよって……」

　と、アンドレセンにはそれしか言えない。




「とんでもない奴に、目を付けられちまったもんだな、ハリー。おまえさんも災さい難なんだ」

「俺はそうとばかりも、思わない」

　カトリのペイルブルーの瞳ひとみは、冷れい静せいであった。

　彼は常に、だいたいにおいては沈ちん着ちやく冷静であった。さもなくばあの修しゆ羅ら場ばで、あれほどの操艦はできない。

　カトリの操艦技術は、天てん賦ぷの才である。

　殊こと舵取りに関しては、誰からも後ろ指を差されたことがない。

　士官学校操艦科の教官からは、

『貴様に教えることは何もない』

　と言われ、初めて配はい属ぞくされた駆く逐ちく艦かんの首席操舵士をして、

『教えてくれ。その操舵技術も、ナンパのテクニックも──』

　と言わしめた。まさに神がかり的なのである。しかも乱戦になればなるほど、その才能は遺い憾かんなく発はつ揮きされた。常に最前線を渡り歩いてきた戦艦『フェンリル』が今日の今日までほとんど無傷でいられたのも、カトリのその腕に拠る処が大きい。

　そしてそれだけに、カトリは自分の操艦の腕に、並々ならぬプライドを持っている。

　安売りは、しない。

　が、それだけにそのプライドをくすぐられることもまた、弱いのだ。

　天才カトリの、思わぬ弱点と言ってよかろう。

「無責任男も、巷こう間かん言われるほどツキばかりじゃないってことさ。案外才能も、あったりしてね」

「まさか……」

　アンドレセンは笑い飛ばそうとしたが、カトリの目がいつになく真剣であることに気付いて、愕がく然ぜんとなった。

「ハリーよ……」

「少なくとも、人を見る目はあったってことさ」

　そう言って、ブランデーグラスを添そえた唇くちびるに、自信の薄笑いを浮かべる。

「買い被かぶりだ」

　とアンドレセン。

「そうかもね」

　と、カトリ。

「でも、実際に会って確かめてみるくらいの価値はあるんじゃないか？」

「オーケー、三日間の上陸許可を与えよう」

　と、アンドレセンは初めてカトリの真意を察し、微笑ほほえんで言った。彼はとにかく話せる上司である。

「今なら奴は、このブルネイの基地にいる」

「ありがとう、カール」

　と、カトリも微笑んだ。

「あんたが察しのいい艦長で、助かるよ」

「その目で奴の為人ひととなりを、確かめて来い」

　ただし彼は、こうも言った。

「その上でおまえが、『阿蘇』に乗りたいなんて戯たわ言ごとを言い出さないことを、俺は願ってるよ」

「滅めつ相そうもない」

　一笑に付すカトリ。

「俺の答は、もう決まっているんだ。奴をこの目で見て、自分の中にあるこのもやもやとしたものがふっ切れたら、何事もなかったようにこの『フェンリル』に戻って来るよ。間違っても『阿蘇』に行くなんてことはない」

「だろうな……」

　だがいかつい外見とは裏腹に敏感なアンドレセンは、心のどこかでこの時にはもう、カトリが『フェンリル』には戻って来ないことを予感、いや、確信していた。

　逆説めくが、さもなくば彼はカトリに上陸許可を与えたりはしなかったであろう。




「捧ささげ銃つつ！」

　ビームライフルの光こう条じようが、虚こ空くうに向けて一いつ斉せいに放たれる。

「汎アルデバラン会戦で志こころざし半なかばにして逝いった、総すべての英えい霊れいに対し、哀あい悼とうの意を表し、黙もく禱とう！」

　頭こうべを垂たれる、兵、兵、兵、そして将──。

　しめやかに行われる、戦せん没ぼつ者しや合ごう同どう慰い霊れい祭さい。しかし、その荘そう厳ごんにして厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きも一皮剝むけば、様々な思おも惑わくに満ちている。

「ミフネ中将……」

　と、祭さい壇だん近くの上座席では、礼れい装そうのススム・フジ中将が隣りん席せきのセッシュウ・ミフネ中将に向かい、遠えん慮りよがちな声で話しかけている。

「この度は誠まことに……何とお悔やみを申し上げてよいのやら」

　ミフネとは犬猿の仲と言われるフジ中将でさえ、言葉と態度を選ばざるを得ない。先頃の長男ムラマサ、三男サンジューローの訃ふ報ほうも冷めやらぬうちに、最後にたった一人残っていた次男キクチヨをも、ミフネは喪うしなったのである。ミフネ家の血筋はこれで絶えた。この非常時、今から子作りに励はげむようなミフネ中将でもない。

「君の心中を察するに、いかばかりか……」

「今はまだ式の最中、私語は慎つつしまれよ、参謀総長閣下……」

　と、ミフネは血走った目で、フジを睨にらんだ。この三週間、ほとんど眠ってはいない。タタミベッドの上で寝返りを打つばかりで、まんじりともできないのだ。

「それに──」

　と、ミフネは凄すごんだ。

「ワシは、キクチヨをこの闘いで死んだ、幾いく多たの将兵と差別するつもりは毛もう頭とうない」

「し、しかし……」

　思わず気け圧おされるフジ中将に、ミフネはなおも、

「確かに倅そつキクチヨは、息子たちの中ではもっとも見み処どころがあったし、ワシとて人の子、親の欲目もなかったとは言わぬ。しかし、少なくともこの慰霊祭が終わるまでは、否いな、この戦争が終結するまでは、戦没者の一人に過ぎん。それ以上でも、以下でもない。以後、私語も悔やみも一切無用──！」

　フジ参謀総長は黙った。ミフネの威い厳げんの前では、押し黙るしかなかった。式がはけるまでの数時間、悲しみとは別の気まずい沈黙が上座を支配した。

「なんたる堅かた物ぶつだ！」

　と、控え室に戻ってからフジ中将は側そつ近きんたちに当たり散らした。

「いくらなんでも、あそこまでの頑がん固こ親おや父じとは思わなかった！　こっちはせっかく、気の毒に思って言ってやったのに……」

　凄すさまじく、気分を害している。

「仮かり初そめにも同情などした、ワシが馬鹿だった。もうあのじじいを、気の毒などとは思わん!!」

　フジ中将も親の気持ちはわかるつもりだ。彼の息子はまだジュニアハイスクールの生徒だが、この頃軍人になりたいなどとぬかしている。もちろんフジには、断じて息子を軍人などにするつもりはなかった。親とすればそれが当然だろう。ミフネの毅き然ぜんたる態度は、彼の理解の範はん囲いを超えて遥はるか、銀河の彼方かなたにあった。なにやら道徳の化ばけ物もののようで気味悪くさえあった。

　軍人として立派なのはわかるが、彼の物もの差さしでは尊敬できない。

「ミフネ中将は、本当は御子息を三人とも喪うしなわれても、さほど悲しくはないのかも知れませんね」

　フジ中将の片かた棒ぼうを担かつぐかのように、腰こし巾ぎん着ちやくのアキヒコ・ヒラカワ少将が言った。

「立派な人格者だと思っていたが、もしかしたら、単なる冷れい血けつ漢かんなのかも……」

「そうだ、そうに決まっている！」

　と、フジ中将は自みずからの心の平へい衡こうを得るために、その愚にもつかない考えに飛び付いた。

「奴は単なる冷血漢だ！　親らしい心など、端はなから持ってはおらんのだ！」

「しかし、今後の人事は微び妙みようですな」

　と、もう一人の側近、ケンイチ・サハラ准じゆん将しようが困惑の表情で言った。

「ミフネ中将の今後の扱いが難しい……。彼のような立場に立たされた指揮官は、思考的に短たん絡らくしやすいのです。つまり『死に急ぐ』のですな。艦隊を率ひきいる中将ともなれば、多くの部下をそれだけ『心中』の危険に晒さらすことにもなる……。ですから慣例として、指揮官の任を外はずすのが普通なのですが──」

「ミフネ提督自身は、何と言っている？」

　フジは横目でサハラを睨にらむように見た。

「それは──」

　当然予想される返事が、返って来た。

「ミフネ中将御自身は、現在の職に留とどまられることを、切望されております」

「なら、簡単だ」

　ニヤリと北ほく叟そ笑えむ、フジ参謀総長。

「あのじじいめは、死にたがってやがる。ならば死なせてやるのが情けと云いうものだ」

「は、はあ……」

「ついでに、奴の直属の部下である、あの無責任艦長……。あの小こ僧ぞうも最前線に送り返してやれ」

「ですが、タイラー大佐は、アルデバラン方面の長期パトロール任務から帰き還かんしたばかり。それに彼は、惑星連合宇宙軍の規定で定められた休きゆう暇か、全然取ってはおりませんぞ」

　と、ヒラカワ少将。

「彼には休暇を取る権利があります。誰の目にも彼が酷こく使しされていることは明らかです。その彼に、休暇も与えず再び最前線に送るなどと……。我々に非ひ難なんが集中しますぞ」

「構わん」

　と、フジ中将。

「もとより誰からも愛され親しまれる参謀総長になろうなどとは、思ってはおらん！」

　彼にもその辺りのことは、ちゃんとわかってはいるのだった。

「それともタイラー本人が、休みたがっているとでも言うのか!?」

「いや、その……。タイラー自身は休養充分、次の手て柄がらを立てて年内にも提督昇進だと、ほざいてはおりますが……」

　しどろもどろの、サハラ准将。

「それみろ！」

　とフジは言った。

「そんなに昇進したいなら、させてやればよいのだ。『二階級特進』をな！　認めたくはないが、奴はいまや惑星連合宇宙軍の英雄だ。英雄はとことん利用する!!　英雄には英雄らしい、活躍の場を、だ！　下の連中も、それなら納得するだろう。その上で、休暇なら存分に与えてやる。『永遠の休暇』をな!!」

　恐ろしいことだとサハラは思ったが、反論できなかった。できるはずがない。

「で、ですが……、タイラーを前線に送るには、それなりの手続きが必要です。特に、彼の上司である、ミフネ提督の許可が……」

「それなら何の、心配もない！」

　と断言するフジ中将。

「ミフネも喜んで判を捺おすさ！　考えてもみろ。奴の息子のうち二人までは、タイラーが殺したも同然なんだぞ!!　ミフネの親爺おやじがいくら冷血漢でも、タイラーを恨んでいるはずだ」

「そ、それもそうですな……」

「考えようによっては、タイラーの奴がミフネの息子を殺してくれたのは大手柄だ。あのミフネの意い気き消しよう沈ちんぶりを見ろ。いい気味だ！　あの目め障ざわりな茶坊主も、たまにはいいことをする。この件に関しては、勲くん章しようをくれてやってもいい」

「はあ……」

「次の慰霊祭の主役は、タイラー提督に決まったな。ミフネもそれを望んでいるに決まっておる！　そうだ。今からタイラーの写真を用意しておけ。遺い影えい用ようだ。大延ばしに耐えるような、立派な写真をな。さぞかし立派な、慰霊祭になるぞ。いや、してみせる！」

「早さつ速そく写真師を手配します！」

「ついでだから提督の礼装も着させてやれ。あの馬鹿め、喜んで写真に収おさまるぞ！」

　このフジ中将の提案によって撮られた『遺影』は、一応役立つことにはなる。そういう意味では彼には先見の明はあったし、一時とはいえ至福の時間を満まん喫きつもした。数あるネガの中から、わざわざタイラーが鼻クソをほじった瞬間の一枚を選んでタタミ百畳分にまで伸ばさせたのも、もちろんフジ参謀総長である。

「ああ、次の合同慰霊祭が、今から楽しみだぞ!!」




「失礼します」

　と、自動ドアを開けてミフネ中将の執務室に入った彼女は、さっと敬礼した。

「本日付けをもちまして、ミフネ提督閣下の秘書官任務を命ぜられました、惑星連合宇宙軍情報部二課の、ユリコ・スター少尉であります。ミフネ閣下におかれましては……」

　そこまで言いかけて、ユリコは絶句した。

「閣下……」

「うう……」

　ミフネは自分のデスクに背中を向け、三つの位い牌はいを前に号ごう泣きゆうしていたのだ。

「ムラマサ、キクチヨ、サンジューロー……。待っていろ、ワシもすぐに──」

　そこでぎょっとなって、振り向くミフネ。

「貴様……」

　真赤に泣き腫はらした目で、ユリコを睨んだ。

「見たな……」

　反射的に軍刀の柄つかに、手をやる。

「はい」

　一いつ瞬しゆんぎょっとなったが、次の瞬間には背筋をしゃんと伸ばして、ユリコは鬼のミフネに向かい、堂々と言った。

「お斬きりになりますか？　ドアにロックを掛け忘れられたのは、閣下の非ですが……」

「ふん……」

　ミフネは一瞬、ニッと嗤わらう。

「いや。ワシが迂う闊かつだった。だが、今見たことは忘れてくれ」

「じきに忘れられるかと存じます」

　ユリコはもう一度敬礼して、

「閣下に関する雑務は、相当に溜たまっておりますから。当分自分はその整理に、忙ぼう殺さつされることになるでしょう」

「少しはマシな、秘書のようだな」

　と、ミフネ。

「では頼む、君……」

「ユリコ・スター少尉です」

「スター少尉」

　悲しみに閉ざされ、涙で錆さび付いていた心が、ほんの少し和なごんだ。

「今までの秘書は皆無能な上に、一月ともたなかった。君は何日、いてくれるのかな？」

「一応、命ぜられた任期は二年です。暫ざん定てい的てきですが……」

　早くもてきぱきと、机の上の物を整理しながらユリコは言った。

「閣下こそ、任期よりも早く自分を路頭に迷わせないでくださいね」

「こいつ……」

　ミフネは肚はらの中で思わずニヤリとさせられた。

『ワシに死ぬなということか……。生なま意い気きな』

　だが不思議に不快ではなかった。他の誰かに言われた台詞せりふだとしたら、ミフネは即そく座ざにその者を斬り捨てていただろう。

「君は今までどこにいた？」

「アンダーソン長官の、第三秘書でした。ほとんど何もしてはおりませんでしたけれど……」

「そうか」

　それを聞いて、ミフネは納得したのだった。

『アンダーソン長官の、気配りか……。この死に損ぞこないの、老骨に……』

　生きてみようかなと、ふと思った。この若い女性士官の微笑みには、それだけの価値があったのだ。

「必要な物があったら、言ってくれ」

　わざとぶっきら棒を装よそおいながら、ミフネ。

「大体揃そろっています」

　と、ユリコ。

「ただひとつ、足りない物がありますね」

「何だ？」

「花か瓶びんです」

「花瓶だと？」

　ミフネの表情が、思わずこわばった。

「武人もののふの部屋に、花など要らん！」

「いいえ、閣下……」

　と、微笑んでユリコは言った。

「今の閣下に何よりも必要なもの、それは花を愛めでる心ですわ」

　ユリコの屈くつ託たくのない笑顔の前に、ミフネは自身の敗はい北ぼくを悟さとった。




「あの男です」

　と、彼女が言った。

「惑星連合宇宙軍中佐……いえ、先頃の手て柄がらで、大佐に昇しよう進しんしたばかりのジャスティ・ウエキ・タイラー。地球年齢で二十五歳……」

「なるほど」

　と、彼女の連れが頷うなずく。

「確かに見れば見るほど貧ひん相そうな貌かおだ。あれではとても、我がラアルゴン帝国を脅おびやかすほどの人物には見えん。いや、それどころか軍人にすら見えんぞ。何な故ぜ軍服を着ない？　あれではどう見ても、三流企業の安サラリーマンではないか」

　その初老の男は絞しぼり出すような低い声で、唸うなるように言った。カウンターの隅でいかにも暑苦しげな黒マントを羽は織おり、鍔つば広ひろの帽ぼう子しを被かぶった彼は、暗がりに溶け込むように目立ちこそしないが、かなり突とつ飛ぴで異様ないでたちである。しかも、それ以上に彼の連れが黙っていても人目を惹ひくので、このカップルは店の中ではかなり浮いていた。どう見ても、不ふ酌つり合あいで異様な二人組なのである。

「あれが本当に、あのタイラーなのか？」

「間違いありません」

　と、連れの女性が言う。年の頃は十九か二十歳はたち。しかも尋じん常じようでない美人である。顔の造ぞう作さくから指先に至るまで、怖いくらいに整っている。いや、整い過ぎていた。まるで人造物のように──。

「ラアルゴン随ずい一いちの情じよう報ほう解かい析せき能のう力りよくを誇ほこるおまえがそう言うのなら、間違いはあるまい」

　と、黒ずくめの怪人は言った。

「ハルミ……」

「はい。マスター」

　ハルミと呼ばれた美女が、絡から繰くり人形のように頷うなずく。もっとも美しいようにと、計算された角度であった。

「あたしの試算では、誤ご認にんである確率は、０コンマ０６２パーセントです」

「わかっている」

　微み塵じんも疑ってはいない表情で、怪人は言った。

「まったくおまえは、芸術品だよ。この私の、一世一代の芸術品だ。おおっぴらに自慢できないのが、残念なほどにな」

「はい。バラゴム様」

　と、ハルミ。

「その呼び方は、よせ」

　と、口を噤つぐむかのように一段と声を低めて言うバラゴム。だがハルミの人類を遥かに超えた聴ちよう覚かくは、酒場の喧けん騒そうの中でさえ主人の言葉を聞き漏もらすことはない。

「ラアルゴン式の名前は地球人の耳には刺とげ々とげしくて、こんな場所でも目立つ。今の私はあくまでも地球人、惑星連合宇宙軍の従軍僧そう侶りよ、ゲッショウだ」

「はい。ゲッショウ様」

　頷くハルミ。アンドロイドの宿命で表情には乏とぼしいが、それがかえって彼女の美び貌ぼうを際きわ立だたせていた。

「従軍僧侶のゾルトブーフ（軍の身分証明書）を手に入れるのは、いかほどのこともなかったな……」

　と、琥こ珀はく色いろのグラスを見詰めながら、ゲッショウことラアルゴンの破壊工作員バラゴムは呟つぶやいた。

「三人ばかり、闇から闇に消えてもらったがな。くっくっく……」

　冗談や誇こ張ちようではないらしい。

「タイラー大佐にも、消えてもらうか。いっそひと思いにな」

「それはなりません」

　と、少々強い調子で、ハルミが言った。

「タイラーを殺してはならぬ、必ず生きて捕ほ獲かくせよと、ドム様が……」

「わかっておる」

　と、ゲッショウ。

「戯たわむれに、言ってみただけだ」

　しかしその表情にはいまひとつ、釈しやく然ぜんとしないものがある。

「それにしても、ドム様も酔すい狂きような……」

　ゲッショウの脳のう裏りを、若い上官の覇は気きに溢あふれた顔が過よぎった。

「ラアルゴンが捕ほ虜りよを取るなど、聞いたこともないわ」

「捕虜なのではなく、生態研究の材料としてでは？」

　ハルミが言った。

「ならば、もっとましなサンプルがあるだろう！」

　やや語気を荒げ、その後で『しまった』という表情をしながら、ゲッショウ。

「よりにもよって、あのような……」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。

「ドム様は、若くして立派な艦長ではあるが、御お心こころの中うちはもうひとつ読めん。何を考えているか、計り知れぬところがある。ま、もっともこの私にしてからが、そんなところに惹ひかれて、部下になったのだが──」

　一度は宰さい相しようワングの命令で、ドムの命を狙ねらったこともあるゲッショウである。それが今はあの若者の部下として、『汚きたない』仕事を一手に引き受けるようになった。彼自身不思議なのだが、今は一巡洋艦の艦長でしかないル・バラバ・ドムには口ではうまく言い表せない魅み力りよくがあるのだ。少なくとも前の主人であったワングの下にいるよりは、ゲッショウ自身に言わせると、

「なんぼか、面おも白しろい」

　のであった。ワングは工作員バラゴムを、単なる飼かい犬いぬとしてしか見ていなかったが、ドムには他者を包み込むような度ど量りようの大きさが感じられる。

『俺はもしかしたら、あの若造のことが好きなのかも知れないな……』

　と、柄にもなくそんなことを考えるのであった。

「人造人間であるあたしがこう申すのも妙な話かも知れませんが──」

　と、ハルミが無表情なりに微笑ほほえんで言った。

「ドム様には、遠えん大だいな計画があるように思えます」

「ほう。そう思う根こん拠きよはなんだ？」

　グラスを嘗なめながら、ゲッショウが尋たずねる。何な故ぜだかは知らないが、妙に楽しそうな表情であった。

「あたしの、勘かん……です」

　とハルミ。

「これは傑けつ作さくだ！」

　小声で嗤わらうゲッショウ。

「アンドロイドのおまえが、勘とはな。しかし、歩くデータバンクであるおまえの『勘』なら、信じてもみようか」

「恐れ入ります」

「恐れ入る必要はないぞ。で、いったいドム様はどんなヴィジョンを抱いておられると思うのか、私に聞かせてはくれぬか？」

「はい」

　とハルミは頷うなずき、後は立て板に水のような流りゆう暢ちようさで、話し始めた。

「ドム様はジャスティ・ウエキ・タイラーという漢おとこに、いたく興味を持っておられるようです。あたしの検けん索さくでは、過去一か月間に、ドム様の命令、あるいは日常会話の中で、タイラーという言葉は二百八十七回出てきます。これは、二位の皇こう帝てい陛へい下かの百六十三回を大きく引き離して、文句無しの第一位です」

「ほう……」

　ゲッショウは興味深げに頷うなずいた。

「なるほど。言われてみれば……。それにしても、皇帝陛下すら上回る御ご執しゆう心しんなのか。さても物好きな」

「もしかしたら……」

　と、ハルミは言った。

「ドム様はジャスティ・ウエキ・タイラーを、近い将来における御自身の好敵手と見ておいでなのでは？」

「気が知れん」

　と、ゲッショウは切って捨てた。

「いくらドム様でも、そればかりはな……」

「しかし、奴の実じつ績せきは──」

「確かに敵……即すなわち我々ラアルゴンだが……に与えた損害では、タイラーめはドム様をも凌りよう駕がする。驚きよう嘆たんすべき戦果と、言ってもいいだろうな。だが、たった今奴を一目見て、私はそれは単なる偶然の結果に過ぎないという結論に到達した。あの間の抜けた面つらを見ろ。あれが軍人の、名将の顔か？」

「ですね」

　とハルミ。

「ですが、人を外見だけで判断してはならぬと……」

「言動の方も、知れたものよ」

　とゲッショウは歯に衣きぬ着せない。

「私はさっきから奴の会話を傍ぼう受じゆしているのだがな、ハルミよ、奴は紛まぎれもない愚ぐ物ぶつだ。戦争のことを、何も話してはおらぬ。ただただ、惚ほれた女と競馬の話ばかりだ。呆あきれてものも言えぬわ！」

　吐はき棄すてるように言う、ゲッショウ。

「はい。あたしも聞いています」

　超指向性マイクの耳を欹そばだて、ハルミ。

「確かにそうですね。彼の思考パターンは、明らかに他の軍人とは、異なるようです。それも、際立って……」

「仮にドム様が奴を直接目にしたところで、私と同じような感かん慨がいを抱かれるに決まっておるわ」

「そうでしょうか……？」

「おまえはどう思っているのだ、ハルミ？」

「直接本人を目まのあたりにすればドム様はますます、タイラーに興味を抱かれる。そんな予感がします」

「『予感』か……」

　ゲッショウはふっと笑った。

「さっきから『勘』だとか、『予感』だとか、おまえらしくない言葉ばかりだな。おまえには、そのような感情はインプットされてはおらぬのだぞ、ハルミよ。おまえには『判断』はあっても『勘』ではなく、『予測』はあっても『予感』はないのだ」

「そのはずです」

　とハルミ。

「ですが、あのタイラーを見ていると、あたしの中に妙な感覚が芽生えるのです。感情のないはずのあたしに……。そんなイレギュラーをあたしに強しいる、ジャスティ・ウエキ・タイラーとは一体何者なのでしょう？」

「単なる阿あ呆ほうだ」

　と、一刀両断のゲッショウ。

「ともかく、そんな阿呆でも御命令は御命令。生かしたまま連れて帰らねばならん。奴がこのバーを出たら、路地裏にでも引っ張り込んで捕まえるのだぞ。なあに、おまえなら造ぞう作さもあるまい」

「はい」

　頷くハルミ。

「任務に『私情』は挟はさみません」

「だからおまえには、もともと『情』など無いと言うておるではないか。そんなプログラムなど──」

「お待ちください、ゲッショゥ様」

　と、ハルミが主人を制した。

「どうやらタイラーの待ち人が、来たようですわ」

「誰だ？」

　ゲッショウが首を傾かしげた。

「あの金髪の宇宙軍士官は？　認めたくはないが、えらいハンサムだな」

「あたしのデータファイルにも、バンクされておりません」

　いつも通りの平へい坦たんで冷徹な口調に戻って、ハルミが言った。

「何でしたら、照会してきましょうか？　彼の外見情報は、しっかりとこの瞳に焼き付けましたから……」

「頼む」

　と、ゲッショウは言って、一枚のカードをハルミに手渡した。

「私は、今暫しばらく、あの二人の監かん視しを続ける」

「了解しました」

　席を離れるハルミ。ゲッショゥの渡したカードは、一見すると単なるプリペイドのテレフォンカードにしか見えない。しかし、その実は内部に恐ろしく複雑なマイクロチップによる演算機能を埋め込まれている。

「まさかこんなカード一枚で、公衆電話から直接軍情報部のデータバンクにアクセスできるとは、地球人どもめ思うまいな……。我がラアルゴンの科学力をなめるなよ！」

　だがそのラアルゴンの科学力をもってしても、解析不能なことはあった。ゲッショウはごく近い将来、それを思い知らされることになるのである。




「はっきり言って、とても迷惑しています」

　と、ハロルド・カトリ少佐は、ジャスティ・ウエキ・タイラー大佐に面と向かい、開口一番言った。

「ヘッドハンティングにだって、ルールってものがある。言っては悪いがあなたは士官学校も出ていないから、こういう場合の円えん滑かつな話の通し方を心得てはおられないかも知れませんが──」

「その分、人生の機き微びは心得ているつもりだよ」

　と、爪つめ鑢やすりで指先の手入れをしていたタイラーが、初めてカトリを見た。

「ひょっとすると君よりもね、カトリくん」

　カトリは一いつ瞬しゆん、はっとなった。

「思ったより若いね」

　と、タイラーは初めて見るカトリに言った。

「きみ、いくつ？」

「に、二十六です」

　気を吞のまれつつも憮ぶ然ぜんとして、カトリは言った。

「それが何か？」

「若いよ。ウン若い」

　タイラーは一人で納得している。

『それでもあんたよりゃ年上だよ』

　と、カトリは言いたかった。

「その若さであの操艦、いや～、たいしたもんだ。素す晴ばらしい！　目から鱗うろこ、まったく大したもんだ!!」

　自分より階級が下のカトリを、ただひたすらにヨイショするタイラー。

『才能のないこいつがここまで出世した理由は、これだな』

　と、さすがにカトリは看かん破ぱした。

『なるほど……。聞きしに勝る』

「まったく素晴らしい、目の醒さめるような舵かじさばきだった。あ、もっとも僕には負けるけどね……」

　と、一言付け加えた後はまたしてもいつもの調子に戻って、

「しかし、あれだけの腕を持ちながらその男ぶり！　いや～、羨うらやましいくらいの男前だねえ。いやいや、男にしておくのは惜しいかな」

　と、ヨイショしまくるタイラー。世辞の上塗り厚化粧に、さしものカトリも何だかタイラーのペースに巻き込まれ、気持ち悪くなってきた。それと同時に、不思議な心地好さも。

『これは、いけない！』

　と、カトリの中で何かが叫んだ。

『これ以上、こいつのペースに巻き込まれては、もとの世界に戻れなくなる……』

　まっとうな人生を踏み外はずす予感を、カトリは既にこの時、濃のう厚こうに感じていたのだった。

「世辞はいいです」

　と、カトリはきっぱり言った。

「お世辞じゃないよ」

　とタイラー。

「微み塵じんもね。だって君だって、心の中ではそう思っているんでしょ？」

「そ、それは、そうですが……」

　図はからずも本音がポロッと出た。

「ほ～らね、ヤッパシ！」

　と、ニンマリ笑うタイラー。この瞬間に、どうやら勝負はあった。

「だったらお世辞じゃない!!」

「迷惑なんです！」

　と、カトリはやはりこの話、なかったことにして断る気になった。タイラーと一緒にいると、正常な判断力を狂わされることは間違いない。しかしその一方で、何やらそれがとても素す敵てきなことに思えるのは、どうしてだろう……？

「僕には戦艦『フェンリル』という古巣があります。そこは僕にとって、とても居心地がいいんです！　離れる気はありません。せっかくのお話ですが、お断りします」

「あ、そ」

　タイラーはむしろ呆あつ気けないほどに、淡たん白ぱくであった。

「なら仕方がない。諦あきらめるか……」

「へ──」

　その瞬間に、カトリはタイラーの術中に嵌はまった。いや、タイラーの方では意識しなかったかも知れないが……。

「諦めるって……」

「嫌なら、仕方がない」

　とタイラー。

「縁がなかったね。カトリくん」

「タイラー艦長……」

　かつて経験したことのない不思議な気持ちに、カトリは戸と惑まどった。女の子でもそうだが、向こうから猛もう烈れつにアタックされるとかえって気持ちが冷める。しかし、相手にあっさりと身を退ひかれると、今度はこちらに未み練れんがましい感情が芽生えるのであった。

　まして──、

　惑星連合宇宙軍では色事師の名を欲しいままにした、ハロルド・カトリである。

　相手にその気がないとわかると、かえって燃える。

　彼はそういう漢おとこであった。

『冗談じゃない』

　と、思った。

『わざわざこんな場所に人を呼び出しといて、こっちにその気がないとわかると、そんだけかよ!!』

　この失礼極きわまりないポッと出の上官に、自分の価値を認めさせてやる。

　カトリはそう決意した。




「照会できました」

　ハルミが再びカウンターに戻って来るまでに、三分とはかからなかっただろう。しかしゲッショウは彼女が戻って来たことにも気付かないほど、二人のやりとりに心を奪われていた。

「惑星連合宇宙軍少佐、ハロルド・カトリです。惑星ラジェ出身……。操そう艦かんの天才です。我がラアルゴン艦隊も、彼の操縦する『フェンリル』には、旧式ながらけっこう手痛い目に遭あわされていますね」

「あ、そうか」

　と、ゲッショウは生返事だ。

「御苦労……」

　一生懸命、盗聴器のイヤホンを調節するゲッショウに、

「だいぶ御ご執しゆう心しんですのね、マスター」

　と、ハルミも微笑む。

「実にくだらん会話だ」

　とゲッショウ。

「しかしな……面白い」

「でしょうね」

「少なくとも並の軍人には、ない会話だ。あやつが何を考えているか、おおいに参考になる……」

「わかりまして？」

「皆かい目もくわからん」

　と、嬉うれしそうに言うゲッショウ。

「しかしな、おまえの言い分にも頷うなずけるところがある。少なくともあの漢おとこ、今まで私が目にしたいかなるタイプの軍人とも異なる。サンプルとして、実に興味深い……」

『マスターも、彼の虜とりこになりましたわね』

　と、ハルミは思った。そんな感情はないはずなのに、妙におかしかった。

『ドムさまと、同じですのね……』




「僕の才能をそう簡単に諦めると、後悔しますよ」

　と、カトリは自分から挑発した。

「でも、古巣の『フェンリル』が、いいんでしょう」

　とタイラー。

「無理強いは、僕の趣味じゃないんだなあ……」

「いやその、『フェンリル』は確かに古巣で居心地もいいんですが──」

『何を言っているんだ、僕は……』

　と思いながらカトリは、言わずにおれなかった。

「そろそろ潮しお時どきかなあなんて、思っていたところでして……。新味がないんですよね。変わり映ばえのしない面子メンツで──」

「へえ……」

　と、気乗りのしない表情で、タイラー。立場が逆転した。

「そうなの。でも今の台詞せりふ、『フェンリル』の艦長が聞いたら、泣くよ。確か……アンドレセン艦長って言うんだっけ、彼？」

『しまった！』

　と、カトリは心の中で叫んでいた。

「い、いや、その……。アンドレセンは、いい奴なんですが──」

「『阿蘇』はね……」

　と、タイラーは切り出した。

「もしかすると、『フェンリル』よりも居心地いいよ。最新型だしね。それに、美人のブリッジオペレーターも、一人来ることが決まってるしね」

「誰です、それ？」

　思わず尋たずねた。

「キョンファ・キム中尉だ」

　とタイラー。

「ああ、あの士官学校通信科を首席で出て、情報部にいた」

「詳くわしいね」

「だいたい、軍内部の美人は暗記してます」

　と、カトリ。

「さすがだね」

　と、微笑むタイラー。子供のように無警戒な笑顔であった。

『あ──!?』

　さすがに人を見る目のあるカトリは、その瞬間に悟った。

『そうか。こいつには、邪心も下心もないのか……』

　だからこそ、こいつのせいで死んだりしたら目も当てられないなと思った。

「噂うわさに違たがわぬ、プレイボーイだ」

「よしてくださいよ」

「じゃあ君なら、これから来る人は紹介されなくてもわかるね」

　と、悪戯いたずらっぽくタイラーは微笑む。

「まだ誰か、来るのですか!?」

「うん。実はこの席に、もう一人呼んである」

　と、タイラー。

「悪いがこう見えても、僕はけっこう忙いそがしいんだ。掛け持ちデートも、勘かん弁べんしてもらわないとね」

「デート……？」

「もうそろそろ……。あっ、来た来た！」

　その瞬間のタイラーの眼の輝きぶりから、カトリはタイラーの無礼も思わず許してしまった。

「こっちこっち、ユリコさあん！」

　椅い子すの上に立ち上がって、手を振る。

「あっ！」

　彼女を一目見るなり、カトリは絶句した。

「スター少尉!?」

　カトリほどのプレイボーイでなくとも、惑星連合宇宙軍に籍せきを置く若い男で、彼女を知らない者はいなかった。

「タイラー大佐の想い人が、ユリコ・スター少尉……」

　ちょっと信じられない。これほどアンバランスなカップルは他に思い付かない。

「迷惑ですわ」

　と、ユリコ・スター少尉はプリプリしていた。しかしその険けんのある表情が、彼女の美しさにさらなる彩いろどりを添そえていたことは、否いなめない。

「勝手に呼び付けて、返事も聞かないうちに一方的に電話を切るなんて。卑ひ怯きようです！　自分勝手過ぎますッ!!」

「ごめんごめん」

　と、にやけた表情でタイラー。

「それに関しては、謝あやまるよ。でもね、そうでもしないとユリコさん、ここに来てくれないでしょ」

「当たり前ですっ！」

　迷惑そうにタイラーと距離を置いてスツールに腰掛けながら、ユリコは言った。

「少しは社会的な常識も、身に付けられたらどうです。仮にもあなたは大佐になったんですから……。一艦を預かる、艦長でしょう？」

「無責任艦長って、もっぱらの評判だけどね」

「嬉しそうに言わないでください！」

「でもね、なんだかんだ言ってユリコさん、来てくれたのは嬉しいね。ウッシッシ!!」

　歯を見せて笑うタイラー。

「脈のある証拠」

「誰が……」

「いや実はね」

　と、タイラーやにわに畏かしこまって、

「どうしても君に、会わせたい人がいたのさ」

　そう言って、タイラーは二人を互いに紹介する。

「こちら、ハロルド・カトリ少佐。『阿蘇』の首席操舵手として、僕の部下になってくれる予定なんだ。こちら、ユリコ・スター少尉。もうお気付きとは思うけど、僕のフィアンセなんだ」

「か──」

「か……!!」

「勝手に決めないでくださいっ！」

　ユリコとカトリとの心の叫びは、見事なハーモニーになった。店中の客が振り返った。

「あ……」

　思わず俯うつむき、それから互いに顔を見合わせる二人。

『そうか……』

『これが、タイラー艦長の手だったのね……』

　まさかタイラーがそこまで考えていた訳ではあるまいが、絶妙だった。少なくとも二人の間では、暗黙の了解が成立してしまった。

「あ、お噂はよく……」

　と、ユリコ。

「どっちの噂？」

　相手が女性で、しかもミス宇宙軍ということになれば、カトリにもプライドがある。

「操艦の天才としての噂？　それとも──」

「あ、ロクでもない方の噂です」

「やっぱり……」

　落胆してみせる、カトリ。

「こちらも、あなたのお噂はかねがね……。『息子の嫁にしたい女性士官ウエーブ』部門と『不倫したい部下』部門でのダントツナンバー・ワン、お目出とうございます」

「くだらない投票です」

　と、ユリコはきっぱり言った。

「私はどちらにも、関与してません。くだらない投票の結果にも、だから興味はございませんわ」

「そうですか」

　と、ニヤリと笑うカトリ。

「それはよかった……。実は僕はどちらの部門でも、あなたには投票してはいませんから」

「まあ……」

　くだらないとは思いつつも、やはりユリコもうら若き女性。気にはなるのであろう。それと同時に、プライドも傷付く。

「一体誰に？」

「不倫部門では、キョンファ・キム中尉に、息子の嫁部門では、イリヤ・ウォシャウスカヤ少尉に、それぞれ一票を投じたんですよ」

「理り不ふ尽じんだわ！」

　と、ユリコ。

「キム中尉はともかく、ウォシャウスカヤ少尉なんかに投票する気が知れません！」

「あなたの方が美人だと、おっしゃりたい？」

「そ、そうではありません。でも、仕事なら、あたしの方が……」

「だからあ」

　と、カトリは笑って。

「これは事務能力コンテストではなくて、あくまでも男の身勝手な基準で見た勝手な思い込みなんですから。あなたのような才さい媛えんが気になさるなんて、おかしいですよ……」

　さすがにカトリは、その道のプロだった。ユリコを自分のフィールドに引き込むのに、いかほどの苦労もない。

「女じよ性せい蔑べつ視しです！」

「違いますね」

　とカトリ。

「僕たちが蔑視するとしたら、それは女性の中身であって外見ではない。僕たちはあくまで、外そと面づらに限っての話をしているんです」

「ですからそれが、そもそもの問題だと……」

「あなたは両方、魅力的です」

　とカトリ。

「僕は両部門とも、あなたに投票するかでけっこう悩んだんですよ、スター少尉。それこそ投票箱に突っ込みかけた手を、三度も引っ込めましたからね」

「そこまで悩んだのでしたら、私に投票して頂きたかったですわね」

　と、つっけんどんな表情でユリコ。

「因ちなみに僕は、ちっとも迷わなかったよ」

　と、タイラー。

「両方君に、投票したからね」

「はいはい……」

　ため息をつくユリコ。

「ありがとう」

「すごくおざなりじゃないか？」

　抗こう議ぎするタイラー。

「あなたは私に、不倫されたいの？　それとも私を自分の息子の嫁にする？」

「両方却下！」

　慌あわてて叫ぶタイラー。

「ユリコさんは、僕の奥さん。誰にも不倫させない！」

「ありがと」

　初めてニッコリと、ユリコは微笑んだ。

「それが聞きたかったわ。大だい丈じよう夫ぶ、あたしも不倫はしないから……」

『やれやれ、藪やぶ蛇へびだったかな』

　と、カトリはちょっぴり後こう悔かいした。

『この二人、けっこういい夫婦になっちまうかもな……』




「行くぞ、ハルミ」

　と、ゲッショウが立ち上がった。

「タイラーを待ち伏せる」

「他の二人は？」

　とハルミ。

「タイラーを殺すなとは、命ぜられた」

　ゲッショウはそう言って、北ほく叟そ笑えむ。

「だが他の二人に関しては、何も言われてはおらん。タイラーを拉ら致ちするための、単なる障しよう害がいでしかないな」

「わかりました。マスター」

　冷たく微笑ほほえんでハルミは、機械のように頷いた。

「やりましょう。ドム様のためにも……」




「これが君のクルマ？」

　と、駐ちゆう車しやスペースに停とめてあったカトリの愛車を一目見るなり、タイラーは目を丸くした。

「ええ」

　微笑んで頷うなずくカトリ。

「てっきり最新型の浮走車エアカーだとばっかり思っていたのに、タイヤ式とは意外な懐かい古こ趣しゆ味みだね」

「地に足の付いた走行感覚が、好きなんです」

　と、カトリは洒落しやれてみせた。

「ブレーキがロックされた時の心ここ地ちよい微び妙みような衝しよう撃げきも、地面の凹おう凸とつを拾ひろう感かん触しよくもね。雨が降った時はハイドロブレーンというオマケまで付いている。この感覚、エアカーじゃちょっと味わえませんよ」

　そう言って、様さまになる仕し種ぐさで金髪を梳すき上げた。一いつ瞬しゆんその笑顔の下で、悪魔が嗤わらった。

「並のエアカー十台分の金がかかってる。その分手もかかる。燃料も、ガソリン、それも合成ガソリンじゃ駄だ目めなんです。有ゆう鉛えんの、天然ガソリンじゃないと──。有害でもなんでも、こいつの本ほん領りようを発はつ揮きさせるには有鉛ガソリンと、天然鉱こう物ぶつオイルでないと……」

「それって、非合法よ」

　と、ユリコが言った。

「見つかれば、三年以下の懲ちよう役えき、または罰ばつ金きん三十万クレジットだわ」

「そいつがまた、こいつの可愛かわいいところでね」

　悪びれもせずに、カトリ。

「あなたのような型に嵌はまった女性も悪くないけど、僕はどっちかと言えば、こいつのような『悪女』の方が好きだな。僕の、命から数えて三番目くらいに大たい切せつなお宝ですよ」

「じゃあ二番目は？」

「内ない緒しよです」

「僕に内緒なんて、狡ずるいぞ！」

　と、タイラーは大おお真ま面じ目めに突っ込む。

「君と僕との仲じゃないか!!」

「どういう仲ですか……」

　カトリは純粋に呆あきれた。

「まだ大佐殿の部下になると、決めた訳じゃない！　それにこのクルマに乗せるのだって、スター少尉を送るためだ。言わばあなたは、ついでの付ふ録ろくの、オマケなんです」

「そこまで言うか……」

「あたしは結構ですわ」

　とユリコ。

「そうつれないことをおっしゃらずに……」

「じゃ、タイラー大佐も一いつ緒しよよ。惑星連合宇宙軍にその名も高い、女たらしのハロルド・カトリ少佐とクルマでツーショットになるほど、あたしは愚おろかじゃないわ」

「大丈夫ですよ」

　微笑むカトリ。

「他人の婚こん約やく者しやに手を出すほど、僕だって無ぶ粋すいという訳じゃない……」

「まだ婚約なんてしてません！」

　ぴしゃりと言うユリコ。

「いいえ。これからも、おそらくないでしょうね」

「そうですか？」

　カトリはにやにや笑っている。

「さっきはまんざらでも、なさそうでしたがね」

「どう受け取られようと、事実に変わりはないわ」

「事実はいくらでも、あります」

　と、カトリはユリコの白くて細い手を取って、言った。

「しかし、真実はひとつだけ。至言でしょう？」

「それがあなたの手なのね」

　と、ユリコも負けてはいなかった。

「なるほど、色恋しか眼中にない女性なら、コロッと参ってしまうでしょうね」

「その気になれば、あなただって──」

　カトリにも色いろ事ごと師しとしてのプライドがある。

「ただ、僕は他人の持ち物に手を出すような野や暮ぼは嫌きらいなんです。そこが同じように女好きでも、酒場女から人妻まで、相手構わずのアンドレセンとは違うところでね」

「さっさと送っていただくわ」

　と素そっ気けなく、ユリコは言った。

「今日はなんだか、時間を無む駄だにしたって感じ……」

「そうでしょうかね？」

　クルマで送る、十数分間が勝負だなと、カトリは思った。ユリコを落とすつもりはないが、彼女の中の、自分に対する評ひよう価かを変えてやる。そう決意せずにはおれなかった。

「さ、どうぞ」

　愛車フェラーリのウィング・ドアを開いて、カトリはエスコートした。

「お、すまない！」

　とタイラー。

「違います!!」

「どうして？　当然僕が、助手席ナビだろう」

「人の話を、聞いてくださいっ!!」

　カトリはほとんど、キレかけた。

「だって、このクルマ……」

　ほとんど空間のない、子供でも窮きゆう屈くつそうな後部座席を見ながら、タイラーは呟つぶやいた。

「助手席の方が座すわり心ごこ地ちが格かく段だんによさそうなんだもの……」

「当然です！　純粋スポーツカーなんですから!!　まだツーシーターでないだけ、ましでしょう」

「トランクもない」

　とタイラー。

「そんな後部シートに、スター少尉を座らせられますか？」

「僕は大佐だぞ！」

「僕はこのクルマの、オーナーなんです!!」

「どっちが偉い!?」

「当然オーナー」

「誰だれが決めた！」

「僕」

「宇宙暦何年？　何月何日何時何分何秒!?」

「子供の喧けん嘩かですか!?　とにかくあんたは後部シート」

「やだやだやだやだ！　助手席ナビじゃなきゃやだ!!」

「子供以下ね」

　ユリコは吹き出した。

「いいわ。カトリ少佐、あたしが後部座席に座ります」

「駄だ目めです」

　とカトリは頑がんとして言った。

「こればかりは、たとえあなたの申し出でも、譲ゆずれません！」

「へえ……」

　ユリコは少し、カトリを見直した。

「女の子には甘いだけかと思っていたら、結構ポリシーはあるんだ」

「押さえるところは押さえておかないと、いざというとき、操そう縦じゆうできないでしょ。女も、クルマも、軍ぐん艦かんもね……」

「仕方がない」

　と、タイラーはしぶしぶ折れた。

「今夜は特別だぞ、カトリくぅ～ん」

「次はない！」

　とカトリ。あったら怖こわい。少々背筋に、ゾクッときた。

「ま、いいか。いざというとき、後部座席の方が生存率は高いって言うしぃ……」

　聞こえよがしに言う。

「く～っ!!」

　カトリはキレた。

「僕のテクニックを、知らないな!?」

「知ってるよ」

　平然と、事もなげにタイラーは言った。

「ようく、知ってる。だから僕は、君が欲しいんだ。『阿蘇』の操そう舵だ長ちようにね」

「…………」

　カトリは不思議な気分にさせられた。何だか口く説どかれているような気分になった。そしてこれが意識しての『口説き』だとしたら、タイラーはなかなか巧こう妙みようである。

『まさかな……。こいつがそこまで考えて物を言っているはずがない』

　そう思い込むことで、カトリは自分を安心させたのである。




「お誂あつらえ向きの展開になったぞ」

　と、物陰から様子を窺うかがいながら、ゲッショウは呟つぶやく。彼の黒衣は、完かん璧ぺきに駐車場の隅すみの闇やみに紛まぎれた。

「タイラーを生いけ捕どる、またとない好機だ」

「はい、マスター」

　とハルミ。

「マスターなどという、他人行ぎよう儀ぎな言い方はよせ」

　と、意外に人間臭くさい表情を覗のぞかせる、ゲッショウ。

「二人だけの時は、呼び捨てでいいぞ」

「勘かん繰ぐられますよ、ゲッショウ……様」

　と、こちらも少々人間臭くさいハルミ。

「アンドロイドとその飼い主の、危険な関係……と」

「勘繰られようとも、結構だ！　むしろ望むところ。私にとっておまえは、最高の芸術品なのだからな」

「不思議ですわ」

　と、呟つぶやく超ちよう精せい巧こうアンドロイド。

「私に、感情はインプットされていないはずですのに……」

「たとえそうでも、『主体』があれば当然そこには『感情』が芽め生ばえる。自覚こそが即すなわち、感情の正体なのだ。ピグマリオ伝説を知っているかハルミ？」

「はい。地球は古代ギリシャの民間伝でん承しようですわね」

「そうだ。おまえには間違いなく、『魂たましい』が宿っている」

「不思議ですわ。絡から繰くり人形のこの私に……」

「おまえがおまえであることが、即ち生きている証あかし……」

「認にん識しきしました」

「いや、おまえの方が人間などより、はるかに高こう次じの存在かもしれんぞ。少なくともおまえは誕たん生じようした時から、自分の目的は完かん璧ぺきに把は握あくしているのだからな。一生かけてそれを追つい求きゆうする人間よりは、上等だ」

「存在って何なのでしょうね、ゲッショウ様」

「さあな……」

　と、嘯うそぶくゲッショウ。

「己おのれの存在に対する答えは、自分では出せないのだ。死んでから他人が決めてくれることもあるが、その時にはもう自分はいない……。そういうものだ」

「私の答えは、ゲッショウ様が決めてくださるのですか？」

「おまえが俺より先に死ぬことは、あり得ない！」

　と、ゲッショウは珍めずらしく感情的になって激はげしく首を振った。

「だがおまえに対する答えなら、今この場で俺が出してやろう！　おまえは俺のすべてだ。それで不ふ服ふくか？」

「それで充分です。マスター」

　と、ハルミは機械の表情になって、言った。

「生まれて、そして死んで行くためには……。今は任にん務むに、邁まい進しんします!!」

「し損じるなよ」

「失敗の確率は、二・七パーセント。つまりほとんどありません……」

　冷れい徹てつな声と表情で、ハルミは言った。

「あの二人が生き延のびる確率は、それより低いですわ」

「任務となれば私情を完璧に殺せるおまえが、正直羨うらやましい」

　と憐あわれむようにゲッショウ。

「私など、あの二人のために祈ってしまう」

「行きます！」

　と、黒いボディースーツを着たハルミは、黒くろ覆ふく面めんを被かぶった。

「頑がん張ばれ！」

「いつもながら、そういうファジーで抽ちゆう象しよう的てきな命令には、困ってしまいます」

　と、僅わずかに覗のぞいた瞳ひとみからも、困こん惑わくの色は窺うかがい知ることができた。

「人間は、よくわかりません」

「ファジーであろうと、頑張れとしか言えん。それが俺の本心だ!!」

「有あり難がたく──！」

　言い残すとハルミは、人間には到とう底てい不可能なスピードで駆かけ出した。




「ねえねえカトリくん」

　と、後部座席からひっきりなしに話しかけるタイラー。おかげでカトリは、すぐ隣となりにいるユリコと話すことができない。

「はいはい……。なんでしょう？」

　当然、その分邪じや険けんになるのは仕方がない。もしかしたらこういうときのタイラーは、助手席で毒どく牙がにかかりそうな女性にとって最高の安あん全ぜん装そう置ちかもしれない。ま、そうとわかれば誰も乗せたりはしないだろうが──。

「君ってもしかして、飲酒運転？」

「いいえ」

　と、きっぱり否ひ定ていするカトリ。

「違います。これは厳げん密みつには、酒気帯おび運転……ということになりますか」

「はは。じゃ、捕つかまったら減げん点てんだね。あといくら残ってる？　免めん停ていまで……」

「僕はハイスクール時代に免許を取得して以来、無む事じ故こ無む違い反はんです！」

「信じられないわ」

　と、今時珍めずらしいアナログ式のスピードメーターを見ながら、ユリコが言った。

「今だって、制限速度三十キロもオーバーよ」

「このタイヤ式で、エアカー用のバイパスを、三十キロもオーバーするなんて、大した腕うでだ」

　タイラーは素直に驚きよう嘆たんした。

「これでますます、君が欲しくなった」

「あなたから逃げたい一心で、飛ばしているんですがね……」

「ふふふ……。そんなに照れなくてもいいよ」

「誰がっ!?」

「諸もろ々もろ加算で、捕まったら免許取り消しよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　自信満々のカトリ。

「交こう機きの婦人警官くらい丸め込めずに、減点ゼロが保てますか」

　笑っていた。

「きっと男の警官も、口く説どいたんだぞ」

　タイラーがシート越しに、ユリコに耳打ちした。

「しとらんしとらん！」

　慌あわてて振り向いたカトリだが、その瞬しゆん間かんに彼はぎょっとなった。

「……酔よったかもしれない」

「なんで？」

「幻げん覚かくが一瞬、見えたんです」

　そう言って、冷や汗あせ交じりに笑う。

「中央分ぶん離り帯たいを、女が追い掛けて来る……」

「あら、あたしにも見えるわよ」

　と、何なに気げなくバックミラーを見ながらユリコ。

「はは、ユリコさんも酔ったんだ」

　とタイラー。

「そういう僕も、酔ったらしいや。三人揃そろって、同じ幻覚を見るなんて、僕たちお互い、結構気が合うかも……」

「まさか──!?」

　愕がく然ぜんとなって、ユリコ。

「タイラー大佐はともかく、あたしは一いつ滴てきも……」

「じゃ、あれはなんです!?」

　言いたくないという表情で、カトリが囁ささやく。

「あれが人間なら、百メートルを一秒で走っている計算になる。それも……もう数キロはそのスピードで──!?」

「この宇宙時代に、出るか……」

「出るものは、出るでしょうよ」

　と、震ふるえながらユリコ。

「きっとこの近くで、あったんだわ……」

「花活いけよう！」

　とタイラー。

「成じよう仏ぶつしてもらわないと!!」

「スター少尉……恐きよう縮しゆくですが」

　震える手でハンドルを握にぎりながら、カトリは言った。

「ダッシュボードに、塩が入っています。それを撒まいてください」

「へえ……。カトリくん、結構信じてるんだ。お清め用の塩を常に用意しておくなんて……」

「調理用です！　たまたま切らしてコンビニで買って来たんだ。でも、持っててよかった!!」

「同感ね！」

　ユリコは窓を開けて、塩を撒いた。

　だが──、

「消えない！」

「こっちもだ!!」

　と、カトリの悲ひ鳴めい。

「百キロオーバーで増ぞう速そくしてるのに、振り切れない！」

「免めん停ていになってもいいから、飛ばして！」

　ユリコの絶ぜつ叫きよう。

「当然そのつもりですよ！　でも、ついて来るんです。それどころか、少しずつ距きよ離りが詰つまってる！」

「あ、インター出で損そこねた!!」

　こんなときでも不思議と落ち着いているタイラー。

「高速料金、損したね」

「そんなこと、気にしている場合ですかっ！」

　追つい跡せきは止やまない。

「エンジンが、もたない……」

　ついに並ばれた。黒くろ覆ふく面めんをしているが、確かに女だとわかる。それがこっちを向いて、笑ったのだ。確かに──！

「カーブよ!!」

　とユリコ。

「曲がり切れない！」

　急ブレーキを踏ふもうとするのを、

「カトリくん、タンマ！」

　とタイラーは思い切り叫んだ。

「無理に曲がろうなんて思うな!!　いっそスピンさせちゃえ！」

「その手があったか……」

　とカトリ。なるほど、彼の腕ならできる。

「でも、巻き込んでしまいます！」

「気にすることはないよ!!」

　とタイラー。

「どうせ相手は、幽ゆう霊れいだ。生きてたって、このスピードで走れる相手だ。少々ぶつけたって、死にやしない！」

「なるほど、理り屈くつです!!」

　カトリは躊ちゆう躇ちよなくタイヤをロックし、クルマをスピンさせた。猛もう烈れつな勢いきおいで流れるテールが『幽霊』を跳はね飛ばす。人影の呪じゆ縛ばくは、何とか振り切った。だが、新たな恐怖が迫る。

「い、今のは、明らかに故こ意いですよ」

　目を回しながら、カトリ。

「業ぎよう務む上じよう過か失しつ致ち死しにはならない！　故意の轢れき死しって、減点いくつかなあ……」

「懲ちよう役えき何年って問題のような気がする……」

　この状況で冗談の言えた自分を、ユリコは正直かなり見直した。

　クルマはスピンしたまま、ガードフェンスを突き破やぶった。

　黒煙を上げて、はるか下方の崖がけに落ちていく。数瞬遅れて、閃せん光こうが走った。

「ああ……」

　と、カトリのため息。

「レストアと改造にかけたローンが、二十年近く残ってたのになあ……」

「今はそれどころじゃないでしょ！」

　と、怒おこったようにユリコ。

「そうだよ。な～に、大丈夫。『阿蘇』で働けば、じきに報ほう賞しよう金きんで賄まかなえるさ」

「だからそういう問題では……」

　宙ちゆう吊づりになったユリコの左足首を、タイラーの右手が摑つかんでいる。そしてタイラーの左手は、がっちりと握あく手しゆする形でカトリの左手と繫つながれ、カトリの右手は辛かろうじてフェンスの縁へりに……。
















「僕一人なら、何とでも助かるんだが……」

　命と体重とを支えているのがタイラー一人ならば、カトリは躊た躇めらうことなく手を離したであろう。それで現在彼を悩ませている問題のすべては解決する。

「言っておきますがね、大佐」

　とカトリ。

「あなたがスター少尉を離したらその瞬間に、僕はあなたを捨てて自分だけ助かりますからね。緊きん急きゆう避ひ難なん成立です。罪にはなりません」

「わかってるよ」

　とタイラー。

「誰が離すものか！　君こそ離すなよ!!」

「駄だ目めよ！」

　とユリコ。

「もう限げん界かいだわ!!　カトリ少佐、あなただけでも助かって！　タイラー大佐の手を離してください！」

「やれやれ。よくよく僕は、信用がないんだなあ……」

　と真っ赤になって汗を流しながら、カトリ。

「あんまり僕を、困らせないでくださいよ、スター少尉。タイラー大佐はともかく、あなたを見殺しにできる訳がないでしょう！」

「いや～、よかった……」

　と、タイラー。

「絶ぜつ妙みようの順番だったね」

「少しは事態を把は握あくしてください！」

　とユリコ。

「してるさ」

　と、タイラー。

「これでめでたく三人とも助かる目が、出てきたぞ」

「あなたのその楽らつ観かん主義が、正直羨うらやましくもあります……」

　とカトリ。

「自分は、とても……」

「離すなよ」

　そろそろ自分も辛つらくなってきたタイラー。だが、笑顔はやめない。ひきつっても、笑顔だけは忘れない。

「苦しい時こそ、人間の評価が決まる。諦あきらめたら、駄だ目めだ」

「どうでもいいですが、重いですよ、大佐」

「僕は軽いんだ」

　とタイラー。

「これはほとんど、ユリコさんの体重だよ」

「ま──!!」

「体重はともかく、命は少尉の方が、あなたの何倍も重いです……」

「助かったら、今の暴ぼう言げんを後こう悔かいさせてやる」

「降こう格かくくらいなら、御おんの字じですがね……」

　カトリの汗が、タイラーの顔に落ちた。

「大丈夫か？」

「大丈夫です」

　と、無理して微笑ほほえむカトリ。

「あなたも結構頑がん張ばりますね……」

「そりゃそうだよ」

　とタイラー。

「ユリコさんは、僕の大たい切せつな奥さんになる人だ。僕のために、優秀な子孫だって遺のこしてくれる、大事な人だ。ここで手を離したりしたら、死んでも悔くやみ切きれないよ！」

「タイラー……さん」

「こういう時くらい、ジャスティって呼んでくれよ」

　不意に悲しそうな表情になるタイラー。

「それくらいのリップサービスは、いいだろ……」

「え、ええ。そうね……」

　ユリコは微笑んで、

「頑張って、ジャスティ。カトリ少佐も……」

「なんか、手を離したくなってきたぞ」

　と、カトリ。

「ねえ大佐」

　と、カトリは朦もう朧ろうとなりながらも尋たずねた。

「ひとつ訊きいていいですか？」

「いいとも」

「僕が下でも、あなたは手を離さないでいてくれるんですかね？」

「上も下も、関係ないよ」

　とタイラー。

「そんなの、大した問題じゃないんだ。誰が仲間を、見捨てられる？」

「仲間……？」

「ああ、仲間さ。君も、ユリコさんも、僕の仲間さ。ファミリーみたいなもんなんだ」

「でも、まだ自分は……」

「僕が目を付けてスカウトした瞬間から、君は僕の仲間。そうだろ？」

　タイラーは微笑んだ。その瞬間に、カトリはそれまでの主義を百八十度転てん換かんさせることを余よ儀ぎ無なくさせられたのである。

「君も、ヤスダ少佐も、新しい『阿蘇』の副長のヤマモト中佐も、みんな僕の仲間さ。助かりたい一心でこんなこと言っていると思うなら、それでもいいけどね。君は、よく頑張ってくれたよ。もう充分僕たちを支えてくれた。もういいから、僕たちを離して、楽になりなよ」

「残念ながら……駄目ですよ」

　と、カトリ。

「もう一人で這はい登る力も、残っちゃいないんです。でも……最後の瞬間までこの手は、離したくないな」

「カトリくん……」

「仲間、でしょ？」

　渾こん身しんの気力で、微笑むカトリ。

「仲間、ですよね」

「ああ、仲間だ」

　とタイラー。

「生まれてきた以上、できる限りのことをやりたいからね。銀河の半分くらい、手中にしたいよ。でも、それには君やユリコさんの、扶たすけが要いるんだ」

「大佐……」

「ジャスティ……」

「ただ、僕は決めたんだ。夢のために、他人も犠ぎ牲せいにしないと……」

「犠牲……？」

「ミフネ提督には、済まないと思ってる」

　と、タイラーは言った。

「キクチヨ・ミフネ中佐も、サンジューロー・ミフネ候補生も、僕が殺したようなもんだからね……。背に腹は替えられないとはいうものの、やっぱり他人を犠牲にするのは後あと味あじが悪いよ。僕はもう、誰も自分のために踏ふみ付けたりはしないぞ。いや、これからも人はいっぱい殺すかもしれないが、少なくとも犬死にはさせない。敵も、味方もだ。それが仲間なら……なおさらだ！」

「それを聞いて安心しました」

　とカトリ。

「だが、もう限界です。その夢……叶かなえて差し上げられそうにもありません……。申し訳ありません……タイ……ラー……艦長……」

　カトリの右手が、フェンスから離はなれた。

　だが彼の左手は、右手よりも根性があった。大地に激げき突とつする瞬間まで、その左手はしっかりとタイラーの左手と、繫つながれていた。

「痛かったなあ……」

　と、タイラー。

「やれやれ。茶ちや番ばんも疲れる……」

「大佐……」

　と、カトリが恨うらむような目でタイラーを見た。

「一メートル下に岩いわ棚だながあったのを知っていたなら、どうして教えてくださらなかったんです？」

「面おも白しろいから」

　とタイラー。

「いつ気付くかなあと思っていたんだけど、君もユリコさんも、気付かなかったから、言いそびれて──。でもまあ、これで二人とも僕のものになったんだから、よしとするか。ブワッハッハ！」

　タイラー会かい心しんの馬鹿笑い。

「あんまりだ……」

　涙ぐむカトリ。

「カールに合わせる、顔がない……」

「君はこれで、僕のお仲間」

　タイラーがポンと、肩を叩たたいた。

「軍人に二言はないよね」

　それから、微笑んだままユリコを見る。

「式はいつにしようか、ユリコさん。やっぱり『阿蘇』が、処しよ女じよ航こう海かいから戻って来てからかなあ……」

「返事は、これよ！」

　ユリコのビンタが、タイラーの頰ほほに炸さく裂れつした。

「でもまあ、考えとくわ。これでも確率ゼロから、三パーセントくらいになったんだから、大したものかもね……」

　が、最後の最後に、ユリコの口元は緩ゆるんだのであった。

「で、これからどうするの？　少なくとも、状況はそう変わっていないけど……」

　三人がようやく腰こし掛かけられる岩棚の下は、遥はるか千せん尋じんの谷底であった。

　三人はそのままそこで、朝を迎むかえる羽は目めになる。




「珍めずらしくしくじったな、ハルミ……」

　と、ゲッショウが歩み寄る。

「だがまあ、その程度で済んでよかった」

「面めん目もくありません、ゲッショウ様……」

　肩の付け根から取れてしまった右腕を左手で持ったまま、ハルミは立ち上がった。左胸も異い様ようにひしゃげているが、この程度なら修しゆう復ふくは可能だ。

「損そん傷しよう修復に百五十万ゴザマルクといったところか……」

　だがその口調は、さして落らく胆たんもしてはいなかった。

「そのくらいの出しゆつ資しならば、かえっておまえに対する愛着も増すというものだ」

「愛着……奇妙な言葉ですね」

「かもしれん。だが、失敗するのもおまえがそれだけ人間に近い証しよう拠こだ。私は正直、嬉うれしく思う。それより何より、おまえのその顔に傷が付かなくて、本当によかった」

　そう言って、ゲッショウはハルミが被かぶっていた覆ふく面めんを外はずし、その白い頰ほほに接せつ吻ぷんしたのであった。

「母さん……」

「今度は絶対、し損そんじません」

　と、ハルミの瞳ひとみに決意があった。

「あのタイラーを相手に任にん務むを遂すい行こうできた時、あたし初めて完かん璧ぺきに人間になれるのよね。そうでしょ、マスター？　いいえ……ゲッショウ」


『カトリくんタンマ』完


















第３話　オキュパイドハネムーナー










　おそらく、人類史上最長にして空くう前ぜんの規き模ぼであろう結婚式は、ようやくにして終わりを告げた。その時にはもう、新郎は心しん労ろうで半はん死し半はん生しようの状じよう態たいであった。ただし、彼よりも御お色いろ直なおしの回数が多かった──新郎八回、新婦十二回──新にい妻づまは、いたって元気でケロリとしており、まだまだ名な残ごり惜おしそうだった。

「あと二着、着てみたい衣い裳しようがあったな……」

「もしもそうなら、僕は死んでた……」

　二十一歳、体力の絶ぜつ頂ちようにあるはずの新郎がマジでそう思った。

「ドレス三着、白しろ無む垢く、色いろ打うち掛かけ、皇帝正せい装そう、同じく略りやく装そう、民族衣裳、惑星連合宇宙軍元げん帥すい大装礼服……まだ未み練れんがあるのかい？」

「たっぷりあるぞ」

　と、男性口く調ちようで新婦は言った。

「あと二回は、披ひ露ろう宴えんをやりたいものだ」

「僕は御ご免めんだ」

　と、イサム・フジ中将は言った。二十一歳としては異い例れいの昇しよう進しんだが、結婚相手を考えれば、これでもまだ酌つり合いが悪い。

　来月には大将への昇進が、『内定』していた。むろん、彼の手て柄がらではない。言ってみれば新妻の『内ない助じよの功こう』だ。

「ラアルゴン式の神前の儀ぎと、地球のキリスト教式を両方やったからなあ……」

　それだけでもう、新郎の疲つかれは極きよく致ちに達していた。そして、出席者一万人の披露宴だ。それでもまだ、会場に入り切れない連中は不満たらたらだった。この披露宴だけで、正しよう味み八時間三十分（！）あり、来らい賓ひんの祝しゆく辞じだけで──最低限に削けずったにも関かかわらず──五時間を超こえた。その間当然のことだが、新郎新婦は立ち通しであったのだ。

　相手によっては結婚にも、覚かく悟ごが要いる。

「なあイサム……」

　と、晴れてフジ夫人──誰だれも彼女をその名で呼ぶ者はいないだろうが──となったラアルゴン共和国皇帝陛へい下かが言った。

「地球の風ふう習しゆうには、二次会というものがあるそうだな……」

「僕はそんな言葉、聞きたくもない！」

　インペリアル・スィートの本ほん間けん六畳じようはありそうなベッドに仰あお向むけになり、蝶ちようネクタイを緩ゆるめながらイサムは叫さけんだ。それが彼の、最後の『元気』であった。

「何が世紀の婚こん礼れいだ。何が華か燭しよくの典てんだ。そんなもの……糞くそ……くら……え……だ……」
















　それだけ言うと、イサムは泥どろのような眠ねむりに、引き摺ずり込まれていった。

「だらしないのう……」

　と、彼の顔を覗のぞき込みながら、それでもそっと毛布を掛かけてやる新妻。従したがって二人に新婚初夜は存在しなかった。

「しかし、さすがに朕ちんも、少々疲れた……」

　そう言って、彼女は小さな欠伸あくびをひとつした。

「おやすみ、イサム……」

　それから彼女は、ウエディングドレスを脱ぬぎ、ポーチから出した小さな立体写真をしばらくの間、眺ながめていた。

　写真には、どうにもしまらない顔付きの三十男が写っている。彼は大統領の礼服を着ていた。

「おやすみ、パコパコ……」

　アザリン・ド・エル・クラン・ライクン＝フジは呟つぶやいて写真にキスし、それから健すこやかな眠りに就ついた。

　二人にとっては実に三十六時間に及ぶ、銀河で最も長い一日はこうしてようやく暮くれた。




「たかが新婚旅行に、百隻せきを超す大艦隊が護ご衛えいに就つくなんて、それこそ前ぜん代だい未み聞もんだろうなあ……」

　惑星連合宇宙軍とラアルゴン共和国、双そう方ほう五十五隻ずつの戦艦にぴったりと護衛されて、豪ごう華か宇宙客船『デジャー・ソリス』号はしずしずと星々のヴァージンロードを進んだ。惑星連合側の護衛艦隊旗艦に自みずから座ざ乗じようするのは最高司令長官のマコト・ヤマモト元帥その人であり、またラアルゴン共和国側の護衛艦隊司令官は国防長官ル・バラバ・ドムであった。

「歴代皇帝の新婚旅行の護衛としては、これでも少ない方じゃ」

　とアザリンが言った。今日は目も醒さめるような天然ダイヤを散りばめた絹きぬのローブ・デコルテ姿である。どれひとつとっても、大きさにして三カラット以下、クオリティーにしてＳＶ以下のものはなかった。

　予算にして実に新型戦艦十隻分のドレスである。

「我が父上の時は、戦時中だったせいもあるが、六百隻が護衛に就いたと聞く。銀河が平和である証しよう拠こじゃ」

「地球とラアルゴン、両方の護衛も、初めてのことじゃないかなあ……」

「それを言うなら、両方の来賓もじゃ」

　銀河の平和に、これほど貢こう献けんした結婚式はあるまい。それを思えばあの苦く痛つうに満ちた披露宴も、少しは意味のあることなのだと、イサムは自らを納なつ得とくさせる外ほかはなかった。

　少なくともこの結婚は、二人だけのものではなかったのである。

「タイラー大統領の時は……」

　と、イサムは言った。

　正確にはこの時点で、ジャスティ・ウエキ・タイラーは既すでに大統領職にはない。しかしいまだ誰もがその呼こ称しようで彼を呼ぶことを好んだ。

「正味三時間だったそうだよ。披露宴……。しかも後がつかえていて、式場から催さい促そくされたそうだ。あの当時は惑星連合と神聖ラアルゴン帝国とが一時休戦中だったから、今のうちに式を挙あげておこうという軍人同士のカップルで、式場はどこも過か密みつスケジュールだった。タイラー提てい督とくとユリコ夫人ですら、特例とは認みとめられなかったんだそうだ……」

　長さだけならタイラーに勝ったなと密ひそかに思いながらも、イサムは言った。

「それもこれも、すべてはパコパコの手柄じゃ」

　と、アザリンは言った。

「パコパコと、朕のな──」

「そうだったね」

　と、当時を思い出しながら、イサム。

「まさかその君と、タイラー大統領夫妻の仲人なこうどで、式を挙あげることになろうとはね……」

「まったくじゃ」

　と、アザリン。

「世が世なら銀河全域を束たばねる朕が、よりにもよって地球人風ふ情ぜいとのう……」

「それは言わない約束だ」

　二人は微笑ほほえみ合ったが、そういつまでも微笑んでばかりはいられないのだった。超過密スケジュールという過か酷こくな『運命』が、二人を待っていた。

「で、侍じ従じゆう長ちよう……」

　と、イサムは片時も二人の側そばを離はなれぬ侍従長兼丞じよう相しようペトロ・デ・ニムを顧かえりみて尋たずねた。

「僕たちの、今後の予定だが──」

「はい」

　恭うやうやしく、ニムは畏かしこまりつつ、既に暗記している二人のスケジュールを澱よどみなく奏そう上じようした。

「陛下とフォーマルハウト侯こう殿でん下かにおかれましては、この後銀河標ひよう準じゆん時間にして一週間で、十三個の惑星国家を親しん善ぜん訪ほう問もん、都つ合ごう九ここの度たびの晩ばん餐さん会かいと七つの園えん遊ゆう会かいに出席なさるご予定にあらせられまする」

「うげ──」

　イサムは思わず吐はき気けがした。まだ記き憶おくにも生なま々なましい、披露宴での悪夢が甦よみがえる。因ちなみにフオーマルハウト侯というのは、ラアルゴン側でイサムに与えられた爵しやく位いであり、従一位、皇族では三さん品ぼんに相当する。

「一週間で、九回も晩餐会に出るのか!?」

「時差の関係で、そうなっております」

「胃い袋ぶくろがもつかなあ……」

　各惑星国家を巡めぐるのだ。すべてがイサムの舌に合う料理ばかりであるという保ほ証しようはない。

「アザリン、君もウエスト回りには気を付けろよ」

　新婚早々、妙みような心配もあったものである。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ」

　と、当のアザリンは平へい然ぜんとしていた。

「式の当日は、食べる暇いとまもなかった。それにこんなこともあろうかと、予あらかじめ肥ひ満まん防止薬を飲んでおる……」

「そんな便利なものがあったのか？」

「皇帝の必ひつ需じゆ品ひんじゃ」

「なるほど──」

　イサムはさもありなんと頷うなずいた。

「しかし、これがハネムーンと呼べるのかねえ……」

　すべてが公式行事の連続である。プライベートなど、かけらもありはしない。

　本当に二人が、二人だけの時間を持てるのは一年は先のことであろう。

「う～ん」

　イサムは唸うなって肩を押さえた。

「若いのに肩凝こりか？」

　アザリンが微笑んだ。

「違うんだ。痛むんだよ」

　とイサム。

「披露宴で、シュンの奴やつにはたかれた」

「シュンの怪かい力りきでか？」

「そうなんだ……」

　かつて銀河を震しん憾かんさせたアシュラン三兄弟の末まつ弟ていで、唯ゆい一いつの生き残りであるティン・シュン辺へん境きよう伯はくの手荒い祝しゆく福ふくなのである。

「アザリンを宜よろしく頼たのむと言って……」

「それはこたえたであろう」

「昨夜ゆうべシャワーを浴あびる時に見たら、痣あざになっていた……」

「それはそれは──」

　微笑むアザリン。

「いかにもシュンらしい」

「そ、そうだね……ハハ……」

　ひきつった笑いを浮かべるイサム。本当はさらに小声で、

『もしもアザリンを泣かすようなことがあってみろ、俺が必ず貴き様さまを縊くびり殺してやるぞ』

　と、囁ささやかれたのだ。単なる脅おどしとは、とても思えぬ迫はく力りよくであった。さすがにそこまでアザリンに告げることは憚はばかられる。

「後こう悔かいしておるのか？」

　それを察さつしてか、アザリンはイサムに尋たずねた。

「朕ちんと契ちぎったことを、後悔しておるのか？　イサム……」

「滅めつ相そうもない！」

　イサムは言げん下かに否ひ定ていした。

「それどころか、とても幸福だよ。苦く労ろうに見合う、いや、それ以上のものがある!!」

「きっとそう言ってくれると思っていた……」

　アザリンは幸せそうに微笑んだ。

「朕は幸福じゃ……」

「なら──」

　その笑顔で、イサムの苦労のすべては瞬しゆん時じにして報むくわれたのである。

「僕も幸せだよ、とても。そう、とても……」




「いよう、イサム！」

　晩餐会で膨ふくれた腹を抱かかえて青あお息いき吐と息いきでいると、思わぬ客人がイサムの個室を訪れた。

「元気か!?　おっと、愚ぐ問もんだった……」

　寝ているイサムを一目見るなり、彼は言った。

「そろそろ胃袋のオーバーホールが必要じゃないかって、思って来てみりゃ案あんの定じようだ」

「笑わないでくださいよ！」

　怒る気力もなく、それでも嬉うれしそうに、イサムは言った。

「スナガ准じゆん将しよう……」

　イサムにとってはこれ以上はないほど、実に有能な副官であった。

「ああ、やっと……援えん軍ぐんが来てくれた心ここ地ちがします」

　臆おく面めんもなしに、ぼろぼろと泣いた。

「おまえが俺おれを見て泣くなんて、相当にハードスケジュールがこたえたんだな……」

　スナガは心しん底そこ同情してくれた。

「確かにハードですよ。あれがスケジュールと呼べるものなら……」

　苦労して、ベッドに半身を起こす。

「でも、来てくれて嬉うれしいです」

「報道を見て、えらいことになったと思ってな。おまえの忍にん耐たい力りよくを、少々見直しているところさ、な」

　年上の副官はそう言って、もう一人の客人に目め配くばせした。

「まったくだ」

　目配せされたアンドリュー・バーミンガム大佐が頷く。

「でな、イサム。そんなおまえにささやかながら貧ひん者じやの一いつ灯とう、差し入れだ」

　そう言って、何の変へん哲てつもないコンビニのビニール袋を差し出した。

「これ食って、元気になれ！」

「もう入りませんよ！」

　とイサム。一週間で九回の晩餐会は、やはり無む謀ぼうであった。スーパー正せい露ろ丸がんもハイパー太田胃い酸さんも、屁への突つっ張ぱりにもならなかった。

「これを見た後でも、そう言えるかな？」

　笑いながらバーミンガムが、ビニール袋の中身をイサムの枕まくら元もとに開け始めた。

「わお!!」

　イサムの絶ぜつ叫きよう。

「これなら入る！」

　宇宙軍ブランドの、カップ麵めんにコンビーフ、それとレトルトカレーであった。

「これが食べたかったんだ！」

　そう言ってイサムはカップ麵に頰ほお擦ずりさえした。

「夢にまで見た……」

「な、俺の言った通りだろ」

　バーミンガムがスナガに向かって微笑んだ。

「公式行事で辟へき易えきしている奴には、慣なれ親しんだ味がいちばんの御ご馳ち走そうなんだよ」

「しかし、よくこんなもの、この船に持ち込めましたね」

　感心するイサム。すっかり元気になっていた。

「チェックは相当厳きびしいはずなのに……」

「『ちょろまかしのバーミンガム』を、舐なめないでもらおう」

　バーミンガムは笑って言った。

「ちょっと検けん閲えつの連中に、鼻薬を嗅かがせてやりゃ、効果はてきめんだったよ。おかげで宇宙一高価なカップ麵になったがな……」

「感謝しますよ」

「感謝は要いらねえ！　これも商売でやったことだ。キャッシュにして払はらってもらうぜ」

「喜んで……」

　今や銀河有数の大富ふ豪ごうとなったイサム・フジである。

「それからな──」

　今度はミツル・スナガ准将が、懐ふところからビニールで真しん空くうパックされた物を手渡した。

「これは、おまえのお袋さんである、アスカ・コリア准将から託たくされたんだ。どうか息子に渡してやってくれってな。おっと安心しろ、こっちは商売抜きだから……」

「これは──」

　真空パックを解ときながら、中身を広げて啞あ然ぜんとなるイサム。

「腹はら掛がけ……」

　それはまぎれもない『金』の字入りの腹掛けであったのだ。

「何でこんなものを──？」

「息子が腹を壊こわさないようにとの、配はい慮りよからじゃないのか？」

　スナガは微笑んで言った。

「俺にも経験がある。母親というのは、実に奇き妙みような物を送って寄よ越こす人種だ。本当は金が欲しくてたまらない時に、何な故ぜか蚊か取とり線せん香こうを宅たく配はい便びんで送ってきたりな……。息子が住んでいるところが、よほど辺境に思えるものらしいぜ。こっちの方がよっぽど、大都会だってのにな」

「そういうものでしょう」

　とイサム。

「でも、嬉うれしいな」

　そう言って律りち儀ぎに、腹掛けをするイサム。ひょっとして実にタイムリーだったかもしれない。

「おいおい、そんな物を有あり難がたがるなよ」

　バーミンガムが笑った。

「新婚妻は、マザコン男を最も嫌きらうぜ！」

「結婚したこともないくせに、わかるのか!?」

　スナガがバーミンガムを責せめた。

「おまえこそ！」

　二人はイサムとは違って、生しよう涯がい決まった相手とは所しよ帯たいを持たなかった。特にバーミンガムは女おんな癖ぐせの悪さと、例のちょろまかし癖へきさえなければ、元帥にさえなれたはずである。

「で、どうなんだ？」

　興きよう味み津しん々しん、バーミンガムが尋ねる。

「何がです？」

「決まってるだろ！」

　呆あきれつつ、彼は言った。

「新婚生活だよ」

「生活と呼べるものは、ありませんね」

　イサムは正直に言った。

「公式行事をこなすだけで、へとへとです」

「それはおまえに限っての、話だろうが！」

　焦じれったそうに、スナガが言った。

「今さっき、ここへ来る途と中ちゆうで陛へい下かに謁えつ見けんを賜たまわったんだがな……」

「そうだったんですか」

「彼女、おまえがあんまり構かまってくれないもんで、不満そうだったぞ」

「僕の体力を、過か大だい評ひよう価かしないで欲しいなあ……」

「何なら俺たちが、陛下と宜よろしくやってもいいんだぜ」

　聞き様ようによっては不ふ敬けい罪ざいとも取られかねない台詞せりふを、バーミンガムは口にした。

「え、イサム・フジ閣かつ下か……」

　何か言い返す元気もない自分が、イサムは悔くやしかった。

「パーッとやろうぜ！」

　と、スナガが元気づけた。

「な」

「そういや……」

　バーミンガムが思い出したかのように言った。

「おまえに関しちゃ、正式なバチェラーパーティというものを、やっていなかったような気もするな……」

「今からやろうぜ」

　とスナガ。

「遅おそくはねえぜ」

「明日も、過か密みつスケジュールなんですよ」

　と、泣き出しそうな表か情おでイサムは言った。

「惑星ルナコルで、三十八人もの相手に勲くん章しようを授さずけなきゃならないんです……」

「ほかしちまえ、そんなの！」

　スナガはいたって強気である。

「おまえがいなくても、あっちは一向に差さし支つかえねえさ！　そういうもんよ!!」

「そ、それもそうですね……」

　偉い大だいなる人生の先せん輩ぱいの一言が、イサムをいたく勇気づけた。

「お誂あつらえ向きに、こういうものもあるぜ」

　バーミンガムが軍用コートの内ポケットから、アイリッシュウイスキーの瓶びんを取り出した。

「こいつは商売用じゃねえ、俺個人用の逸いつ品ぴんだ。有り難く思え……」

　そう言って、イサムの枕元にあった漢方薬用のコップに、少量を注ついだ。

「ちょっと出し過ぎたぜ」

　と、残りを喇らつ叭ぱ飲みする。

「イサム・フジ閣下の前ぜん途とに幸多からんことを祈って、乾杯！」

「楽しそうじゃな……」

　そこへイサムの妻が現れた。

「アザ……」

「陛下──!!」

　スナガとバーミンガムは反射的に、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいになって敬礼した。

「そのままで、よい」

　悪事の現場を押さえた皇帝陛下は、微笑んで言った。

「黙だまっておいてやる。その代わり、朕ちんも交まぜてくれぬか？」

「花嫁入りのバチェラーパーティなんて、聞いたこともありませんよ」

　とバーミンガム。

「よいではないか。嫌いやだと言うなら、警けい護ごの兵士を呼ぶがそれでもよいか？」

「さ、どうぞお入りください……」

　スナガがさっと、上かみ座ざを空あけた。

　こうして、世にも奇妙な酒盛りが始まった。




「前から一度、訊きこうと思っていたのだがな……」

　ほんのりと桜色になったアザリンが、上気した頰ほほをスナガの耳元に近付けて、囁ささやいた。

「何でしょう？」

　柄がらにもなくどぎまぎとしながら、スナガ。女たらしの彼にも、銀河一のトップレディーの吐はく息は、やはり重じゆう圧あつであった。

「そちらは何な故ぜ、イサムなどの下におることを、潔いさぎよしとしておるのじゃ？」

「さあ……」

　スナガは首を傾かしげた。

「どうしてでしょうね？」

　改めて突っ込まれると、自分でも咄とつ嗟さには返答に窮きゆうする。

「打算か？」

「それもあるでしょう。確かに……」

　そればかりとも、言い切れない。

「妻である朕の口から言うのもなんだが、イサムは大した漢おとこではないぞ」

　誰憚はばかることなく、アザリンは言ってのけた。
















「少なくともパコパコには、数段劣おとる……」

「タイラー閣下と較くらべるなんざ、それこそ酷こくというもんでしょう」

　バーミンガムが、珍めずらしくイサムを弁べん護ごした。

「それに、イサムはまだ子供です。タイラー閣下がイサムと同じ年頃ごろには、銀河で何人ほどの人間が彼を知っていたか、お考えください……」

「うむ」

　頷うなずくアザリン。

「少なくとも、朕は知らなかったな……」

「でしょう」

　微笑むバーミンガム。

「長い目で見てやってください。俺たちもそうなんですよ。まあイサムこいつへの投とう資しは、十年かけて回収できれば御おんの字じでしょう」

「イサムは部下に恵まれておるのう」

　微笑むアザリン。

「両名とも、イサムを守り立ててやってくれ」

　当のイサムは疾とうに『撃げき沈ちん』されて、ベッドの上で寝ていた。

「こいつももう少し、タフになってくれねえかな……」

　とスナガ。

「そうすりゃ、少しはいい指し揮き官になれるんだが──」

「酒の回りが早いのは、疲れのせいじゃ」

　アザリンは言った。

「こやつめは十代の頃から、相当な酒飲みであったそうな。そうキタグチが申しておったぞ」

「ドクターの折り紙付きじゃ、いっぱしの飲んべだな。しかしどうも最近、こいつは気弱だぞ。本来の調子の、半分も出してはいない感じだ」

　スナガが言えば、

「プレッシャーには、意外に脆もろいぜ」

　とバーミンガム。

「ま、そのプレッシャーが陛下であることを考えると、頷けもしますが──」

「よし」

　と、アザリンは言った。

「イサムには、もう少し試し練れんを与えるとしよう」

「試練……ですか？」

　スナガがアザリンを見た。

「試練なら、この一週間でもう充分にお与えになったと存じますが──」

「甘い！」

　とアザリン。

「これしきのこと耐たえられねば、これから先の結婚生活は到とう底てい乗り越えられぬわ！　それに、同じ試練に朕も耐えておるのじゃ。イサムにももう少しタフになってもらわねば困る！」

「確かに──」

「言えますな……」

　何も知らず、寝返りを打つイサム。

「そこでじゃ……」

　アザリンが微笑んで、二人を交こう互ごに見た。

「そちら両名にも、協力してもらいたい」

「それはもう……」

「皇帝陛下直じき々じきの勅ちよく命めいとあらば──」

　異い存ぞんのあろうはずはなかった。

「で、こやつにはいかなる試練をお与えになりますので？」

「うむ」

　アザリンは頷いて、言った。

「こやつの朕に対する忠ちゆう誠せい心しんが、どれほどのものか見てやる」

「忠誠心……」

「それは、また……」

　二人は心中密ひそかに、イサムに同情した。選んだ相手が悪かったなとしか、言えない。

「朕の夫なら、誰よりも朕に対する忠誠を誓ちかってもらわねば、困るのじゃ」

「なるほど……」

「そこで両名に尋ねる」

「はあ……」

「そちらの見るところ──」

　アザリンは真顔であった。

「朕に対する忠誠心にかけて、人後に落ちぬ人物は誰じゃと思う。正直に申してみよ」

「それは──」

　二人とも、即そく座ざに思い付いた。しかも同じ人物であった。

「陛下への忠誠心厚あつき人物と言えば、まず真っ先に思い浮かぶのは……」

「誰をおいても、あの御ご仁じんでしょうなあ……」

「そう。国防長官の──」

「ル・バラバ・ドム閣下……」

「やはりな」

　と、微笑むアザリン。

「両名ともそう思うか」

「はい」

　二人は口を揃そろえて頷いた。

「こればかりは果か報ほう者もののイサムにも、少々勝ち目は薄いでしょうな」

「何しろ年ねん季きが違ちがいます」

「ドム閣下から見れば、イサムなど横から不意に出て来た、コソ泥どろにも等しいのでは？」

「いや、お供そなえをさらった犬かもよ」

　イサムが聞いていないのをいいことに、好き勝手を言う。

「よし、決まった」

　と、アザリン。

「今回イサムに与えられる試練は、少々厳きびしいぞ」

「陛下……」

　スナガは、さすがに少々不安になった。

「何を、お考えなのでしょうか？」

「うむ」

　アザリンは頷き、そして言った。

「イサムには、ドムと決けつ闘とうしてもらう。ドムに勝たねば、イサムは朕の真の夫とは認めぬ」

「は──!?」

　二人の目は、点になった。




「して、陛下……」

　アザリンから直じき々じきに決闘の趣しゆ旨しを聞かされた国防長官ル・バラバ・ドムは、畏かしこまりつつ尋ねた。

「決闘と一口に言っても、色々とございます。末将やつがれめは何を武器に、フォーマルハウト侯イサム・フジ殿と闘えば宜よろしいのか？」

　かつていかなる一対一の決闘にも敗れたことのないラアルゴン随ずい一いちの名将は、上うわ目め遣づかいにアザリンを見る。忠誠心では誰にも負けぬ。その自負は確かにあった。

「何なりと……」

　とアザリン。

「そちの望のぞむ武器をばもって、我わが夫と立ち合え」

「畏おそれながら──」

　ドムは申し上げた。

「たとえそれが陛下の夫であろうとも、一ひと度たび決闘となれば、私は一切、手て加か減げんは致いたしませぬぞ！」

「是ぜ非ひもない」

　とアザリン。

「構わぬ。朕が許す！　それくらいでなくば、真の試練とは呼べぬ」

「しかと、承うけたまわりましたぞ」

　ドムの口元が、ここしばらくはついぞ見せなかった残ざん酷こくな笑みに変わった。かつて宇宙を駆かけて連戦連勝であった頃の猛もう将しようドムの微笑であった。その微笑を見て生き延のびた人間は、さほど多くはない。

「畏れながらフォーマルハウト侯の御命、旦たん夕せきに逼せまりましたな。くくく……」

　ドムは本気であった。

「では、私の最も得とく意いとする、長剣での一いつ騎き打ちを──」

「わかった」

　アザリンは頷いた。

「我が夫の真しん価かも、これでわかろう」

「だと、お宜よろしいのですが……」

　陛下も新婚早々未亡人かと、ドムは奇妙な感かん慨がいを禁きんじ得えなかった。

　決闘の期日は銀河標準時間で十日後と、全銀河にありとあらゆるメディアで、告知されたのであった。

　それを知った瞬しゆん間かんに、イサムの背せ骨ぼねは文字通り凍こおり付いた。

「噓うそだと言ってくれ、アザリン……」

　彼は泣きたい心しん境きようでそう言ったが、一度発せられた皇帝の言葉は、神にも取り消しがきかないのであった。

　かくてイサム・フジの命日は、十日後と決まった。




　それはイサム・フジの『命日』を一週間後に控ひかえた、とあるぽかぽかと暖あたたかい──地球北半球では──早春の日曜日であった。

　ジャスティ・ウエキ・タイラーもと大統領は、ネオイバラキの自宅──宇宙暦以前の純和風に復ふく元げんされた木造平ひら屋や住宅。時じ価か一億五千万ギガタイラス──の縁えん側がわに腰こし掛かけ、縁の欠けた湯ゆ吞のみで梅うめ昆こん布ぶ茶ちやを飲んでいた。庭先ではもうじき四歳になる一人娘のキサラが、嫌いやがる猫を玩具おもちやにして遊んでいる。当時、まだタイラー家とヤマモト家とは近所同士ではなく、従したがって彼女はシゲチヨという最高の玩具を与えられてはいなかったのである。

　二人の訪ほう問もん者しやが現れるまでは、長閑のどかな、のどかな、日曜日の昼下がりであった。

「閣かつ下か……」

　垣かき根ね越ごしに、遠えん慮りよがちに声をかけた者がある。二人連れの、片かた割われであった。

「御ご迷めい惑わくとは思いましたが──」

「おや？」

　つい二年足らず前までは、銀河でいちばん偉えらかった漢おとこが、ゆっくりと視し線せんを上げた。

「君は確か……イサムの副官の──」

「ミツル・スナガ准じゆん将しようであります。元げん帥すい閣下──!!」

「敬けい礼れいは要いらないよ」

　と、今は一いつ介かいのプー太郎でしかないタイラーは、面おも映はゆそうな表情で言った。

「昔はともかく、今は君の方がずうっと偉い。少なくとも人類には僕なんかより遥はるかに貢こう献けんしている。違うかい？」

『これだな』

　と、スナガは思った。この一見貧ひん相そうな三十男が、いまだに宇宙軍では誰だれよりも慕したわれているその理わ由けは──。

「閣下……」

　もう一人の男──アンドリュー・バーミンガム大佐──が口を開いた。

「お助けください！　フジ閣下を……」

　ここまで張はり詰つめていた糸が、いっぺんに切れてしまった感じだ。

「フジ閣下？」

　一いつ瞬しゆん、首を傾かしげるタイラー。

「ススム・フジ大将は軍を辞やめたはずだし……」

「息子の方です」

　とスナガ。

「ああ、イサムのことか。閣下とか言うから、また誰のことかと思った……」

　微笑ほほえむタイラー。彼から見ればイサム・フジなど、生しよう涯がい遣つかいっ走りの小こ僧ぞうでしかなかった。

「イサムがどうかしたのかい？」

「殺されてしまいます!!」

　とスナガ。その目が余あまりにも真しん剣けんであった。

「ドム閣下に……」

「ドムくんが？」

　俄にわかには信じないタイラー。

「まさか!?」

「それが……畏おそれ多くも皇帝陛へい下かの勅ちよく命めいなのです」

「ああ。だったらわかる」

　とタイラー。

「ドムくんは、アザリンちゃんの命令には絶対逆さからえないんだ。忠ちゆう犬けんだからね」

『自分だって、そうだったでしょうが!!』

　と、言い出したくなる自分をスナガはぐっと堪こらえた。

　ドムが陛下の忠実な番犬なら、さしずめタイラーは愛あい玩がん犬けんであった。しかもそんなに可愛かわいかったという訳わけでもない。

「助けてください!!」

　バーミンガムが哀あい願がんした。

「イサム……フジ閣下を救えるのは、タイラー閣下だけです!!」

「パパぁ……」

　悲ひ壮そうなムードに水を差したのは、娘のキサラであった。

「ネコしゃん、おねんね」

「え？　どれどれ」

　年老いた黒猫の方に目をやるタイラー。

「おきないの」

　とキサラ。

「でんちがきれたのかな？」

「違うよ、キサラ」

　昇しよう天てんした黒猫を手に取り、父親は言った。

「ゼンマイが切れたのさ」

　確かにその方が、より適てき確かくな表現ではあったろう。

「寿じゆ命みようだったからね」

「ジュミョウって？」

「パパがあと百年近く、キサラが百何十年か分くらい持っている、クレジットカードの残ざん高だかのことさ」

　合がつ掌しようしながら、タイラーは言った。

「長いこと、キサラのお相手ご苦く労ろうだったね。ゆっくりおやすみ、パコパコ３号……」

「ネコしゃん、おねんね？」

「ああ、そうさ」

　とタイラー。娘を抱だき上げる。

「ずっとおねんね。もう、起きなくてもいいんだよ」

「きもちよさそう……」

「そうだよ」

　不ふ意いに、遠い目をするタイラー。

「とっても気持ち、いいんだよ。たぶん……」

「閣下……」

　バーミンガムが、見み兼かねて声をかけた。

「小さな子供に、噓うそは──」

「へえ、だったら……」

　不意にタイラーは、バーミンガムを見た。

「大人にだったら、いいのかな？」

　大人のバーミンガムには、咄とつ嗟さに反はん論ろんできなかった。

「ま、大人にこそ、噓は必要なんだけどね」

「でしょうが、やはり子供には本当のことを──」

「よせ」

　スナガが制した。

「他ひ人とに説せつ教きようできた柄がらか!!　それに、閣下の言われていることは、一面真実だよ。と言うか、この方が言われたことはすべて本当になるんだ。ジェーンを見ろ」

「だったら──」

　なおも何か言いたげな瞳ひとみで、バーミンガムはスナガを見た。

「その御ご威い光こうで、イサムの野郎のピンチも救って欲しいもんですな！」

「もちろん助けるさ」

　人の話を聞いていないようで、聞いているタイラー。

「子し細さいは聞いているよ。あの陛下の気き紛まぐれで命さえ左右されるとは、イサムも災さい難なんだな」

　実はどんな情報でも真っ先に入って来るネットワークを、タイラーは持っている。一の乾こ分ぶんの危き機きを、知らないはずもなかった。

「そろそろ君たちが、来る頃ころだと思っていた」

「御ご存ぞん知じだったので……」

「陛下御自身の口から、星せい間かん長ちよう距きよ離り電話で聞いた」

　これほど確かな出で処どころはあるまい。

「だが、今回ばかりは僕の言うことも、陛下は聞いちゃくれないだろうなあ……。ああ見えて、実は宇宙一頑がん固こな御お方かただから──。若いくせに、アンダーソン閣下よりも頑固なんだ。頑固さで陛下とタメを張はれるのは、ヤマモトくんか死んだミフネ提てい督とくくらいのもんだよ、まったく」

「そこをなんとか──!!」

　スナガはほとんど、土ど下げ座ざした。

「イサムは俺おれにとっても、可愛い弟みたいなもんなんですから！」

「だろうね……」

　スナガを見下ろすタイラーの瞳ひとみは、とても暖あたたかかった。

「君を見ているとわかるよ。君は僕にとっての、ヤマモトくんみたいなもんだね」

　スナガは感かん涙るいした。ヤマモトが聞いても同じくらい感涙したに違いない。

「自分からも、お願いします!!」

　そう言って、バーミンガムも帽ぼう子しを脱ぬいだ。

「御ご無ぶ礼れいは、平ひらに──！」

「何が無礼なものか」

　からからと笑うタイラー。

「僕の若い頃の無礼ぶりときたら、君の比ひじゃなかったぞ」

「それと、これは──」

　抱かかえていた、化け粧しよう箱ばこを差し出す。

「つまらないモンですが……」

　アイリッシュ・ウィスキーの十五年物だった。

「てめえにしちゃ、安物だぞ。バーミンガム」

　窘たしなめるように言うスナガに、

「何を言いやがる！」

　と、バーミンガムは嚙かみ付いた。

「こいつはな、軍の横流しじゃねえ！　正しよう真しん正しよう銘めい、この俺が自じ腹ばらを切って買ったモンなんだぞ！」

『ちょろまかしのバーミンガム』にしたら、最高級のギフトということになる。

「わかった……」

　微笑むタイラー。ウィスキーを受け取りながら、

「あだやおろそかには飲まないよ」

　と言った。

「じゃあ行こうか」

「行くって……」

「決まってるだろ」

　とタイラー。

「陛下のとこへさ」

『ここに来たのは、間違いじゃなかった！』

　バーミンガムとて、そう認みとめずにはおれなかった。

「用意はできてる。だが、その前に……」

　タイラーは言った。

「猫のお墓はかを、作らないとな。こいつはまったく、予定外イレギユラーだ。しかし生き死にだけは、たかが猫一匹、この僕をもってしても、どうにもならんね……実際のハナシ」




「それはならぬ」

　と、アザリンはタイラーの申し出を無む下げにも撥はね付けた。

「ならぬぞ。たとえそれがパコパコ、そちの頼たのみでもな。朕ちんは既すでに決めたのじゃ。イサムには、我わが夫に相応ふさわしい、逞たくましき漢おとこになってもらわねば困るのじゃ」

「その前に、死んでしまいます」

　とタイラー。

「ドム閣下と本気で、剣でやり合えばね」

「それこそが、朕の狙ねらいじゃ。それくらいシビアでなければならぬ。さもなくば、あの者の甘ったれ根こん性じようは、到とう底てい矯きよう正せいできぬ」

「陛下のおっしゃられることはまったく正しい」

　と、タイラーは肯こう是ぜした。

「ただ一点を除いては……」

「勝負の相手に、ドムを選んだことか？」

「御ぎよ意い！　さすがは陛下、御ご明めい察さつ!!」

「おだてるな」

　微笑むアザリン。

「これぞ真まことの、真剣勝負……」

「ドム閣下が、手て加か減げんするとは到底思えません。また手加減ができるほど、器き用ような漢おとこでもない。これは明らかに、陛下の人選ミスです。本気でイサムを殺したいのならともかく……」

「わかっておらぬの、パコパコ」

　アザリンは微笑んだ。

「いったい何年、朕と付き合っておるのじゃ？」

「本当に一いつ緒しよにいた期間は、正しよう味みそんなに長くはないでしょう」

　とやり返すタイラー。

「それに、文字通り寝しん食しよくを共にしていた時期の大半、私は洗せん脳のうされていましたからね。パコパコとアザリンちゃんの間あいだ柄がらはともかく、タイラーと皇帝陛下としては、そんなでもないはずです」

「そちも言うようになったの、パコパコ……」

　アザリンは静かに微笑んだ。それはペットの成長を楽しみにする飼かい主ぬしと、少しも違うところはなかった。彼女にとって、ジャスティ・ウエキ・タイラーは永遠の『パコパコ』なのである。

「朕は別に、イサムの剣の技ぎ量りようを試したい訳わけではない。試したいのは、イサムの運じゃ」

「運？」

「そうじゃ。そのためには、一いつ切さいの容よう赦しやをせぬ相手として、ドムほどの適てき任にんはおるまい」

「確かに。しかし──」

「考えてもみよ。我が夫に何よりも必要なもの、それは『運』と『度ど胸きよう』じゃ。特に運はな……。せめてパコパコよ、イサムにはそちの半分でもよいから、運と図ず太ぶとさを身に付けて欲しいのじゃ。これは朕の、切なる願いであるぞ」

「そりゃまた、シビアな要求ですな」

　タイラーは笑ったが、笑ってばかりもいられなかった。

「少々ハードルが、高すぎやしませんか？」

「そちと較くらべてしまうのは、仕し方かたがない」

　とアザリン。

「なにしろパコパコ、そちは朕の──」

「それいじょうおっしゃいますな、陛下」

　タイラーはやんわりと遮さえぎった。

「それではイサムが気の毒です」

「わかってはおるのだがな、つい……」

「ユリコと結婚したのは、私の唯ゆい一いつの決けつ断だんミスでしたかな……」

「そこまでは言わぬ、言わぬが……」

「当時は身の程ほど知らずの恋など、私の選せん択たく肢しの中にさえありませんでしたからね。それを、イサムの野郎めが、ぬけぬけと……」

「イサムにでき、そちにできなかったのは、それくらいだ。だが、だからこそ較べてしまう」

「なるほど……」

「イサムめは、妙みように如じよ才さいない。そこがまた、小こ憎にくらしいのでな、ついつい苛いじめてしまうのじゃ。あの者は自分が他人からどう見られるかを気にしすぎる。朕と結婚したのも朕を愛しているからではなく、壮そう大だいな見み栄えなのではないかと、ついつい勘かん繰ぐってしまうのじゃ。人の顔色を一切窺うかがわぬそちと、足して二で割ればちょうどよいのじゃが……」

「苛めてやってください」

　と、タイラー。

「イサムめは、苛めれば苛めるほど、伸びる素そ材ざいです。そして陛下、いまやあの野郎を、面と向かって苛められるのは、あなた様だけなのです」

「それみろ。朕の言う通りであろうが!?」

「しまった！」

　見み事ごとにアザリンの、誘ゆう導どう尋じん問もんに嵌はめられてしまったタイラー。窘たしなめに来て、結果としては逆に煽あおってしまった。

　さしもの彼も、

『イヤ～、よくあるコト……』

　などとは笑って済ませられない。

「だからな、パコパコ」

　と、とどめを刺さすようにアザリンは言った。

「もし、イサムにもしものことがあれば、すべてはそちが悪いのじゃ」

「トホホ……」

　実に何年ぶりかで見る、タイラーの情けない顔であった。

『ふふふ……。パコパコめに、一ひと泡あわ噴ふかせてやったぞ……』

　と、皇帝陛下は満まん足ぞく至し極ごくであったのだが──。




「おい、死刑囚」

　と、鉄の檻おり越しに、スナガが言った。

「元気か？」

「あなたは芸能レポーターですか!?」

　叫さけぶ気力すら、イサムにはない。

「冗談が言えるんなら、まあ大だい丈じよう夫ぶだな……」

「そうでもないですよ」

『処しよ刑けい』の日を三日後に控ひかえたイサムは、げっそりと頰ほほの肉が落ち、憔しよう悴すいしきっていた。

「最後の希望のタイラー閣下も、駄だ目めでしたからね……」

「シケた面つらすんな。この俺がついてるぞ！」

「ついてるだけでしょ……」

　投げやりに言うイサム。

「ま、そうだがな……」

「バーミンガム大佐は？」

「駆かけずり回ってる」

　と、スナガは言った。

「せめて最後に、おまえに美う味まいモンを食わせてやろうってな」

「食欲もありませんよ」

「そう言うな。俺がここに来られたのだって、あの野郎が横流し品の賄わい賂ろを、たっぷりと牢ろう番ばんの兵士に渡してやったからなんだぞ」

「だったら僕を逃がしてくれるように、説得してみてくださいよ」

「それはできねえ」

　スナガは虚むなしく、首を振ふる。

「無む理りな相談ってもんだ。もしもおまえを逃がしたのがバレたら、陛下に首をチョン切られちまうんだと……」

「そういう果か断だんなところがあるからなあ、アザリンには……」

「そうと知ってて、よく結婚する気になったな」

「その裏にあるものに、惹ひかれたんです。気き丈じように振る舞まってはいても少女は少女、僕がサポートしてあげなきゃって……」

「そこまで言うなら、自みずから蒔まいた種だ。笑って死ね」

「なかなかそこまでは……」

「あのな、イサム」

「はい？」

「いや……なんでもねえ」

『タイラー閣下は、まだ諦あきらめてねえらしいぞ』

　とは、遂ついに言い出せなかったスナガである。タイラーがこれからしようとしていることを知ったら、イサムのプライドが傷付くかも知れないと思ったからである。

　実際、それはイサムにとって、死以上の屈くつ辱じよくかも知れない。タイラーの言葉の端はし々ばしから察さつするに、彼は何かとんでもないことを企たくらんでいるように、スナガには思えてならなかった。

『ま、僅わずかな望みに縋すがってプライドを喪なくすよりかは、誇ほこり高く死ぬのもイサムの為ためだ』

　とさえ、スナガは思った。

『タイラー閣下のことだ。きっと抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうなことを、考えているに決まってる……』

「明日また、来るからな」

「アザリンに……」

　と、イサム。

「アザリンに、一言伝えてくれませんか？」

「いいとも。何と？」

「バカヤロー!!」

　イサムは叫さけんだ。スナガの耳が痺しびれた。

「今のを同じヴォリュームで、同じくらい近くで叫んで貰もらえますか」

「わ、わかった……」

　スナガは一瞬、気け圧おされた。

「こっちまで処刑されるかもな……」

「あの世でも──」

　とイサム。

「僕の副官でいてくれるかい？　スナガ准じゆん将しよう……」

「あ、ああ……」

　一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、

「もちろんだ」

　とスナガは頷うなずいた。

「てめえ一人に、いつまでも寂さびしい想おもいはさせねえよ」

「ありがとう……」

　イサムの目に、涙なみだが光っていた。

「けっ、気色悪わりいな」

　とスナガ。

「てめえに感謝されるなんてよ。早く元気になれ！　そのために、俺ももうちょっと、走り回ってみるからよ」

「頼たのむ……」

　うなだれたまま、イサム。

「僕はようやく、本当に自分がやりたいことに、いや、やらなきゃならないことに、気付いたんだ。それなのに──」

「じゃな……」

　スナガが去ってからも、イサムの独ひとり言ごとは続いた。

「アザリン、今こそ君を、心の底から愛したいのに、それなのに──!!」




「なんだ、タイラーではないか」

　ひさびさに見る顔に、国防長官ル・バラバ・ドムは目を丸くした。

「誰かと思えば……。しかし、素す直なおに再会を喜べる状況ではなさそうだな」

「どうして君は、いつもそうクールでいられるんだい」

　とタイラー。

「こんな時なのに……」

「俺の感情は、貴き様さまと出会う前に既すでに絞しぼり尽つくしてしまったのでな……。何の用だ。貴様が俺に逢あいたいという時は、大たい抵てい何か下心があるからな」

　実はそれが妙みように寂しい、ドムなのである。

「君の考えている通りの、下心さ」

「泣き落としなら、無む駄だだぞ」

　とドム。

「イサムには気の毒ながら、俺は任にん務むには私し情じようは挟はさまん主しゆ義ぎでな。陛下からの別命あるまでは……」

「君のその律りち儀ぎさには、頭が下がるよ。だから今夜は僕に、騙だまされてくれ」

「騙される？」

「そう、予告付き」

　微笑むタイラー。

「僕に騙されて、君が決けつ闘とうに出場出来なくなれば、イサムも助かり、君のプライドも潰つぶれないだろう」

「そこまであけすけに言うか？」

「言うさ。人の命がかかっているんだもの……」

　そう言って、ポケットから錠じよう剤ざいを取り出す。

「ドクター・キタグチに調ちよう剤ざいしてもらった薬だ。何も言わずに、黙だまってこれを飲んでくれ」

「まさか毒どくでは、ないだろうな……」

　冷ひや汗あせのドム。

「心配ない。これを飲むと、一週間昏こん々こんと眠ねむり続ける。叩たたいても揺ゆすっても、水をかけても顔に落着きされても起きない。副ふく作さ用ようはないそうだ」

「信じられるものか」

　とドム。

「飲めんな」

「そこをなんとか……」

　揉もみ手をするタイラー。

「駄だ目めだ。眠っている間に、俺が処刑されてしまう。陛下の御ご気き性しようを知らぬ訳わけではあるまい」

「僕が何とかするから……」

「タイラーよ」

　ドムは真ま顔がおで言った。

「イサムを救いたい気持ちは結けつ構こうだが、過か保ほ護ごすぎはせぬか？　かえってあやつめの為ためにならぬぞ」

「そうかもな」

　と、タイラー。ようやく肚はらを割った話し合いになってきた。

「だが君と真剣勝負とは、スパルタ過すぎる」

「確かに俺は、手心を加えるつもりはない」

　ドムは言った。

「しかし、俺はイサムなら、何とかなるのではないかと思っている。俺とてあの前ぜん途とある若者を殺あやめたくはないのだ」

「でも手加減しないんでしょ？」

「そうだが……。イサムが勝つのではないかと思っている。仮にも陛下が選ばれた御お方かただ。貴様の弟で子しでもあるし……。そのくらいの運は、持ち合わせているだろう。だからこそ、陛下はこの私を、決闘の相手としてお選びになられた。違うか？」

「やれやれ……」

　肩を辣すくめるタイラー。

「そんな風に過か大だい評ひよう価かされることが、いちばん迷めい惑わくなんだろうなあ、イサムにしてみれば……」

「仕方あるまい」

　と、涼すずしい顔でドム。

「それが貴様や、陛下に揉もまれて生きる者の宿命だ」

「イサムはそこまでの、器うつわじゃないね。僕が言うのもなんだが……、主人公にはなれないよ」

「ほう。ならば誰なら、主人公の重じゆう圧あつに耐たえられると言うのか？」

　興きよう味み深そうにドムは尋たずねた。

「そうだな……。例たとえば僕の娘のキサラとか……。あ、いや、今日はそんな話をしに来たんじゃない」

「とにかく、飲めんな。貴様の話も、その睡すい眠みん薬やくとやらも──」

「わかった」

　頷うなずくタイラー。

「もう何も言うな」

　そう言って、コートの下から酒さか瓶びんを取り出した。

「今夜は二人で、痛つう飲いんしよう！」

「悪くないな」

　とドム。

「昔を思い出すのも。しかし、まさかその酒にまで、眠り薬が入っているのではないのか？」

「さすがはドム君だ」

　頭を搔かくタイラー。

「実はその通りなんだ。よくわかったね」

「そうでなくては、国防長官は務つとまらん。陛下を数多あまたの暗あん殺さつ者しやの魔ま手しゆから、何度となくお護まもりしてきたこの俺だぞ！」

　矜きよう恃じを含ふくめて、ドムは豪ごう語ごした。

「さすがさすが。ヨッ、偉えらいね、大統領！」

「大統領は貴様だろうが？」

「今は無む職しよくだよ」

　そう言って、持じ参さんした酒を喇らつ叭ぱ飲みした。

「実は酒代にも、事こと欠かく有あり様さまでね……」

「なんだ。毒は入っていなかったのか」

　安心するドム。

「ならば寄よ越こせ」

　そう言ってタイラーの手から酒瓶を取り上げ、自分も喇叭飲みした。

「ふ～っ、美う味まい」

「イケる口だね、ドム君も」

「ラアルゴン人の肝かん機き能のうは、地球人の数倍だ。負けるはずがない。だが、この酒は美味いな」

「ドクターのとっておきを、くすねてきたんだ」

「よし。そういうことなら、今夜はとことん飲もう！」

　二人は膝ひざを突き合わせて、杯さかずきを酌くみ交かわした。
















「ふ……」

　と、何杯めかの杯を干ほしてからドムは北ほく叟そ笑えんだ。

「さすがよな、タイラー。相あい打うち覚かく悟ごとは、俺もさすがにそこまでは読めなかった……」

「そゆコト……」

　眠い目を擦こすり、欠伸あくびを嚙かみ殺しながらタイラー。

「君さえ眠らせることができるなら、別に僕だって寝ねちゃって、構かまわない訳だからね。それに気付かなかったのは、君の負け……」

「ふ、まったく──いつになったら、俺は貴様に勝てるのかな……」

　妙に嬉うれしそうに言うドム。その手から杯が、ポロリと落ちた。

「申し訳ございませぬ……陛……下……」

　それきり心ここ地ち好よい、寝息を立て始める。

「まずは……これで……よし……と」

　タイラーも満足そうに、上体が船を漕こぎ始める。

「あと……は……自分で……なんとかしろ、よ……。おやすみ、イサム……」

　タイラーもコテンと倒れて、たちまち大おお鼾いびき。

　二人はそれから一週間、前後不ふ覚かくで眠り続けた。




「天あつ晴ぱれ、タイラー！」

　報しらせを聞いて、アザリンははたと膝ひざを叩たたいた。少しも怒おこってはいない。それどころか、むしろ嬉しそうに。

「さすがは朕のパコパコじゃ」

　とまで言ってのけた。

「しかし、これで助かったとは言わせぬぞ、イサム」

　彼女には、こうなることを見越した上で、ある考えがあったのだ。

「決けつ闘とうは、予定通り決行する!!」

「しかし、相手のドム閣下が……」

　と言う侍じ従じゆう長ちようペトロ・デ・ニムに、

「相手なら、おる」

　と彼女は言った。

「して、そのお相手とは？」

「わからぬか」

　と、アザリンは微笑んだ。

「わかりませぬ」

　侍従長には、お手上げであろう。

「ドム様以上の、適てき任にんとなりますと、末将やつがれめには、皆かい目もく……」

「であろうな……」

　アザリン、ここぞとばかりに微笑んで目め配くばせし、そして言った。

「イサムめの新しい決闘の相手とは、誰あろうこの朕である！　手加減はせぬ!!」

　満まん座ざ、言葉もなかった。




　決けつ闘とうの舞ぶ台たいとなるべき場所には、リングがあった。ただ唐とう突とつに、そこに置かれているという感じで──。

「殺さつ風ぷう景けいだな……」

　と、リングサイドのかぶりつき席からそれを見上げて、ハロルド・カトリ予よ備び役えき少将が呟つぶやいた。

「そうは思わないか、クライバーン？」

「ああ」

　隣となりで頷うなずくミッキー・クライバーン海兵隊大佐。手には米こめ俵だわらほどもあるポテトチップの袋を抱かかえている。リングサイド観かん戦せんの、定てい番ばんアイテムである。

「そんなことよりカトリよ、これを見て気付かねえか？」

「何に？」

「だからよ、このリングにさ」

「うん」

　と、カトリは頷いて、

「そりゃ、わかるさ。このリングがかつての地球の、ボクシングのリングを復ふく元げんしたものだということぐらい」

「ちっちっち！」

　まだまだ甘いなという顔で、クライバーンは指を振ふった。

「違いますぜ、少将閣かつ下か。リングはリングでも、ボクシングのリングじゃねえ。ようく見な。ロープが三本だ」

「言われてみれば……。するとこれは──」

「そう」

　と、頷くクライバーン。

「こいつは、プロレスのリングを復元したもんだ。間ま違ちがいねえ」

「しかし……」

　とカトリ。

「いずれにせよ、場ば違ちがいだな。剣での決闘に、プロレスのリングとは……」

「俺おれもそう思う。だが、きっと陛へい下かは──」

　微笑ほほえむクライバーン。

「イサムの野郎をロープに振って、戻って来たところを剣で一刀両断にしたかったんでしょう。あるいは、リング中央に叩たたき付けておいて、コーナーポストのロープ最さい上じよう段だんから、フライングソードアタックで串くし刺ざしにするつもりかな？」

「そこまでやるかい？」

「やる」

　クライバーンは断だん言げんした。

「新婚生活には、えてしてそういうストレスが溜たまりがちだ。閣下にも覚えがあるだろ」

「そ、そんなものは……」

　カトリは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

「ない……。ウチはずっと家庭円えん満まんだ。い、一度も夫ふう婦ふ喧げん嘩かなど、したことは……ない」

「はぁ～っ」

　と、肩を竦すくめ、ため息を漏もらすクライバーン。

「溜ってるな、相当……」

　場内は、早くも異い様ような熱気と興こう奮ふんに包まれていた。だれもがフォーマルハウト侯イサム・フジが、愛する妻の手で首を刎はねられるところを一目見ようと、詰め掛かけたのである。

「早く始めろよ！」

　との野や次じが飛ぶ。

　それがすべて、かつての新郎新婦の知り合いだったりするから、始末が悪い。

「早いとこ、イサムの野郎をぶち殺せ～!!」

　誰だれもイサムが勝つなどとは、思ってもいない。

「当然だろう」

　と、クライバーンは言った。

「陛下はああ見えて、幼い頃ころからありとあらゆる武術を嗜たしなんでおられる。しかも、教師はすべて超ちよう一流の武術師し範はんばかりだ。おまけに筋もいい。イサムは敵じゃねえ」

「……だろうな」

　とカトリ。

「気の毒に──」

「イサムの腕は、俺もよく知っている。一度っきりの決闘で、まぐれで勝利を収おさめたことがあるだけだ。その時は、俺やキーナンの旦だん那なや、アンドレセンも一いつ緒しよだった。まだ機械の体になる前の話だ」

　自分も半分は機械の体になったクライバーンが、懐なつかしそうに呟く。

「アシュラン戦せん役えきの時だな」

　とカトリ。

「知っているよ。俺も戦せん艦かんの操そう縦じゆうで一いつ緒しよだったじゃないか。アルツハイマーが始まったな、クライバーン」

「ぬかせ！　まだまだそんな歳としじゃねえよ!!」

　ムカッとなり、思わずポテトチップの袋を握にぎり潰つぶす。

「ま、あん時みたいな幸運が、も一度イサムの上に起こらねえ限りは……」

「そんなことより、聞いたか。リングアナ兼けんレフェリーは、あの──」

「知ってる」

　とクライバーン。

「あの方かたがなあ……」

「本当は、旦だん那なの方がレフェリーをやるはずだったんだがな……」

「眠っちまったんだから仕し方かたがねえだろ」

　笑うクライバーン。

「本来の決闘の相手を、『道連れ』によ」

「おっ、噂うわさをすれば……」

　リング上に、リングアナ兼レフェリーが現れた。

「うげ──」

　その姿を一目見た瞬しゆん間かんに、クライバーンは目を見開いた。

「あの恰かつ好こう……」

　会場中の目という目が、一瞬釘くぎ付けになる。

「お待たせしましたぁ～！」

　なんとユリコ・タイラー中佐は、金ラメのレオタード姿でリング上に登場したのである。

「眠ってしまった無責任な亭てい主しゆに成り代わり、本日のリングアナ兼レフェリー役を務つとめさせていただきます、不ふ肖しよう、私、ユリコ・タイラーでぇ～す!!」

「あの夫婦も……」

　目を皿のようにしてかぶりつきから見上げながら、クライバーン。

「結構溜ってた、みてえだな」

「しかし、一児の母になっても容よう色しよくは衰おとろえていないなあ……」

　感心しながら、唸うなるカトリ。

「きっとエステに何百万も……。あ、いや、そんなことは──」

　不ふ意いにしどろもどろになる。ユリコが一瞬、リングサイドのカトリを睨にらんだのである。

「昔以上に、美しい……。これはお世せ辞じじゃないぞ。また口く説どきたくなった……」

「クレアにチクるぞ」

　と、小声でクライバーン。

「そ、それだけは勘かん弁べん……」

　顔面蒼そう白はくになる。いまや宇宙一の恐きよう妻さい家か、ハロルド・カトリである。

「では早速、皆みな様さまお待ちかねの選手入場でぇ～す！」

　年甲が斐いもなく（？）ユリコが叫さけぶ。

「オ──ッ！」

　怒ど号ごうのように、会場が沸わいた。

「赤コーナー、挑ちよう戦せん者しや、一二七パウンド！　イサム・フジ──ッ!!」

「オ～ッ！」

「頑がん張ばれよ～っ！」

「どうせ死ぬけどな……」

「く～っ!!」

　さめざめ泣く、リングガウン姿のイサム・フジ。

「青コーナー、デフェンディングチャンピオ～ン、一〇一パウンド二分の一～ッ！　アザリン・ド・エル・クラン・ライクン!!」

「うぉ～ッ!!」

「待ってました～！」

「大統領!!」

「皇帝陛下だろ……」

「そうとも言う」

「そうとしか言わん！」

　アザリンがガウンを脱ぬぎ捨てると、その下はなんとハイレグのリングタイツ姿だった。

「勿もつ体たいなくて、目が潰つぶれる……」

　手を合わせながら、クライバーン。

「後光が射して見えるぜ。なまんだぶなまんだぶ……」

「こりゃますます、イサムに勝ち目はなくなったな……」

　勝っても観客に、寄ってたかって殴なぐり殺されるのがオチであろう。

「両選手とも、ルールはわかってますね」

　ユリコが念を押す。

「わかっておる」

　と、胸を張はってアザリン。

「勝負はどちらかが、死ぬか戦闘続行不可能になるまで……だったな」

「とほほ……」

　今にも泣き出しそうになりながら、イサム。

「こら、イサム！」

　アザリンが叱しつ咤たした。

「朕ちんに殺されるのが、それほど不ふ服ふくか!?」

「そうだそうだ～！」

　叫さけんだのは、なんとイサムのセコンドであるスナガ准じゆん将しようであった。

「勿もつ体たいねえくらいだぞ！　この銀河一の幸せ者～」

「す、スナガまで……」

　イサムは死にたくなった。否いな、まだ若い身空で死にたくはなかった。ジレンマに身も心も、引き裂さかれそうだ。

「ああ、僕の一生って一体……」

「では」

　コホンと咳せき払ばらいして、ユリコは言った。

「両者共、剣を執とって──」

　恭うやうやしく、ビロードの布に乗せられた幾いく口ふりもの剣が両者の前に運ばれてきた。むろん、すべて真剣である。

「これがよいな」

　と、アザリンがひときわ長大な剣を選んだ。軽々とそれを振り回してみせる。

「うむ、重さも丁ちよう度どよい。手に馴な染じむ……」

　ラアルゴンの刀匠が丹たん精せい込めて鍛きたえ上げたセラミック刀である。大きさの割には軽く、しかも刃には肉切り包丁のようにギザギザの縁ふちが付けられている。これで斬きれ味はいや増すのだ。

「これで斬られたら、さぞや痛いであろうなあ……」

　イサムを横目で見て、北ほく叟そ笑えむアザリン。

「く～っ……」

　イサムの顔から、血の気けが引いた。

　仕方なく、自分も小振りの剣を選ぶ。

「では両者とも、コーナーに戻って」

　イサム側のセコンドは、スナガとバーミンガム、そしてアザリン側のセコンドは、なんとシア・ハスであった。

「遠えん慮りよは要いりませんよ、陛下」

　三人目の子供を妊にん娠しん中のシア・ハスは、笑いながらアドバイスした。

「世の亭てい主しゆなんてものは、ガツンと一発かましてやったらいいんです。容よう赦しやなく、斬り捨てちまいましょう！」

「うむ」

　頷くアザリン。

「それもよいな……。時にシア・ハス」

「は──」

「そちの夫は、どうした？　会場にも姿は見えぬようじゃが……」

「昨夜ゆうべの帰りが遅おそかったもんで、あたしの一いち撃げきを頭に受けて、家で寝ています」

「ふふふ……相変わらずじゃのう」

「陛下も、心措おきなく──」

「もとより」

　アザリンは言った。

「そのつもりじゃ！」

「何か言い遺のこすことはねえか？」

　と、対する赤コーナーでは、スナガがイサムに囁ささやいていた。

「安心しろ。骨は俺たちで拾ってやる」

　セコンドと言うよりも、死し刑けい囚しゆうの懺ざん悔げを聞いてやる牧師のようだった。

「た、タイラー閣下に……」

　紙のような顔色で、イサムは言った。

「目が覚さめたら、イサムがありがとうと言っていましたと……くれぐれも……」

「わかった」

「セコンド、離れて」

　ユリコが言った。

「両者、リング中央へ──」

　まず、チャリンと剣を軽く合わせてから、握あく手しゆする。

「イサム、正せい々せい堂どう々どう、尋じん常じように勝負じゃ」

　とアザリン。余よ裕ゆうである。

「どっちが勝っても、恨うらみっこなしじゃぞ」

「どこが……」

　それが今のイサムにできる、精せい一いつ杯ぱいの反撃であった。

「では──」

　ユリコはウインクして、厳おごそかに宣せん誓せいした。

「皇帝ファイト、レディー・ゴー!!」




「イサム、この腰抜けめが！」

　いきなり鍔つば競ぜり合あいで、アザリンが新婚の夫を罵ば倒とうした。

「根こん性じよう無し!!」

「なに……!?」

　萎なえかけていたイサムも、これにはカチンときたらしい。押し返す。

「そ、そこまで言わなくても……」

「いいや、言わせてもらう」

　再び押し返す、アザリン。

「貴き様さまは希き代だいの、根性無しじゃ！　この宇宙一の見掛け倒し男！」

「い、言われなくたって～！」

「パコパコの爪つめの垢あかでも、煎せんじて飲むがよいぞ!!」

「そ、そこまで言うなら、僕にだって！」

　思わず本気の打ち込み。アザリンはそれを刀の峰みねで受けた。

　火花が散る。

「言わせてもらうぞ。君は横おう暴ぼうだ!!」

「なにっ!?」

　アザリンの反撃。手しゆ練れんの一撃であったが、イサムはそれを無意識のうちに、受け流していた。通常の精神状態では、まず受け損ねて斬きられていたろう。

「朕のどこが、横暴なのじゃ!?」

「全部！」

　とイサム。渾こん身しんの力で、アザリンの剣を撥はね返した。

「全部だ！　この専制君主!!」

「黙れ庶しよ民みん！」

　アザリンの回転斬り。イサム辛からくもこの奥おう義ぎを返す。

「見み事ごとだ……」

　思わず呟つぶやく、リングサイドのクライバーン。

「イサムの野郎、なかなかやるぜ」

「やはり貴様は、一般庶民よ！　皇帝の夫には、相応ふさわしゅうない」

「家いえ柄がらにこだわるのは、君のさもしいところだ！」

　とイサム。

「落魄おちぶれた皇帝家が、なんぼのもんだって言うんだ!?　家柄ならこっちは、歴代の軍人の家系だぞ！」

「よく言うわ」

　稲いな妻ずまのような突きを息つく間も与えず繰くり出すアザリン。しかしイサムは怒いかりに我われを忘れており、その悉ことごとくを受け流してしまう。

「私生児のくせに!!」

「言ってはいけないことを言ったね、アザリン……」

　イサムがキレた。

「死ね！」

　大上段の打ち込み。油ゆ断だんしていたアザリンは受け損そこね、尻しり餅もちをつく。

「あっ……」

「母さんを侮ぶ辱じよくする者は、消えてなくなれ！」

　辛くも避さけるアザリン。

「それじゃ！」

　声を大にして叫ぶアザリン。イサムの刃を、弾はじき返す。

「そこがいちばん、気に入らぬところよ!!　このマザコンめが！」

「悪いか！」

　とイサム。

「そっちこそ、ファザコンのくせに!!」

「言うたな！」

　アザリンも頭に血が上のぼった。さっきまでの余裕がなくなる。

「もう一度でもぬかしたら、貴き様さまの首がなくなると思え！」

「何度でも、言ってやる！」

　さらに、火の出るような打ち込み。アザリンも返し、両者ともこれを躱かわす。

「僕よりパコパコ……タイラー閣下がそれほど可愛かわいいか!?」

「ああ、可愛い！」

　とアザリンの突き。イサムの頰ほほが切れた。しかし痛みも感じない。

「少なくとも貴様の数千万倍可愛いぞ！」

「そ、それが、それが……」

　イサムは慟どう哭こくした。それと同時に、全身から湯ゆ気げが立つ。怒りに我を忘れた。

「いっちゃん、気に入らないんだよォ!!」

「そら、本ほん音ねが出たな」

　嘲あざけるアザリン。

「なにが、『僕はタイラー閣下の次でいいからね』だ。そちの二に枚まい舌じたなど、朕には端はなからわかっておったぞ」

「それを承しよう知ちで、僕と結婚したのは誰だ!?」

　吠ほえる。

「名ばかりで落魄れた皇帝家に、羽は振ぶりのいいフジ家の実じつ権けんが欲しかったんだろう。こっちは日の出の勢いだったからな」

「黙だまれ！　そっちこそ、皇帝家の名が欲しくてたまらなかったくせに！」

「そうさ。お互いに花と実を、取り換かえっこしたのさ。この結婚は、言ってみれば政せい略りやく結婚だった」

「しかし、計算外にそちは、頼りないマザコン男であったぞ！」

「そっちこそ、二言目にはパコパコ、パコパコで、僕はもううんざりなんだ！」

「貴様の方こそ、パコパコに頼りっ放しではなかったか!?　この、金魚の糞ふんめが！」

「ええい、黙れ！」

　普通なら、必殺の一いち撃げき。アザリンは難なん無なくこれを返した。

「な、なんだか……」

　見ていてカトリの方が、怖こわくなった。

「凄すごい壮そう絶ぜつな闘たたかいになってきたな……」

　正直、見続けているのが怖い。両者の言葉が既き婚こん者しやであるカトリには、いちいち胸に突き刺さるのである。

「俺は独身で、本当によかったぜ……」

　しみじみ言う、クライバーン。その彼とても、冷ひや汗あせびっしょりである。

「夫婦ってのは、お互いこれほど言いたいことを胸に隠かくして、その上で笑顔を取とり繕つくろって、暮らしているんだよなあ……」

　しかもまだ二人は、新婚一か月にも満たないのだ。

「いいか、言っておくぞ！」

　剣を振りかぶりつつ、イサム。

「僕に口答えするな!?」

「貴様も男だん尊そん女じよ卑ひか、イサム。フェミニストが聞いて呆あきれるわ！」

「うるさい！　女が男を立ててこその、男女同権だ!!」

「そう思っておるところが、そちも旧ふるいの。早くも馬ば脚きやくを現したわ！」

「ええい、小こ賢ざかしい！　ああ言えばこう言う!!　僕は夫だぞ！」

「朕は皇帝じゃ!!」

「家の中では、男と女、僕が関かん白ぱくだ！」

「その舌、斬り落としてやる!!」

　アザリンの鋭するどい一ひと太た刀ち。イサムは間かん一いつ髪ぱつで避けたが、あと数ミリで頸けい動どう脈みやくは寸すん断だんされていたであろうことは疑いない。

　イサムにはもう、恐怖はなかった、怒りだけである。

「言いたいことは、山ほどある！」

「朕もじゃ!!　だいたいテーブルマナーが、悪過すぎる！」

「なにを！　そんなもの、気にしないと結婚前に言ったじゃないか!?」

「実は気にしていた……。愛があればと思うておったが、貴様がこれほど底の浅い漢おとことは思わなかった。哀かなしいぞ」

「哀しいのは僕だ！　君は頭が固い!!　それに冷れい酷こくだ。人が苦しんでいるのを見て笑っている」

「それはそちに、難なん局きよくを一人で切り抜ける力強さを身に付けさせるための親心……」

「実は、それを見て楽しむサディストだ君は！　やっぱり父親の愛情に乏とぼしい問題家庭に育つと、性しよう根ねは曲がるんだよな！」

「言うな!!　問題家庭はどっちだ!?」

「どっちもどっちね……」

　と、レフェリングしながらユリコ。

「キサラの教育には、気を付けよう……。性格が歪ゆがんだりしたら、困るわ」

　実はもう手て遅おくれだったりする……。

「この──」

　踏ふみ込むイサム。

「わからずやめっ!!」

　アザリンの髪が数房、切れて舞った。

「どっちが!?」

　アザリンの切っ先が、イサムの肩口をかすめた。

「新婚旅行の行く先々で、母親にこっそり電話をかけて愚ぐ痴ちっていたろう！　許せん!!」

「やっぱり盗とう聴ちようしていたな！」

　とイサム。

「そっちこそ、僕の写真よりもタイラー閣下の写真の方を大たい切せつにしているくせに……。知ってるぞ！」

「それがどうした!?」

　とアザリン。

「悔くやしかったら、パコパコを越こえる漢おとこになってみろ!!」

「越えてやる！」

　とイサム。

「絶対越えてやる!!」

「朕も、貴様の母親よりも魅み力りよく的てきな女になってやる！」

「無理だね」

　と、にべもなくイサム。

「それなら、まず裁さい縫ほうの勉強をしろよ」

「キ～ッ!!」

　キレるアザリン。剣を振り回す。

「へ、陛下……」

　セコンド席から叫ぶシア・ハス。

「お気を確かに……あ、つつ！」

　やにわに腹を押さえた。

「う、産まれる!!」

「ドクター！」

　慌あわてて駆かけ寄ったカトリが、会場のどこかにいるドクター・キタグチを呼んだ。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！」

　アザリンの連続斬り。

　イサムは後退しつつ避けた。

「なんともまあ……」

　呆あきれるバーミンガム。

「とんでもねえことになりやがったな」

「こうなることは……」

　と、微笑みながらスナガが言った。

「タイラー閣下には、わかっていたみてえだな」

「なに!?」

「何もかも、お見通しだよ、あの人は……」

「そうだったのか……」

「それにしても、見ろよあの二人の楽しそうなこと。嬉き々きとして、夫ふう婦ふ喧げん嘩かしてるぜ」

「ああ。そんな犬も食わねえものを延えん々えんと見せられる俺たちこそ、いい面つらの皮ってやつかな？」

「でも、楽しいぜ」

「ああ」

　頷うなずくバーミンガム。

「大昔の地球にも、こんなテレビ番組があったようだが……。収しゆう拾しゆうつくのかね？」

「わからん」

　と、スナガ。

「だがよ、少なくともあのままストレスを溜ため続けながら無む味み乾かん燥そうな新婚生活を続けるよりかは、結果としてこの方がよかったんじゃないかって俺は思うぜ。膿うみは出し切っちまった方がいい」

「雨降って、地固まるってやつか？」

「ちょっと違うような……」

「しかし、ストレスを解かい消しようしているのはあの二人だけじゃねえぞ」

　バーミンガムは言った。

「会場にいる全員、俺たちも含ふくめて、ストレスを発はつ散さんさせている……。そういう効果は、確かにあるぜ」

「あ、ああ……。それにしてもあの二人、修復は可能かな？」

　他人事ながら、心配になってくる。

「さ、さあ……。でも、まあ、まだ若いから──」

「そういう問題か？」

　二人はまだ罵ののしりながら闘い続けていたが、その動きは誰の目にも緩かん慢まんになっていた。

「だから……」

　喘あえぎながら、剣を振りかぶるイサム。

「全部、君が悪い！」

「いいや……そちの責任じゃ……」

　辛かろうじて受けながら、アザリン。

「それにしても……そちもなかなか続くではないか、イサム……」

「男だ……からな……」

　言った途と端たんに足がもつれた。だがアザリンも打ち込む余よ力りよくがない。

「少し……ほんの少し……見直したぞ、イサム……」

　タオルを差し出す。

「これで血を拭ぬぐえ」

「すまん……」

　手早く傷の手当てをしながら、

「なんか、バカバカしくなっちゃったね」

　微笑む。

「でも、やっと言いたいことが言えたような気がする……」

「難なん儀ぎな奴やつじゃ」
















　とアザリン。

「素直ではない」

「どっちが!?」

「それより、言いたい放ほう題だい言ってくれたの」

「そっちこそ……」

「どうする？」

　アザリンは尋たずねた。

「これでそちと朕とが合わぬことは、はっきりした。二人の問題は浮うき彫ぼりにされたわけじゃが、別れるか？　それがいちばん早そうじゃぞ」

「とんでもない！」

　と、イサムは言った。

「君には、まだまだ言いたいことが山のようにある。一生かけて、屈くつ服ぷくさせてやるぞ！」

「わかった」

　微笑むアザリン。

「朕は、受けて立つぞ、イサム」

　それから二人は衆しゆう人じん環かん視しの中で、やおら抱だき合って熱いキスを交わしたのである。

「両者……試合続行不可能と見み做なし……」

　レフェリーのユリコは、そう言うしかなかった。

「この勝負、引き分け……」

　凄すさまじいブーイングが、巻き起こった。




「一体なんだったんだろうな、俺たち……」

　会場を後にしながら、バーミンガムはスナガに言った。

「俺たちのしたことって、結局は誰かさんの掌てのひらの上で、踊おどらされただけじゃあ……」

「馬鹿野郎！」

　とスナガ。

「踊っただけで何事もなく済んだんだから、それでいいじゃねえか!!」

「そうだけどよ……」

　釈しやく然ぜんとしない。

「あの夫婦、これで勝手に幸せになりやがりしたら、承しよう知ちしねえ！」

「俺たちも……」

　不意に空を見上げて、スナガは言った。

「そろそろ潮しお時どきかな、バーミンガム……」

「馬鹿言ってんじゃねえよ」

　と、バーミンガム。

「あののろけと醜しゆう態たいを見たろう。あんな不ぶ様ざまな姿を晒さらすくらいなら、俺は一生独身で、遊んでいるよ。それともてめえはほだされたのかよ、ミツル。え？」

「まさか」

　スナガは笑った。

「俺もおまえと一いつ緒しよだよ、アンドリュー」

「ば、バカ！　寄るな!!」

　慌あわてて手を払はらう、バーミンガム。

「誤ご解かいされるじゃねえか!!　俺はその気、ねえぞ！」

「違うよ」

　スナガは笑い、そして言った。

「俺は、決めたんだ。俺たちはイサムをバックアップしようぜ。タイラー閣下とヤマモト元げん帥すいみたいな関係を、イサムと築きずくんだってな」

「バックアップするつもりで、実はバックアップされてたりしてな……」

　バーミンガムの何なに気げない一言は、スナガには冗談とも思えなかった。


『オキュパイドハネムーナー』完












　あとがき




　例えばジグソーパズルの、無数にあるピースの一片一片が、人間だとしようか。現実はそれほど単純ではないけれど──。

　人間は大抵、自分というピースを中心に、世界という『絵』を見ている。ところが、別のピースである他人には、また違った絵が見える。ある人にとっての『自分』は、世界の中心であるけれども、別の人間にとってのその人は、世界の一部を形造る『他人』、ワン・オブ・ゼムでしかない。試みに、そのピースを取り去ってみると、そこにはそのピースが占めていた空間が『空虚』となって遺のこる。その穴はやがて別のピースによって埋められていくけれど、完成した絵は微妙に違う。その人がどんな形のピースだったかは、抜けてみて初めてわかる……。

　およそ、僕が『外伝』を書くのは以上のような理由による。複雑に絡み合ったピースからちょっと目を離して、全体的な絵を眺め、それから今まで見ていたピースとは別の一片を視点の中心に据えて、再び全体像を眺めてみる。そうすると、今まで見えていたのとはまた違った『宇宙』が見えてくるのである。

　タイラー以外の人間の目に映るタイラーを描くことによって、タイラーの視点からは描けないタイラー像が浮き彫りになる。これは作業として結構面白く、一度やったら病み付きになるのだ。まあ、もとの設定がしっかりしていないのにこれをやると、世界が破は綻たんしてしまうという危険と、背中合わせではあるのだけれど……。

　月刊ドラゴンマガジンに連載した三本の外伝（本当は四本あるのだけれど、残る一本はまたの機会のお楽しみということで……）は、こうした意図の下に描かれた。文庫にまとめるに当たっては、これを一応の『年代順』にしてみた。タイラー以前と、タイラーの雌し伏ふく時代と、タイラーの第一線リタイア後の物語である。この順に読むと、連載時とはまた違った『世界』が見えてくるから面白い。なんとなく、タイラーという存在の持つ意味が朧おぼろげながら垣間見得るのである。この連載を続けていた時期は、並行してタイラーの娘であるキサラをヒロインに据えた『無責任キッズ』シリーズを鋭意執筆していた時期と重なるので、それと併せて読むと、さらに微妙な人間関係が浮き彫りになるという寸法だ。ともかく、全ての話が有機的かつジグソーパズルのように、複雑怪奇に絡まっているのだ。あるエピソードの伏線が、とんでもないところにあったりして、どこからどう読んでも、それなりに楽しめるよう、作者なりに工夫したとだけ言っておこう。どの伏線がどこに繫つながるのかは、あなたがひとつひとつ確かめて、独りでニヤリとしてください。くれぐれもまだ全部を読んでない人の楽しみを、奪ったりはしないように……。

　もっとも、どのエピソードを最初に読むかによって、視点も微妙に変わってくるはず。できることなら、この物語に関する記憶を全て消して、一読者として真っ白な状態から読み直したいというのが、作者の叶かなわぬ望みなのだが……。だから、まだこのシリーズを全然読んでいないという人が、素直に羨うらやましいのだ。いや、マジで──。

　それでは、個々の作品に関する、蛇足をば……。




『ハナー提督物語』

　何故、フジ参謀総長がタイラーをあそこまで忌み嫌うのか？　それには彼の長い長い、下積み時代を知る必要がある。そう思って書いたのがこの物語。ジャスティ・ウエキ・タイラーという万能プリペイドカードのような漢おとこが登場する以前、宇宙はこれほどまでにシビアだった……。そういう意味では、かのドムを描いた外伝、『緋あかき獅子』にも通ずるものがあると思う。ともかく、目の上のタン瘤こぶであるミフネ提督をやっとの思いで出し抜いて、さあ、これから俺の時代だ……とフジ参謀総長が思っていた矢先に登場し、美お味いしいところを全部さらっていったのがタイラーという漢。あなたがもしもフジ中将（当時）の立場だったとしたら、こんな奴許せます？

　他にもこの物語は、ユーミとエィミィのハナー・シスターズが、どうして空戦の天才だったのか……という伏線にもなっているんですけどね。しかし、この物語の主役はフジでもハナー提督でもなく、実はイサム・フジの母親であるアスカ・コリアのような気がする。逆に言えば、ススム・フジを参謀総長にまで押し上げたのは彼女の功績だろう。




『カトリくんタンマ』

　カトリって、結局主役にはなれないキャラクターかもしれない……。この物語を書いてみて、どんなにこっちでプッシュしても、どんどん脇役然としていくカトリを見ながら、つくづくそう思った次第である。あんなに美形なのにねえ……。これではほとんど、タイラー夫妻のキューピット役に甘んじている。まあ、本人がそれで結構満足しているらしいのだから、それでよしとしよう。ところがこの後、タイラーのお抱え運転士と化していくカトリだが、第三シリーズ『無責任カルテット』では、彼の息子が結構重要な役を果たすことになるのだ。それこそ父親の鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように──。後はお楽しみ！




『オキュパイドハネムーナー』

　直訳すると『被支配的新婚旅行者』。イサム・フジの心情そのままである（笑）。ここでは、後の『無責任キッズ』（さらにはもっと後の『無責任カルテット』でも！）で、脇役に回りながらも常に主役を喰ってしまうジャスティ・ウエキ・タイラー親おや父じの萌芽をみることができる。結局、彼はどんな状況でも目立ってしまい、その場の雰囲気を支配してしまうのである。まさに天性の主役だ。あろうことか作者をも支配しているのである。

　してみると、この『オキュパイドハネムーナー』というタイトルは実に意味深だ。イサムを支配しているのはアザリンではなく、実はタイラーではないかとさえ思えてくる。ともあれ、イサムは遂にシリーズの主役にはなれなかった。合掌……。




　この外伝を読んだ人は、もう一度本編を最初から読み直してみてください。そこにはまた新たな発見があるかも……。

　なお、お節介がてら、各エピソードを厳密に時代順に読んでみたいという読者のために、作者自らが完全版時代順ガイドなるものを作成したので、この場を借りて紹介しておく。




タイラー登場以前

『ハナー提督物語』（本巻収録）

『緋き獅子』（外伝③）

『大宇宙のサムライ』（外伝②）

タイラー雌伏時代

『我が名はヤマモト』（文庫未収録・『ドラゴンマガジン』連載）

『無責任少尉タイラー』（外伝④『厳冬惑星ホロシリの叛乱』に収録）

『銀河無責任時代』（外伝①）

『カトリくんタンマ』（本巻収録）

タイラー台頭時代

『無責任艦長タイラー』（本編①）

『明治一代無責任男』（本編②）

『ワングの逆襲』（本編③）

タイラー閑職時代

『厳冬惑星ホロシリの叛乱』（外伝④）

タイラー躍進時代

『無責任元帥タイラー』（本編④）

『アザリン16歳』（本編⑤）

『タイラー大逆転』（本編⑥）

タイラー全盛時代

『無責任大統領タイラー』（本編⑦）

『風速四十光年』（本編⑧）

『永遠なれ無責任男』（本編⑨）

タイラー隠居時代

『オキュパイドハネムーナー』（本巻収録）

『ミッシングリンク』（文庫未収録・『無責任艦長タイラー読本』に収録）

キサラ時代（またはタイラー暗躍時代）

『暗黒太陽小町』（無責任キッズ①）

『ＷＨＹ？の嵐』（無責任キッズ②）

『燃えてキサラ』（無責任キッズ③）

『時先案内人』（無責任キッズ④）

『銀河嫁取物語』（無責任キッズ⑤）

エド時代（笑）

『君の名はマチコ』（無責任カルテット①・95年12月刊行予定）




　若干、細部で時間が前後する部分もあるが、この順に読めばほぼパーフェクトである。しかし、こうやってみると、結構書いたなあ（しみじみ……）。

　しかし、まだまだ書き足りない部分もあるので、隙すき間まを埋める意味でも、また、まだまだスポットの当たっていないキャラクターを描き込む意味でも、当分の間、外伝は続けていく予定である。さらに『無責任キッズ』の外伝を書いてくれという要望も出てきた。作者としてもキサラは、ようやく好きになりかけているキャラクターなので、もっと描き込んでみたい。その一方で、『無責任カルテット』にも全力投球したい……。マジで、自分が五人くらい欲しい状態なのである。

　どうか、さらにさらに、末永くお付き合いいただきたい。


平成七年初秋　　作者









　　初出




『ハナー提督物語』　月刊ドラゴンマガジン１９９５年　１月号～３月号

『カトリくんタンマ』　〃　１９９４年　10月号～12月号

『オキュパイドハネムーナー』　〃　１９９５年　４月号～６月号










宇う宙ちゆう一いちの無む責せき任にん男おとこシリーズ　外伝⑤




カトリくんタンマ
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